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は　b　め　に

　この年報4ぱ，昭和27年度における調査研究の概況である。

　年を重ねるに従って，調査研究の成果が加わり，借用している絵画館内の

窒女も手ぜまになっていたところ，山本有三氏の好意によって，進駐軍の使

用が解かれるとともに，三鷹市の閑静な邸宅を分室として一時借用すること

が繊来，所員の一部はそこに移って調査研究を進めた。

　本年度の調査研究の状況は，それぞれ担巌者が報告している。これらの調

査研究は，多くは箭年度の調査研究を土台として，もう一歩前進させたもの

である。本年度に，一一i応の完了を見て，印刷刊行することの出来たものは，

r現代語の瀬綱査婦人雑誌の柵副r地域社会の言語生活一綱における実

態調i酢」である。

　研究所が所期の昌的を果そうとするためには，予想外の困難や障害にっき

あたる。そのためにも，ただ力をあわせて着実な前進を続けるほかはない。

御支援を賜りたい。

1963年12月

圏立国語研究所長西尾 実
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昭和27年度の調査研究のあらまし

　昭和27年慶は，瞬立話語研究所が設羅され調査研究を始めてから第4年羅

に当る。前fF度を受けついで，昭和27年度の研究項目を次のように定めた。

　（ユ）話し言葉の調査研究

　　　　現代話し二葉の実態と性質を明らかにする。材料としては主として

　　　　日常談話による。

　（2）審ぎ雷葉の温湯研究

　　　　語彙調荘と漢宇使用状況の壽照益。語彙調査としては，前年慶来の婦

　　　　入雑誌を資料とする語彙調盗を発了する。

　（3）地域三会の薔語生活の調挙婁研究

　　　　全国各地方における敬語二郎の実態調査。特定の地域社会における

　　　　敬語使：用．の社会心理学約調査。

㈲　国語の学習と指導に関する調査研究

　　　　二字温語のi学習負担に闘する調査研：究で，主として読みの’方面から

　　　　調査する。

⑤　言語能力の発達に心する調杏舐究

　　　　騎語の学力標準設定のための調査研究

　（6）言葉の効果に闘する調査研究

　　　六字配列の合理化に関する契験的研究

　　　　マス・コミュニケMションに関する調査研究

（7）　国語の簾淀的発達に関する調査研究

　　　音韻史資料の収集

　　　古辞書の語彙索引の作成

⑧　辞典編集方法に関する調査研究
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　　　　既刊の圏語辞書。対訳辞書を資料とする語別一覧表の作成

　（9）国語閣係文献の調査および，収集整理

　⑩　特殊問題の調査研究

　外郭への委託研究としては，各都道府県に地方調査員を委嘱したことは例

年の逓りで，今年度は，各地における敬語の使用状況の調査を課題とした。

また，放送文化研究所に対しては「ラジオ・ニュ’一ス丈体の研究」を依頼し　．

た。

　前述の調査研究を担当するものとして次のような研究機構を定めた。諮年

度においては，2都5研究窒と資料i嚢とから嵐来ていたのを本年度は研究室

＝を一一っふやし，2榔6研究室と資料室とにした。’

　　　　　　　　　　　一三1研究窒

　　　　　　　　　　　　　中村逓夫（主任）　大石初太郎　飯豊毅一

研究第1都
部長岩淵悦太9BL－m

研究第2部

部　長　草島

室剥資

時介一

　宇野義方　進藤咲子　金田一春彦

一繁2研究案

　林　　大（主任）　永野　賢　大野弥穂子

　　斎賀秀夫　水谷二夫　　・

一三6研究窒

　　岩淵悦太郎（主任・兼）　柴田　武　北村　薦

　　土崎　稔　野元菊雄　上村幸雄　山之内るり

一鏡3研究室

　　平井贔夫（主任）　上甲幹一　高橋　進　寺島　愛

一第4研究室

　　輿水　実（主任）　高橋一夫　篤沢　節

．一謔T研究案

　　草務隣介（主任・兼）　森岡健二

　　　岩淵悦太郎（主任・兼）村尾力有賀憲三　広浜文雄友部浩　味岡蕪子

　以しのほかに，藩務一ヒの仕事をi組齢して調査研究を助けるものとして庶務

部（部長細井房夫）があり，庶務課（課長真取正＝つ，会計課（課畏黄木得

二郎）に分れている。

　．L記研究項嗣のうち，①（2）③は第一一一一・　X9が，（4）（5）⑥は第2部が⑦か
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ら⑩までは資料室が担当した。

　第1部は現代語を調査研究する部門である。これまで現代語を話し雷葉と

書き言葉とに分けて研究調査を進めて来たが，話し雪葉においては，共通語

として広く行われるものと，地域社会において行われ．るものとがあり，これ

らはそれぞれ別に研究謬罎謹を進める必要を認めて，葡者を第1研究室が，後

門を新謬ヒの第6研究室が担i当することとした。

　口本語でほ，話し書葉と書き言葉との問にかなり大ぎなへだたりのあるこ

とはよく知られている。それでは話し言葉がどのような特性を持っているか

というと，従来常識的なことしか知られていない。そこで，本年度から尊し

言：葉の特性を第1研究i嚢において本絡的に調査することにした。

　第2研究室は，檎年度に引き続き語彙調査に力をつくした。婦人雑誌の用

語用字について統計的調査を進めたのであるが，これは，親代における基本

語彙を制定するための一連の仕事のうちの一一一4つである。

　第6研究室は，第1研究窓で担当して来た地域社会に離ける鷺語生活しの

賑腫を特に取りしげる研究室として発足し疫。敬語がわれわれの＝ミPt　＝ケ

・・一 Vョγの上に大きな問題を投げかけていることに着目して，本年度は三璽

無上脚市を調査地点として，市民の敬語の使いかたを各方藤から調査した。（

この調盗は，学部省総合研究費の神助を受：けて実施した）この仕事は次年度

にもう一地点について調査した上，まとめようと考えている。また：これと関

連Lrて，各都道蔚県の地方調盗員に対して各地における敬語使用の状況を調。

査してもらった。敬語の使いかたは，各地方地方によってかなりの変異があ

ると考えられるからである。

　第3研究室は，国語の学習の上でも，特に丈団七の負担にらいて実状を調

査し，その対策を考えることとし，その第一歩として本年度は，読みの上で

の障害の種類と原因を分析した。

　第4研究室では，前年度に引き続ぎ，國語学力の標準設定の問題を取り一ll
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げたが，本年度においては，国立教育研究所の全圏的な学力水準調査に参加

し国語科に間するものの問題作製を受け持ち，調査の方法や整理の方法等に

も協力した。

　第5研究室では，印刷物における丈：字配列の合理化を計る調査研究を，前

年度に引き続き行った。また，マス・コミュ＝　b一　・一ションにおいては，表現

が大衆に理解されることが重要なことになるが，理解しやすい度合を明かに

するものとして，教科書丈章について調査した。

　新聞がどのように利用され理解されているか，この問題を東京および千葉

県の農村における小・中学校生徒について調査した。この調査は，日本新聞

協会と共伺して実施したものであり，国語研究所からは，第4研究室および

第6研究室が参加した。

　E本放送協会放送丈化研究所に対する委託研究は，ラジオ・1ユ・一一一　xの文

体としては，どのようなものがよく理解され，また効果があるかを明らかに

するもので，本年農と次年度の［1　’しか年で完成する予定のものである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（岩　淵）
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話し言葉の調査研究

　　　　　　　　　　　A．調査の目的

　話し醤葉の調査研究については，その資料としての話し言葉が，瞬間的1こ

流れ去り，捕捉することが困難であったため，待望されつつ，これまで大量

駒な調査研究がほとんどなされなかった。そこで，本年度を研究の第ユ年度

として，共通語としての話し雷葉の本格的な調査に着手することになった。

　研究第コ年度である本年度は，話し言葉の特質といわれているものを具体

例について検討し，その構造における基本的な諸問題の所在を具休的なかた

ちで提恐し，次年度以降の調査研究の基礎とすることを目標とし疫。

　　　　　　　　　　　B．　本年度の計画

　この隠標のために，本年慶は，まず調査対象として臼常の談話を選び，そ

れらをテー・プ録音羅を用いて録音し，ソク。タイプによって丈字化した後，

音節を単位とする問題，語（丈節）を単位とする問題，文を単位とする問題

に鋳目しつつ，直接には，

　　語・：文節・：交：の長さ

　　文の構造

　　イyトネーショソ

　　品詞のあらわれかな

を知ることをその課題とした。

　　　　　　　　　　C．　調査研究の担当者

　調杏対象の決定・その採集のための現場の録音作業，定められた記載様式

によって文宇化する作業，語・文節・文墨の共通所要記号を記入する作業は

全員がこれに当ったが，分析の段階では，次のように分撞してその作業を進
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めた。

　語。：交語・：交の長さ

　文の講造

　イソトネーショy

　品詞のあらわれかた

中村北夫　進藤咲子

飯豊毅一

宇野義方

大石初太郎

　　　　　　　　　　　D．　実　施　経　過

1．　資料の採集までの珠心

　録音テ・・プの入手は7月初旬と予想されたので，6月末Hまで次のような

作業を行った。

　a．話し言葉に関する諸碑の検討

　話し言葉に関する基本的な諸問題について，とくに，

　1　共韓語について　（飯豊）

　2　基本語彙について　（宇蟹）

　3　話し言葉について　（：大石）

　4　場面について　（進藤）

　5　内外の調査研究：交献について　（申村）

従来の諸説を調査し，ユ～3は謄写に附して以後の調査に役立てようとした。

　勧．調査資料の決定

　この調査は東京都内で行うことを予想し，またそのために準備される録音

テt一・“プの数は約8〔｝巻（ユ巻約30分）であったため、それらを東京における

臼常談話の言葉の資料に集中させることとした。そして臼常の談話が多く得

られる揚合として，衣食住・社交等の生活機能と家庭・近隣。職場一市町村

などの生渚環境との切点から具体的な談話の揚面を収集し、また、性・年齢・

教養。相手（の数・未知既知）。地域などになるべく片寄りの少いことを目安

として，調査地点・調査対象・調査揚面の予定表を作成した。

　C．分析のための言語単位の検討

　雑誌「雷語生活」の「録音器」欄を資料として、それらの資料を、従来の
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各種の雷語単位を用いて分析し、その得失を検討した結果、この調査のため

には、おおむね丈部賓中等文法によりつつ，若干の修正を施すことに止め、

談話語の実際に即した言語単位の設定は、調査課題の一つとして調査の終末

において検討することとした。

2．資料録音のための現場の作糞

　7月初旬から，9月末日までの間をこ，資料として録音テープ80巻の採集を

終了した。録音作業中ならびに丈字化の作業中に電力事情が悪く，ことに電

圧1低下が甚だしかったので，これらの作業に多くの臼時を要し，また多くの

使駕不能の録音テープを生じ，かろうじて分析に堪える明瞭度に録音された

テープは6｛｝巻に過ぎなかった。

5．録者テ縣プを交享化する作漿

　録音テープを資料化する第…着手としての馬丁化のためには，もしも所員

の手書きによる照合聴取の方法をとる蒔は，多くの臼時を要することが従来

の経験によって明らかになっていたので，当初から機械速記（soku－taipu）

による：文字化を計画した。そして，機械速記によってraFマ字丈による第一

次タイプ原稿正副2逓を作成し，さらに録音テ鳥プとタイプ原稿とを照合し

て，誤脱を正し，所要の記入を終了したのはユ月中旬であった。

4．本年賦分析用定本の作鑑

　上述の経過によって，本年度内に分析のために予定される濤時が僅少とな

り，録音テ一下プのすべてを年度内に処理することが危ぶまれたので，録音テ

・・プ60巻を，ほぼ諸条件の同質を予想されるA（30巻）B（3｛｝巻）両資料群

に分ち，今年度は主としてA群の資料によって分析を行うこととした。そし

て，A資料群について，語。丈節。：丈などの区分のための記号を施した。　A

資料群を具体的に示せば次の通りである。
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　　　…
xx 奄w
　　　　
　xxi　　xx
　　　と
X　X　X　　X　x　X　X

x　x

X　X　IX　X　X

x　x　x　x

x

x

x

x　x

x　x　x　x

x　xxl　x
　　　l

x

x

x

x

x　x

x　x

x　x

x　x　x

xx苓

x

x

x

x

x

x

x

x

x　x

x

x

x

x

’x

x

×

x

x

x

x

×

x

x

x

x

x

x

x

x

x

lx
x

x　x

x

x　x

x

x　x

x

x

x

×

x

×

x

x　x

x

x

x

x

x

×

x

x

x

x

x

x　x

　　性の男男・＝女女。男女・女男，年齢の若若・壮壮。藩壮・壮若は，そ

　れぞれ話し手と聞き手との性慰・年齢を示す。
2．年齢の著は39歳まで，壮は40歳以上を示す。
3．教養の義は毅．務教育終了者を，専はそれ以上の学歴を示す。

x
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5．分析の作業

　1月下旬以降，分撫こ従って分析の作業を進めた。分析の経過および年度

内に到達した成果は次項の通りである。

E．　分析の経過とその成果

1．　語・丈節・丈の長さの調査

　日常の談話における語。：丈節。丈は，どのような長さであろうか，またそ

れは書き書葉と此べてどのような差異を持っているであろうか，それらめ点

を開らかにすることがこの調査の周標であるが，そのために年払：内に行った

作業とその成果の…端は次の通りである。

（a）　A資料群から表哩にガミす資料5巻を選んで準備三三を行ったe’その結

　果は次の通りである。

　　なお，表6は資料ユ・3・5の3巻，表6は資料5のコ巻についての集計

　であり，その他は全：巻についての集計である。

　　　　　　　　　　　　　・〔表　　1〕

…．騨棚糎域．酔・・．醜麟瞬議・戦
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I　　　　　　　I　　　　　　　／・美容院斥瞬心部1女鹿一・・；小中卒幽｝測野ざい

・井戸端近目綱姻壷卒瞬幽いす
鍵纂・曙剃檎帖劃・桝〃i韓いいi・
鵜　霧纏翻倒：凝liワ剛∵‘

　　　　　　　　　　　　　〔表　　2］　　、
　ミ　　　　　　　　　　　　　ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
．．主＿一．丈＿．．一．匹．一．．．．一一範．し＿鞭＿＿＿1．．堂＿．＿．一．鰍

，1、、61、、フ灘轡1フ9、（，．，、）1、フ3，（、、．6、）

　…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　l

・1狸．闘…9）陣5（・…）■73・・（・鵬）
　ら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ

3　i　　　　　　596　　　　　　　　230フ　（3．　d’v7）　　　　｛　　49S3　（8．31）　　　　　100・！6　（］．（5．86）

　｛　　　　　　，　　　　　　1



io

4
5

498

276

T 2063

2259　（4．S3）

930　（3．37）

のコ668，77

均
均

平　
平

節丈
語

4482　（9，　OO）

1755　（6．36）　’

15S26　（7．　S2）

　（1．　99）

98e2　（19．　68）

4040　（14．63）

〔表乙〕　1交の丈節数

600，

500’

4eD

300

200

100

A
iナ

　G文節5

32977　（15．98）

　（　4．　24）

　（　2．　12）

（b）　この表によれば，丈の長さ

　の平均は3．76文節であり，ほ

　ぼ同様の基準に．よって作業した

　「白河の調査」における3～4

　：文節，　「鶴岡の調査」の2～3

　曲節と近似し．「新聞」の48．8

　文節と比較される。また，女性

　網互・女性を交えた会話がすべ

　て平均を下まわっていることは

　注Bされ，専門学校卒が平均を

　は！るかに上まわっていることも

　注醸される。なお，表3におい

　て，非対称型のいわゆる「しの

　字型」の度数分布を示すことが

　知られる。また一文に．おける平

　均語数は平均文節数の2倍であ

10 15 20 25　28



3So

300

200

aoo

〔衷4〕　1丈の語数

＼
、
、

　　　　　　　　　　　　　　11

　り，平均丈節数がおおむね自立

　語をあらわすとすれば，平均語

　数は平均して自立語ユに対して

　附属語ユの構造をもつことを示

　している。また，一・丈節におけ

　る平均語魏滋まぼ2語，ユ語の

　平均音節数は2．12音節となつ

　ている。

（c）　なお，；本調査としてA資料

争

ナ　　一一L一一一de一“veww－betXt　tt＝＝tr＝M＝＝M＝＝＝＝＝MmaMraM“’

　Osg　s　id一s　M5，Zo’bt　30　3s　ao　A5 50　s　7

〔表5〕　1交節の語数　　〔表6〕　1語の音節数

1SOO

lOC｝O

500

A
一
千
ノ

600

500　’

400

300

　　2－OO

　　lOO
　　卒
　　チ
67　　0音踊

群のうち18巻（Reei．2，3，

15，　24，　59，　61，　62，　66，　67，

870，　76，　79，　86，　87，　8，　97，

98・100）の整理が進行して

いるが，第7表の通り，そ

の平均には大差がない。そ

れらの詳細については次年

度における分析の進行を待

って報告する。

5 10 ゴ　　14
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　　　　　　　　　〔表7〕　丈・心墨・藷の畏さ

i隷鵬卿蔽議斎王∴瀬議論懸1

算1：：：：1：：：1：：：餅1罫：掌篇罷

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1（d）　次隼渡においては進行巾の本調査を終了し，礒常談話以外の資料，ラ

　ジオの縞ユース，＝・＝L・r・ス解説，塵談，講演などを採集して，その長さを

　調べ，これと談話との異同を比較ずる予定である。

　（注）　「由河の調叢」「鶴闘の調査」r）溶爾封はそれぞれ

　　　　言語生活の実態　　　海河市および附，近の農村における　　（濁：立圏語研多？i所）

　　　　地域薫し会の欝語生活　　鶴筒における実態調資　　　　　　（　　　〃　　　）

　　　　新聞丈章研究第一＾段階「新闘：文章の構成調碧潟　Qiii鵬新聞祉　新聞用語改…隆

　　　　委賃．会）を示す。

2．　丈の構蓮の調査

　日常の談話における文の構輩ぱどのようなものであるか；またその特徴は

どのような点にあるかを明らかにするのが，この調査の目標であるが，その

ために年度内に行った作業とその成果の一端は次の通りである。

（a）　丈の構造についての従来の内外の諸説を収集，検討し，その結果とし

　て，：交の構造を調査するためには，主語・述語。連体修飾語・連用修飾

　語。独立語などの丈の成分を単位とし，これら5成分の組合わせにより，

　丈の構造を考えることが妥当であろうとの結論に達した。なお，連体修飾

　語は文の構造という面からは主語や品題修飾語と墨画に取り扱うべきでは

　なかろうが，構造の特徴を調査する上からは重要な成分と思われたので，

　ここでは一応それをも含めて5成分を取り扱うこととした。

（b）　これらの五つの成分については，さまざまな考え方があるので，それ

　らのうちから一応陣等文法」の出漁購うこととし，文節と丈節との関係

曳
i



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ，9

を重視することとした。なお，これらの5成分の繕合わせだけを考えたの

　では，より細かな分祈に堪えられないので，それらを，さらに下位分類し

　た。　　　　　　　。

　　！（の分類およびそ〃）コーードは以下の表の通りである。

　　　　　　〔表8〕　5成分，および下位分類1けた鼠のコ嗣ド

ー∴鮒　下線醤華商．下砂船L
　　　　　　　　　　　ドtt

連体修飾語

連用修飾語

独立語

a
b
t
y
d
〕9表〔

a

繍　　1！今一す｛

驚撫　i狂熱
鯉　　・輝翫す
　　　　　　　　　　7　i呼掛を表わす接続詞
　　　　　　　　　　　　ミ感勲詞　　　　　　　⑦　i提示を表わす

助動詞　　　　　　　8

助説　　　　　　　　9　、
　　　　　　　　　　　　…

主語・遽語の下韓分類2けた臥および

自認の下位分類5けた農・4けた雪

　　　　　　l　　　　　　b
　　　　　　煎

接
接
顕
逆 1
1
2
3
4
5
6
7主格を蓑わす助詞がない

～は

～が

～も

～の

～では

～には

その他の主格を表わす助詞

0
1
2
3
4
5
6
X

～です・～ます。～だ　などの語を

　伴わない　　　　　　　　　　0

～です。～ます　　　　　　　　　1

～だ　　　　　　　　　　　　　　　2

～です・～ます・～だ　に梱応ずる

　他の語　　　　　　　　　　　　x

　　　（以上下位2けた罠）

助辞がない　　　　0

～ね　　　　　　1．～わ　　　　6

～よ　　　　　　　2　～って　　　　7

～カ・　　　3～さ　　8
～の（終助詞）　4　～た　　　　　9

～な（終助詞）　5　その他　　　X

　　（以上下位3，4けた隅）
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〔表10〕

t

連捧修銃語の下位分類2けた目

連馬修飾語の下位分類2けた・3けた屋

y

連体狢を表わす助辞がない

～の

～ん

～た

～離

他の助動詞

他の助詞．

0
1
2
3
4
5
6

連吊格を蓑わす助辞がない

～に

～ん

～を．

～と

～え

～い

～から

～で

～より

～て（で）

～と（接続）

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
2

0
0
0
0
0
0
0
0
0
ー
エ

～けれど（けど）13

～の｝こ　　　　　14

～が（接続）

～ので

～から（接続）

～ば

～たら

～ても

～なら

0
5
6
7
8
9
0
1

0
！
1
1
1
1
2
2

～たって（逆螢）22

～だって（逆接）23

～でも（逆接）　24

～でも　　　　　25

～と（も）（逆接）26

その他の助動詞　80

その他の助詞　　90

以上の他の語　　×X

〔表ll〕

間投助詞がない

～ね

～ですね

～だね

主謡・連体修飾語の3けた目

独立語の2けた属，連用修i飾語の4けた羅

0
1
2
3

～な

～さ

～よ

他

4
5
6
7

（注）（1）　これらの語に他の語が付いており，その付いている語がコi・一ド’されないとき

　　　はノをもって示すQ　例　ワタクシダケガ……a1！2G

　　（2）述語などの場合に多くの助詞・助動詞が付いているときは，丈の末尾より優

　　　先的にコードする。　紀行キマセンデシタカネ……b2tl，31

　　（3）　形式名詞・補助罵欝などを含む丈節（附属の関係にある丈節など）は連丈節

　　　においてその機能を考える。

　　　（形式名詞は1烈．補助用言はf．てる，てく，ちゃう，はFとコードする。

　　　　例　猫デァル……bf　2000）

　　㈲成分はすべて第一次の関係による。　第二次は（）第三次は〔〕第四次
　　　1・＃T．r　1　とVg隔るQ



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1；’）’　・

　第こ二次．第三次中に第一次があるときは（〃）〔／／〕とし〃の中のものが第

　一次であることを示す。

　　　　（a　Y）　by　a　b　　　ジブンガ　シゴトオ　スレバ　オカネガ　ハイルンデスヨ。

　この揚合，同購…に二つ以上の関係を持っているものは，たとえば上記の………

　　bY
ス・バ……のよ鱒表わす・　　　　　　　　　’
（5）y・aなどが一丈に二つ以上あるときは，原剣として，前のものはそれ以下

　にかかる（対する）ものとする。

　　　　　　　　Y　Y　　　　b
　　　例　　アラタメテ　　ハナシオ　　スル

　　　　　　　　a　　　　　　　a　　　　　　b
　　　　　　グンビワ　　　ヒツヨー　　ナィデ’ス

　しかし場合により　1，2，3・・…・イ，P，ハ・・・…　などの順位をつけることがあ

　る。このとき’1は2以下を修飾する。（または2以下に対’しで主語となる）

　　　　　　　IY　d　2Y　b　　　　　　キノk・　　アノー　　アナタ＝　　アゲマシタ

〔6）　tは原期として次の丈節を権多飾する。しかし次の文節ではなく，被修飾の文

　節がはなれているときは，1，2，3，などの数享により示す。

　　　　　　　一it　d　2a
　　　　　　キミノ　　ホラ　　ハンカチワ

　　　　　　　　y　2a　b　lt　　　　　　キョー　　テガミガ　　キタノヨ　　ドーソーカイノ

　tが二つ以上露なっているときの取口いは，yに準ずる。

　　　　　　　　t　　　　　t　a
　　　　　　アナタノ　　ァカイ　　ノ、ンカチワ

（？）同格・対立などの関係，疑示の闘係などは，次の例のように，数字・かなな

　どの符号をもって示す。

　　　　　　　d20　a＠　．　y　b
　　　　　　キミ｝・　ボクガ　　ソレオ　ショー

　　　　　　　（y　）　bd20　Y　b＠
　　　　　　カイシヤ＝モ　　ユクシ　　ガツコーニモ　ィク

（8）一肩こは，主語。連用修飾語の形であるものが，その文では述語としての機

　能を果している揚玉・には，次のように示す。

　　　　　　ヤタケサンガ　　イクンデスツテ

　　　　　　　　　ab
　　　　　　ヤタケサンガ？

　　　　　　　（a）　b．　yt）
　　　　　　モン：ダイガ　　アルヨーデスケド噛率



le，

　　（9）　聞ぎとれない揚合，あるいは，何らかの肪害により，：文が中断された場合・な

　　　どは，それぞれ……や　　をもって示す。また耳語⑧のような場合には，

　　　O。。。。。をもって示す。これらのものはさらに別に考慮：することにした。

　この方法で，橋本進書博士の「丈節による文の構造について」（『国語学』

第十三・十四輯）の例文をコードすれば次のようになる。

CD

fgm

v（il）

・D

（y　1030）　b．t　230　a　llO　b　2009
不意を　　くらった　　敵は　　あはてた。

d200　t　6eoe　a　120　bf　2000
白ぐ　大きな　　木星が　　見えてみる。

（CFY　t　llO　ylO30’g．　by　21101　bt　200）

千古の　　雪を　　沸いて　　そそり立つ

bam　llO　b　210　x
崇高なものは　　ありません。

　　a1エ0
⑤　彼は

　　d　2e＠
⑥　東京

　　a　110
⑦　先生は

　　　d　60

a120　ylo30　b2000
飛行機が　　空を　　飛ぶ。

　　　　d200　ylO400
　　　　風や　　波と

　　　　d2e＠　a　llOo
　　　　京都　　大阪は

⑧　佐藤さん

　　（　a　120）

⑨　奏が

　　　d2eo一
⑳重苦しくて
　　（y1／040）

⑪　灰色だと

　　　　（　a　140）

　　うるほひの

　　t　110

⑫　私の

　　t　110

　　槌の

　　（　y　1900

⑬　そこまで
t　110

気温の

　y　le70
　戦地から

　　a　110
　　あなたは

　b　amllO
来ることは．

（　y　1010）

寒さに

bft　230

b2009
戦ひ通した。

　　　t　110

　　駄本の

y　1010

私たちに

　y　1080

　ここで
（　y　1010）

誰に

思ってみた

　tllO　y　1900）
冨士の　　姿ほど

　（b）　f　2000

　三大都市である。

ylO30　b21e9お手紙を　　下さいました。

y　5000

暫く

　　　b　y2200
　　　とっても

　bft　2300
ちX“こまってみた：

　　b亡200
　　ある　黒ずんだ

allO　（ylOIO）　by　2120
村は　　夜に　 なると

t120　b　2000
音が　　聞える。

　　y4eoo）　bft　230
　　元気に　　飛んで来た

yloso）　b　y　2110　y　30eo
　中へ　　入って　　全く

　　t　110

　　畑の

t230　t　IOIO

　　　色に

a　120

土が

bf　2000

お待ち下さい。

b　1200

喜びだ。

　a120　bf　2000
　冬が　　去ってゆく。

　　y　m10王to
いつの聞にか

　　bf　20eo

なってみる。

　tllO　ylO70
所・々の　　蒙から

（1030）　bt200

藁を　打つ
蕩

　allO　（y400　（t3eO）
彼等は　　急に　　寒い

bf　2009

弱ってしまった。
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　　　tllO　t　300　t　300　y　iOljO　t　mllO　t　llO
　⑭　彼等の　　かぼそい　　小さい　体には　　その時の　　ウイドンの

　　　allO　（1｝mf2009
　　　気候は　　たへ難いものであった。

　　　（ylOIO）　bfy　2120　（（ra140i　bt200　y　1900）　b　y　2110
　⑮　大江山に　　来て見ると　　鬼の　　住む　　処だけ　　あって

　　　cra120　y50001　by2000　y12．　40）　by3110）
　　　大木が　　こんもり　　生ひ茂り　　畳でも　　簿暗くて

　　　　b　t300　b　llO9
　　　ものすごい　　出でした。

　　　（d200　t　3000）　t　llO　y　lOltO　t　lle　a　120　y　le！“
　⑯永い　　永い　　冬の　　後には　　これらの　　花が　　一度に

　　　　b2f200
　　　咲き出すのだ。

（c）　前項のコードにより，まず録音テープ5遜を選んで，その丈の構造を

　謂魅した。その結果の一一郡は次の通りである。

　　　　　　　　　　　　　　〔表　　12〕

一勉∵墜∵攣⊥塗墜三％準1無籍
学讐談：4・o

女子鍔姓．　563

N家座談；353

蠣虹i・9・

友の会i鯛

学オk座談i
　（1｝

女子学瀕三；

N家座談1
避妊誓女二に1

友の会i

112

13，8

159

工43

ユ65
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　以．ヒは，すべて第一炊の文の講造による結果である。これによれば，次の

ようになる。

（1）文の数が，蓋oo～500の揚馬には文：の型の種類は，その3｛｝％程度あらわ

　れる。つまり約謡つに・一・つの割合で，新しい型があらわれている。．（丈の

　数が少なくなれば，その割干は，もっとひんぱんになることは，もちぞ）ん

　である。）

（2）主語を含む丈は，ほぼ25％あらわれている。つまり，四つに一・つの鋼

　合で主語のある：文があらわれている。

③　二二（こa）二合は，主に述語について考えている）ぱ1（｝％以内である。

㈲∵次以下の三分を含む文は20％～！G％あら2フれている。

〈5）一・次の成分が6以Lあるものは，ユ0％～5％である。

　これを巻ごとの差ということに着醗すれば次のようになろう。巻ごとの

「話し手，聞き手」の構域は表エ4の通りである。

　　　　　　　　　　　　　　〔表　14〕

　肇称．i地区1秘竺．1’年蝋．学．玉上　　．　驚一

学轡馳雅i撒・…若i大悔鯵顕鵠隅ピー

勲細面揚…女・男）劉蜘・卒継澱繍：膝み

麹会i馳鋼ガ｝鰍i妻蔽棄蹴難離灘家計・
　　　　　　　　　　l　　　　　　I　　　　　I　1

　巻ごとの差に蒋噛すれば，型の種類は「N家座談」や「：友の会」など比較

的年齢の高い入々に多い。滋語を含む：交は「学生座談」や「N家座談」など

男子にやや多く，倒置の文は「学生座談」にやや多いことが注矯される。二

次以下の成分を多く含んでいるのも「N我座談」や「学生座談」に多く，反

ヌナに「女子学生」や「三鷹女工」のように若い女性にはすくない。成分（1以



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！9

上の：交は「N籔座談」に劉合に多い。

　以上は6巻だけについての結果であって，一般的な結論とはし難いが，：交

の構造と，性・年齢・教養・話題・個性などとの間には何らかの珍蔵がある

らしいことがうかがわれ．る。
　　　　静
（d）文の型の種類と，その一一一つ一一一iつの使矯度数についても調炎を行ったが，

　5巻だけではまだ不十分なので，これについては，さらに調査例を加えた

　後に報告することとしたい。

（e）　本年度は分析のために多くの田時をさくことができなかったので，明

　年度は引続き次の課題について分析を進める予定である。

　①　話し言葉の文の構造の型の種類と，その一一一つ一・つの型の使用度数を，

　　本年度分を合わせて計15巻について調査する。

　②　その構造の型の種類や使用度数と，「はなし」の環境，話題，話手。

　　聞き手の祉会的，丈化的条件などとの関係のおよそを調査する。

　③・主語。述語。連体修飾語。連用修飾語などの購成のしかたや，用いら

　　れかたなどを調査する。

　’（4）文脈が途中で変るもの（7fしれるもの），二こ二人で…文をなす揚合，途中

　　で完結しないままに丈を終るもの，言いなおし，不完全な形式の：交など，

　　話し言葉の特徴の一都心をなすと思われるものの追求も来年度に予定さ

　　れている。

3。　イントネーションの調査

　Vl常談話におけるイントネ・・一一ションを調べるこ．とを硬直とし，そのために

年度内に行った作業とその成果の一端は次の通りである。

（a）　イン！・ネーションに関する参ラ薯丈献を調べ，イントネeションの型の

．うち，主として丈末の2音節に注除することにした。文末をとる理幽は大

　体，金田…春彦「諏｝バの旋錐」　（κ国譜学』第五輯）における謡え方と圃

　様である。従って文中における．ILi、の切れR（大体交節の終り）も問題とす



20

　る。また終りの2音節をとるのは，国語におけるイン｝ネρションの重要

　な点がここにあり，これで大体の見当がつけられると考えたわけである。

　　なお，イントネ・・シ。tンをどのように表示するかについてはいろいろの

　方式があるが，本年は．K．　L・　Pike‘‘The　Intonation◎董《！ner三can

　English”にならい，高さに4段階を認めた。音の高さのうち一一番高いも

　のをユ，次のものを2，その次を3，最：も低いものを4で表わす。

　　これは国語のアクセントの上が21こ，下が3に当り，その上下にユと4

　とが当てられることになる。

（b）録音テ・一プを軍鶏者がくり返し耳で聞きとりながらイントネーション

　を記入する方法によ・つた。これに使用した材料は10巻で，発言者の性別・

　年齢（老・若）・生育地域（東京の下附・山の手・嗣辺）などを考慮し，片

　寄りの少いように努めた。

　　ユ0巻の内訳は次の通りである。

　　　Ree12 女三F」挙生　　　 Reel　3　1夫i妻
　　　　ノノ　　59　　松根屋　　　　　　　　　　tt　　61　　学生座談（2）

け　　　　〃　67　N家座談　　　　　　〃　79　無尽の会

　　　　〃　　86　　　トタこ／屋　　　　　　　　　　　tt　　93　　　魚屋翁諾炎

　　　　’197’u氏談　　　　ll　100　柳橋i美髪

（C）　集計の結果は表獅の通りである。：交末のイントネーシ“ンの型の種：類

　は鵡で，：文中の：切れ目の釣合は32種類である。なお，電圧が低かったり

　二入が同時に発言したりした野合に聞きとれないものが若干あった。これ

　ははぶいてあ為。一音節よりも短いように思われる発音が認められた場合

　には，その高さを小字で表わした。

　　町営のイン｝ネーシtZンと丈中のイントネ・・シaンとのAm計の％（千分

　比）を調べて，それが10％以上になっているものは21，22，223，23，

　31，3ユ2，32，323，33の九つである。このうち33が最も多く，32，31．，

　22がこれに次いでいることは注贈される。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2了．

なお’・デシ。・’，〃デシ。ウ’・の発音・は区別の難かい・揚合が多かった

ので，かりに2辞節とし．て扱った。

　　　　　　　　　　　〔表　15〕　器し言葉のイント＊“・ションの型と分布

　　　型　　i　　丈＿．．著『　　1　　丈　　中　　1　　合　計
．．旧．’．．．．　……．’．…．．．．．．．．．．．．一．．．　 F…．…．．…tt．…．…．．…．．．．．．．．．

@　　．．．』…％e．．．．．‘幽．．1．．．．’．‘．．．．’一．．一．．．．．‘．．．一．．．．一．．．．．’．．’．’．’．．一．．．t一．．．．．．巾．．』．．’．．．‘．．．’％3．．．．．』．』．．．1』…．．．．．．．．．．．巾．一．一．’．．．．．．．．．．．胃．．．．．．．．．．．．一．．．．．．．．』．．．一．．一．．％』』．…．．．．．．．．．．’．．－

　　　　圭乙　　　　　i　．　2i　　　　　　　§　§暴　　i　　　　：　　　　　　　ll：嚢！　　i　　　2≦　　　　　　　｛｝　多…．

　　　ユ圭3　　　　　　：　　　　ユー窪i　　　　　　　　　薯：睾毯　　 ｝　　　　　呈…　　　　　　　　　8：垂耳　　 1　　　　ユ．讐　　　　　　　　　量：；≦量

　　　圭圭1　　…　書　　　8：；1：：　1　　　0，47・　量　　　8：器

　　　］．2　ll　2．　62　kl　］．．　74　　　．！3　5　i．　191　3　．1．．　41，　8　X．　26
　　　　2，　3S　8．　32　11　10　4．　69　，　45　7．　IO
　　　　套、1　　；　呈　　　8：蛋i　　　　　　　　．　董　　　8：器

；ll　．．　i3g．・　38i91．　li　8：　3g（2　i　21g．　33，S3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4．　52　1　k9　8．　91　・　3P．　6．　Oe　　　2三。　　　　　　19

　　　9！：s　．．．　．一　L－－　／／　i　9・　4．7　’　．．1　．mQ．　・16．
　
　
1
　
3
　
　
　
1
　
り
卿
　
3

2
2
2
3
3
3
3

2
2
2
2
2
2
2

　
　
　
　
－
　

り
4
　
3
　
　
　
　
1
　9
】
　
．
叩
”
　
　
　
　
－
　

〇
一
4

3
工
1
工
1
2
2
2
2
3
3
3
3
4

　
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3

2
　
　
　
　
．
3
　
　
　ワ
胃

4
，
2
2
3
3
4

　
4
．
4
．
4
4
4
．

2
8
1
ー
フ
ー
1

8
　
6
2
4
｛
2

つ
∪
　
　
　
4

2
3
4
3
4
6
3
2
1
4
7
7
3
1

　
3
　
5
1
8
1
三
8
9
　
　
　
2

5
　
　
　
　
ρ
O

1
4

　
1

1
7
工
一
工
2

　90．　82

　　王．90

　ユ4．50

1eo．　lo

　　4．　04

　　4．　99

　　0．　24

　　0．　48

」．26．　72

　　0．　95

　12．　60

　　3．　33

．163．　］．0

　　3．　eo．

　　2．　8S

　43．　03

365．　21

　　1．　66

　　ユ．66

　　0．　72

　　4．　99

　　0．　24

　　1．　66

　　0．　24

　　0．　24’

　　O．　24

　　0．　48

2
3
ρ
0
9
7
9

6
　
つ
回
O
Q
　
－
｛

（
∠
　

l
1

1
4
1
2
9
1
4
1
3
7
！
9

　
三
　

－
　

ρ
0
　
　
　
1
6

　
！
　
　
　
　
4
　
　
　
3
4
↑

1
1
↓
1

］．22．　83

　　1．　4±

59．　07

8P．．　61

　　3．　28

　8．’91

　　0．4フ

巳3．45

　　0．　47

　　B．　63

　　4．　22

：？．16．　13

　　工．88

　　0．　47

！t1　6．　74

2！8．　94

　　0．　47

　A，．　22

O．　47

0．47

0．4フ

4
ー
フ
0
4
G
！

4
1
8
1
2
4

ρ
○
　

工
（
b

3
7
5
5
3
7
フ
3
4
1
8
6
3
1

　
4
6
2
4
1
1
9
6
ユ
2

ρ
O
　
　
　
　
1

　
　
　
　
1

4
Q
》

　
壕
⊥

－
「
Ω
）
工
2
⊥
3

±Ol．　59

　　1．　74

29．　roo

96．　23

　　3．　79

　　6．　31

　　0．　16

　　0．4フ

エ02．07
　　0．　79

三．0．25

　　3．　63

P．O．　94

　　2．　68

　　？．，　os

’JP7．　93

309．　36

　　k．　26

　　2．　52

　0．　47

　　3．　3i

　O．　16

　　工．26

　　0．　16

　　0．　32

　　e．　16

　0．4フ



　　20“

　　（d）今後に残された問題のうち重要なものを述べると，B常会話のほかに

　　　特殊な型（あるいは型の分布）が繊るかもしれないと思われる，t・　。　一一ス，

　　　＝　；te一　X解説，（劇や講談，落語）などについても調べる必要がある。

　　　　文末については，だいたい最後の一品節の言葉をとり，特に終助詞など

　　　とイン1・ネts一・ションとの三連も見たい。

　　　　発言者別にイントネーションの型の分布を調べ，さらに進んで揚面との

　　　関係にまで及びたい。

　　　　できればピッチレコーダーなどの器械によって，音の高さを調べて，耳・

　　　で聞いたものと比べてみたい。

　　4．　晶詞のあらわれかた

　　　語に関する問題の調査の最初に，藷詞によって語を分けて，それが，どん

　　な数量において用いられているか（使用度数の二合）を調べてみることにし

　　た。書き書：藥については，小説の丈章，新聞の：丈章等を対i象として，この種

　　の調査がいくつか行われているが，話し言葉については，児叢語についての

　　わずかの調査のほか，それに類するものを見ていない。今，話し雷葉の…類

　　としての日常談話について，この調査をしてみることは，話し言葉の実態の

　　一面を明らかにするものとして，また特に書き言葉と対比してみることによ

　　って，話し言葉の特性を明らかにしょうとする試みの一一」つとして意味のある

　　ことと思ったからである。

　　（a）　この作業のための資料としては，A資料群がら下の20巻を選んだ。

　　　　（y一ル番号をもって示す）　．

　　　　2　3　15　　・　24　57　59　61　62　66　67　70　79

4　86　87　88　97　98　100　104
　　（b）話語の品詞のきめ芳については，主として二部省発行「中等憲法」，

　　　その他，橋本進吉述「二丈典別記口語篇」，岩淵悦太郎編「図表二丈法」，

　　　国立国語研究所報告3「現代語の助詞・助動詞」，金田一京助編「明解国語

　　　辞典」等を参考にし，調査資料の言葉の分析検討にもとづいて基準を立て，



2S），

各藷の品詞を決定し，集計を行った。

｛結果〕　調査した総譜数は83，620で，

　百分比を見ると，次の通りである。

　　　（蔽　詞）

　　体　　欝

　　　名　　詞

　　　代名詞

　　　数　　詞

　　動　　調

　　形容詞
　　形容動溺

　　副　　詞

　　運体詞

　　接続詞

　　感動詞

　　　感動詞　1

　　　感動詞　i【

　　　感動詞　蹟

　　助　　’雨

　　助動詞

　　融合形

　　臥位語合計
　　　　　　h
　　付属諮合計

　　　　（注

　　コソアド語合計

（滋）　ユ，

　　　（王）’『「嘱

　　　　います，

　　　（2｝

　　　（3）

　　　　帰りになる

　　　（’i）

これを晶詞別にして総使用度数の

（百分比）

　20．　5

　　16．　2

　　2。6　（うち，コソアド譲　70．　3％）

　　17
　隻2．2　（うち，補助動詞　　12．3％）

　2．7　（うち，補助形容詞　15．7％）

　1．2　（うち，＝ソアド語19．5％）

　6．1　（うち，pソァド語　29．2％）

　0．8　（うち，コソアド1認　92．4％）

　1．　9

　4．　7

　　1．　0

　　1．　9

　　1．7

　34．7　一　12．　9

　2．　3

　50．　1

　47．　6

　　　融合形2．3％をカllえて総計エ00％となる）

　　　　　　　　　　4．　6

　補助動詞。補助形容詞は，橋本進吉「藤文典別記上級用」に準じて，次

のようなものに限定して採った。

　据しくありません，　おじょうずでいらっしゃいます，　陽気でござ

　　　　　おもしろくない，　丈夫ではない　の類。

　私ではあ1）ません，　五時でございます，　これではない　の類。

　　おたずねいたします，　おとXt一け串します，　おいでくださる，　お

　　　　　　の類。

　　聞きはしたが見はしない，　行きさえずればいい　の類。



黛4

　（5）降っている，　見てくる，　読んでおく　の類。

2．感動詞の分類は次のとおりである。

　感動詞1一感動を表わすもの。

　感鋤詞H一一呼びかけ・応答に梢いるもの。

　態動詞聾一つなぎの語「え一」「その一j「あの一jの類。「う一」「お一」

　　等，語として算えるのに激闘のあるものも，一一応すべて採った。

　「あ一」rは一」「ふ一ん」等，感動詞1。感動詞Hの諒方に属せしめるこ

　とのでき’ると思われるものの場含は大体感勤詞1に入醤しる方針を採った0

3．融含形の範囲は，従来の大部分の文灘婁に従えば単藩と認めがたく，晶

　詞のrEめがたいもので・次に掲1ずる「融含形の種願と使li疲数」の例に見

　られるようなものとした。

　融合形には，どのようなものがあるか。一・応，次のような分類によって

整理した。大体においてその融合形に対応する融合以前の形と論醤められる

二語以しのつながり，すなわち，ていねいな言い方や書き雷葉（会話支を

除く。）でそれに対応してA］いられる語のつながりを品詞について見て，

その種類によって分類した。

　結果は下記のとおりである。

融合形の種類と使用度数

名詞＋助詞

　例　こんだ一（今度は），

コソアド代名詞＋助調

　例ありゃ一（あれは），

その他の代名詞÷助詞

　例　ぽか一（ぼくは），

なに二よ一（何を）

そりょ一（それを）

わたしゃ一（わたしは）

動詞（補助動詞を除く）十助詞

　例　みりゃ一（見れば），

補助動詞十助詞

　例　おきや一（おけば），

すん（するん）

くれん（くれるん）

40

11i）

．1．9

tv’t’

」．1．
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形容詞（補助形容調を｛徐く）十助詞

　例　なけりゃ一一（なければ）

補助形容詞÷助詞

　例　なけりゃ，なきゃ（なければ）

形容動詞÷助詞

　鋼　きれえじゃ一（きれいでは）

助詞十動詞（補助動詞を除く）

　例　とも一（と思う），　ってっ（って旨っ）

助詞十柿助動詞

　例　てる（ている），　ちまう，ちゃう（てしまう）

助詞÷補助動詞＋助詞

　例てりゃ一（ていれば），　てん（ているん）

助動詞＋助詞

　βJlj　に二や・一（ねば），　　なけりゃ一（なけれ億ご）

助讃1十1功詳司

　例　ちゃ一（ては），　な一（のは）

その他

総　数

9
扁

i1

6

6i）

！047

P．）

34，4．

1．39

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　IS

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／90＃G，

（C）　即製別使用度数を一・覧して，従来の書き書葉についてのこの種の調査

　に比較してみて，名詞の少ないこと，コソアド語の多いこと，感動詞の多

　いこと，副詞の多いこと，接続詞の多いこと，融合形の多いこと等が著し

　い特徴として目につく。

　　さらに数表の上には現れていないが，調査の過程において，次のような

　諸点に問題のあることが察知された。

　　　（1）接続詞ないし訓読語の使い方

　　　麟　副詞の種類とその使い方

　　　〔3）助詞の種類とその使い方等

，
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　　以上のような，数表の上に現れた閥題，現れない問題，いずれも，話し

　言葉のi夷態上の特徴をなし，その特匪を示す要：素であると同時に，話し言

　葉の技術の点かち見る時，それぞれに重要な内面的関連をもつところであ

　り，したがって話し言葉の技術の改善の上．にも関連するところのある問題

　である。それゆえ，これらの問題について，さらに掘りさげて調査をする

　ことは必要である。

〈d）昭和28年度は，語に闘する調査の継続としては，27年度の調査の発展

　として，次のような作業を予定する。

　　（1）品詞別使用度数を性男臣年金崩・教養別等によって調べてみる。

　　（2）パブリック・スピーチ等について晶襯別使用度猿を調べ：，娯常談話との異｝閣

　　　を見る。

　　⑧　融倉形の種類と構造について調べる。

　　ω接競詞・爾詞。切」詞等の種類と胴法について講べる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中　村）

逼
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婦人（生活）雑誌の語彙の調査研究

　　　　　　　　　A．調査の目的

　この題屠は，瑚代の書き言葉における共通語の語彙を調査する一一一・i段階とし

て設けられたものである。作業は，昭和25年度後半からの継続である。国立

國語研出醸告4暇代語の1韻調査婦入雑総のm語S参貝殻。

　　　　　　　　　　B．　前年度までめ作業経過

　昭和25年度には，雑誌lr主婦心友．1の昭和％年ユ～12月のユ2冊に現われる

ことばを画廊対象として標；本富山…を行うこととし，準締作業，予備知識の収

集，面面単位の決定，雑1謡各ページの記事別層への組分け，書工事別台帳の作

成，全体の語数の推定，標本の抽綴，等を行っt：．／r一，カ・・一ド約15万を採集し，

それに点検，修正を掴えた。

　昭和26年度には，『主婦之友』のカt・一一ドについて整理・集計（採血カード

排列，層別度数表作成，集計カード作成）をする一…方，新たに雑誌『婦人生

活』の語論25年1～ユ2月の把勝の実用記事に現われる語を対象とし，『主婦

之友』の揚合と同様の準備作業を経て，カード約6万（内1万は助llか助動

詞）を採集した。（『主婦之友』の揚合は手書きによったが『婦人生活』では

リプリン｝法によった。）そして，『婦入生活』のカードの整理・集計を終え

たところがら，『主婦之友』と『抄入生活』の両方の結果を集合して，妻悲細大

数表を作成し，ほぼ完了した。

C．本年度の計画

1。語彙表の完成

2．分　析
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　a・油魚関する統計解析．

　b．意昧論上の分析

　c．語構造の分析

　d．助詞・助動詞についてのカ・一“ドの整理。集計および結果の分析

3．　この語論調査の標本に現われた球分に関する調査

4。報告書の執筆および公刊

　　　　　　　　　　　D．　担　　当　　者

　第1部第2研究室において，次の5人の所員が共1司した。

　　　林　　大　　　永野　賢　　　大野弥穂子　　　斎賀秀夫　　　水谷静夫

　なお，臨時筆生6入が所員を助けた。

　　　　　　　　　　　E．実　施　経　過

1．語彙表の作成

　蒲年度につづけて基礎度数表を完成し，その表から，標本度i数9以しの語

を統計上の理出に基づいて拾い嵐し，五十膏順語数表の本表および別表（接

頭接尾要素の表）を作った。憲た，集計カードを利用して，使用率順（度数

1腰）語彙表を作った。

2．　分　　　　　析

　語の使われる度合に関して水谷，意味の問題に関して林，大野，語構造に

闘して斎賀，助詞・助動詞の用法の分析に開して永野が，それぞれ主として

分担した。その成果は，『報告4』の第4～7章に述べてある。

3．漢字に関する調査

　表記の実状を調査することも，本来この婦入雑誌の語藁調査の霞標の一一・・っ

である。今年度の調査では，調査範囲を，語彙調査において抜き鐵された標

本の全体とし，表記に関する諸問題のうち，漢字の種類及び用法，送りがな

のしかた，漢字とかなとの書きわけを，主眼点とした。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Lt9

（方法）　ユ．語彙調査で完成していた基礎度数表の，それぞれの見出し形ご

　とに，採集カードにもどって豪記の種類及び度数を調べ，新たに「表記台

　帳」を作ってそれらを記入した。

　　　　2．　集計i整理をレミントンランド会計統計機i械によって行うことと

　し，そのために穿孔力e一ド（45けた）用の製表台帳のAB両様式を作った。

　この方法ではすべての窃盗項厨を数字化する必要があるので，漢宇酔訓番

　号簿，コード早見を準備した。

　　　　3∫　筆石音訓番号簿｛よ，硯われる可能牲のあるものとして約（30｛Xe

　宇をと’1），康煕宇典における撰列のBtt・，に’i，けたの番号を与え，一汝の｝掃「1

　に3けたの分類番号を定めたものである。敵し，その原本ぱ，一女の漢字

　につき…・枚一・枚のカードに記してあるが，　「漢宇齢訓番号簿」として謄写

　印心したものでは，上の6000適中から，主として灘用漢字表（ユ85〔｝宇），

　Iil船廠本漢字（大西）（3（｝ee　t“一），漢心熟語調査G｝り旧新聞）（281｝｛｝宇）に

　掬われた：漢字約30（）0字を選び出し，’それぞ］，しの代表的な音または訓の一・つ

　に．ついて五十音順に凝…列した。なお，最初の60〔〕｛｝字は，日下都：重太飯氏

　の『薬代難語思潮』続編附録に見える実用漢宇5G75宇を台として，選定し

　た。突際は60GS字になったが，調査中に更に17字を加える必要が生じて，

　それらの漢宇に．はvo｛〕1以下の番号を与えた。また，音無の見序しは，『新

　撰漢和辞典』（宇野・長沢）によった。（しかし，こ4）辞書の汗訓をとつ

　たことは，実際り作業を経てみると，現代語の実状を知るための台帳とし

　ては適切ではなかった。）

　　　　4．製表台帳Aは，穿孔力・・ドを穿孔するための原簿で，両者体裁

　を等しくする。即ち，基礎度数衷の見出し形の通し番号（5けた），漢字

　の番号（4けた），音訓の番号（3けた），見碍し形の中のその漢宇の位羅

　のコ・一一ド（1けた：），複合の癬細細に関するUt・・一ド（5けた），各層の度数

　（21けた），送りがなに関するコード（2けた），かながきの有無に関する

粒
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　コ帥ド（3けた）である。この製表台帳には，表記台帳の記載を，漢字】

　字ごとに，音訓番号簿及びコー・ド早見によって数字化しつつ，転記したの

　であるが，この際，別宮の手によって平行的に製表台緩B（Aと同1張出で，’

　ただ度i数記入の部分を除いてある）を作り，両者の読解せによって数宇化

　の誤りを発見し訂正することを図った。

　　　　5．　記入と校正の終った製表台帳を，総理府統計局内日本統計協会

　に依託し，穿孔de，，’一ドへの穿孔，分類，集計及び製表を行った。結果とし

　て，番号順度数表，二二度数順表（4面），送りがな表の3類6表を得た。

　　　　6．　統計協会で作られた表は，すべての調査項目が数宇で表わされ

　ているままであるので，これを反訳する必要がある。年度末においては，

　5表について反訳をほぼ終えている。なお，標本に現われた漢字の種類に

　ついては，『報告4』の第9：章に一・覧表が掲げてある。

4．　報告書の執筆および公刊

　28年2月L旬に原稿がまとまり，蟹立国語研究所報告4『現代語の語彙誰査

婦入雑誌の用語』として3月末に刊行された。（B5，本：交338ページ）

　報告書の内容はあらまし次の通りである。（報告書a）「ほじめに」に附記さ

れたものを再録ずる。）

　§1　調査の輪郭’書き欝’：葉としての語彙の実状を知るために，まず雑誌を材料と

することとし，婦人雑誌のうちH常生活的な記斑に重点のある種類から，『主婦之友』

と『婦入生活』を選んだ。両方とも昭和28年の12箇月分（r，xfE｝人生活』は実用詑墓の部

分だけうを調査対象として，一定の割合で記寓の種類ごとにページを螢き出し，抜き

1篶されたページの本文に現われる語をすべて，カードに転写して調査した。

　§2方法　それぞれの雑誌についての知識の収集に努めるとともに（§2・1），調

査そのものの準備として，必要な作業を始めた。まず，語を数える場合の「諮」とい

うもものの解釈を一定にするように原則を定め（§2。21），「語」を全紙面から抜き掛

すために，ページを単位にとり（§2。22），記事を内容から組み分けして，四つの層

（第二次の分け方では十五の圏）とし（§2・23），抽田作業の前提となる子羽捌台帳

を作り（§2・24），調査対象全体の延べ語数を推定した（§2・25）。そして，全体三千
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七rfページ余りから，実際に語を収集すべぎ七百ページ余りを選び属した（§2・26）。

　次に，選び出されたページを，収り扱いやすい形態1ζ：本誌から抜ぎ坂り，そこに箆

られるすべての語を，用鋼とともに一々カードに採集した。カー一　｝Sの記入は，『主婦

之友』の場合には手轡き’，『婦人生活』の場台’には冠警写印刷法によった。いずれの場合

も，カードの爾来をよくするためには，品質管理の考え方を採用した（§2・3）。

　出来上った「採集カード」は五十音順に整理し，語ごとに集めて，枚数（使用度数）

の勘定などの結果を別の「集計カード」に転記した。お。ご・み，その他の接頭接尾

的要素については第二次的に，また渾婦入生活』における助詞弓野働事については別

に：，i整理を行った（§2。4）。

　集計は「集計カード」によって律イ・，按き繊された語の使胴度数の総和を算定し，

それぞれの語の使用率（使用度数の総瀦すなわち延べ語数に対するその語の使用度数

の罰合）を，各層及び実腿記事・全記事につL・て推定した（§2・5）。

　このような推定のためIC「基礎度数表」を作り，昏倒の標本度数が腰ごとに，また

全体として見られるようにした。これに基づ、・て，標本度数9以上の語を拾い製し，

§3・3に掲げる語彙嚢の形とした。　（表に掲げる諮の範闘を度数9以上としたのは，

統計理論上のある理段ヨによる。）また集計カードを使って使用率順の語彙褒を，戸冠お

よび全体について作った（ξ2。6）。

　§3　語彙表　五十音順語彙炎及び使用芝薬順語彙表そのものを掲げ，表の性格及び

表の見方を述べた。

　§4語の使われる度含に関する分析一分析の1　語の基本養：函数とでもいうべ

Fものを作る第一歩として，三つの聞題を取り上げた。第一に（ge4．1け），使用率の大

小で語の等位を定める方法につ1．・て，一つの理論を提出し，それを婦人雑誌に適用し

てみた。またそういう等位の格づけに，どんな用途があるかをも，実例によって述べ

た。嬉二に（tt4・2），幕本度を考えるまた一つの目安としての「語の使われる広さ」

につぎ，欠陥の多いHOI｛Nなどの考え方に代る新しい物さしを提案し，墨入雑誌実用

記事に：適用してみた。ただし，仮に轍：らばり度〉）と呼ぶこのmetricは，まだ標本

分布を明らかにし得な、．・ので，来完成のものである。第箪に（g14・3），使用率の分布

を調べた結果，使用率ρの分布函数は，Pがごく大きい所と小さい駈とを除けば，統

計的に：定まる二つのParameterをもって近似的に　F（p）：P／（aP十b）　で表現出来

ることが分った。しがしこれについても，なお色々な高下が残っている。

　§5意味上の分析一分越の2　度数5以上の語約四千三百について，それらの

語があらわす意味の批界の分野を，分類語彙表の形で示すことを試み（§5・1），意味

分祈の例としては，少数の語をあげるに：止めたが（畏5・2），その5ち般も使用率の高

い鋤詞の（〈す靭については．その胴法の縞シ・い分類を1昌げた（婁5・3）。

　§6　語構造上の分析一一分析の1　標本に現われたすべての語の中から，掌壷要

繁をその構成の一部または全部として含む語をとりだし，それぞれについて語り形式
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的な構造を検討した。この調査は，最終的な結果を得てはないが，一往，婦人雑誌に

i現われた漢語としての，構造上の見通しをつけた。

　§7助詞・助動詞一分析の4　すでに公刊されている国立国語概究所報告3

槻代語の助調・助動詞』（昭和26年）の記述を台帳として，『婦入生活遍の実用記事の

中から，ランダム抽出により9795例の助詞。助動詞を抽出し，語別｝（：，また，餐用

法ごとに，使用度数を調査し，それぞれに用例を附して一覧表を作った。この種の標

本抽出による助詞・助動詞の度数調査はこれが始めての試みである。他の種類の記纂

との比較はできないが，いくつかの点で，実用記華文の特徴を毘てとることができる。

　§8反省　この調査で行われた作業は，多くの場合，新たに方針を立てて手を下

したものである。それゆえ，経過を省みれば，よく将来の基準となるべき点のあるこ

とを信ずるとともに，なお改蓄すべき面のあることを認めない訳にはいかない。いま

語彙表作成までの過程について，それらの反省を，調査対象，調査単位，層別法と抽’

嵩法1整理と集誌語彙表，運鴬の各贋にわたって述べた。

　§9漢字調査　標本に現われる限りでの漢宇について，附帯約に調査を行ったが

ここにはその結果の一部として，現われた漢字の種類を示す表を掲げた。

F．次年度の見通し

　本年度の作業のまとめとして，漢宇調査の結果を整理することが残されて

いる。新しい作業としては，なるべく広い範囲の資料群について同時に有効

な語彙調査にとりかかれるように，婦入雑誌の語彙調査でとられた方法を，

全面的に検討するとともに，新しい調査のパイmッ｝サーヴェイとして，総

合雑誌を資料とする作業を計心している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（林）
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地方言語の敬語に関する調査

（地方調査員に対する委託調査）

　　　　　　　　　　A．　調i査目的と調査課題

　1．調査鷺的
　この調盗は，共通語の敬語と方雷の敬語とがからみあって複雑な様相を呈

している地域社会の敬語使用の実態を全国にわたって明らかにし，一般に，

敬語問題の解決のための基礎資料を得ようとするものである。

　2．調査　課題

　この調査の廟的を達成するために，課題を次のように設定した。

　（1）一定の場面において；同じ話し手の言い方（轍語）が話し相手によっ

　　てどのように使いわけられているか。

　（2）同じ言い方でも，地域によって，待遇上の差はないか。

　③話し手の年三こよって敬語の使い方に差はないか。

　（4）共通語の旧い方がどの程度行われているか。

（5）三崩敬語形についてのキ腿爵勺分布・

　　　　　　　　　　B．　調査研究の担当者

　了．調　　査　　員

　調査員は昭和27年度地方調査員47　£である。

　　　　　　　　　　　地方調査員民名

県名氏名遣勤瞥先住　所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東京都渋谷区常盤松町58田中北海道　　芳　賀　　　鞍　東京大学文挙部大挙院
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　キ幽ミ方図舞L沢了欝六条西4丁目
北海道　　石垣福雄　　ti：L幌北高校　　堵ごし幌市北二条西12丁目1－6

青　森　　此　協　正　年　　弘前大学教育学部　　弘葡市袋町20

岩手　小松代融一　県立杜陵高按　翻剛珈賀野久保田g5
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東北穴結文学部

秋川大学飛箱学部

門形東高校
編旛県教育
調査研究所
県立靴工第2高校

宇都宮ブく挙
挙　芸　学　部
沼田女子高校
埼玉大挙：文理学部

千葉大学交理学部

跡　見、学　平

押　崎　高　校

金沢大平門育学部

編井大挙学芸学部

甲府市県立図霧館

腰濃教育会
教育研究所
岐阜穴挙挙芸学部

静岡大学教育学部

名古学大学：文学部

亀　μ1高　校

滋賀短期大学
京都学芸：大単
文　　i摯　　部

大阪1学芸ブ（挙

神戸大学交学部

豊　岡　高　校

奈良学芸大学
帝塚山学院
短　期　大　学
島根：大挙文理学部

操　由　高　校

佐伯郡五罪市中学

山口市白石中学

徳島大学学芸学部

香川大挙学芸学部

県立今治工業高校

仙台市北≡番町63
秋田市保戸野原町
秋田大学学芸学部内
山形市肴町675

福欝市松木町52

フ1く戸南外赤塚388．

宇都闇市住吉町1／45

群焉県利根郡沼田町81G

埼三匠県＝1ヒ足立牙事与野liTf＝勇く戸576

東京都肥州周東大泉町943

藤沢市鵠沼3744

才白Getriit市フ郵Er丁2丁1ヨ873

害ぎ江1〒1ぎ城考寸842

石川県河北郡津幡町字
滞至かくホ313

福井市湊新町65

甲府締寓士川町6

長野県更科君　；稲田村中氷鉋1089

滋賀県東浅井郡湯田村山繭267

薄岡布小鹿1

名古屋富千種区徳川山町3／44

三：璽県鈴鹿郡亀山町南野著寸851

彦オ畏i二轄＝芹三橋15丁目8

京都市左京区北白川西町81

穴阪市東住吉区田辺西之町
6丁霞34
神戸市垂水区西羅水町神田122

兵魔県門岡市本町95地

奈良市法蓮山添町752／6

京都市山科局区内九条山17

埋門市日寓町

島根県簸川1郡俸波野村大宇富木歪

帰山県単道郡高島導管屋敷
取連取佐伯溝鉋音村
大宇屋代121
山口市上金古蟹2丁N75

皿谷県那賀郡今津村大字罵尻
932／1
香川県綾歌i郡土器村3936

今治市松本通2丁目
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担当研究室

高知大学挙芸学部

福岡学i藻大学
俊賀：大学教育学郡

長　崎　大　画
学　芸　挙　部
熊本大学教育挙部

大分大挙学芸挙部

寓　崎　大　学

鹿児島大学
文　理　学　部
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高知市弥生町52

福岡市原1241

佐賀市赤松町中館93

大村市植松

熊：本市町遺賢県営住宅406塔

大分県速見鄭杵築局区内南台
富｝「一肩ゴ皿ド＝君く渉驚田∫190／1

寓大宿舎1号

鹿児晶市武町965

　調査の計画，実施上の纂務酌連絡，結果の処理は研究第ユ部第6研究室に

おいて，次の6人の所員が担当した。

　柴田武　　北村甫　　野元菊雄　　上村幸雄’山之内るり

艇

　　　　　　　　　　C．調査の計画

　了．　調査　方　法

　一定の調査票を作成し，全国で329地点，685人の被調養者について，調査

員がひとりひとり面接し，調査票の質問形式に従って調査する。

　2．　調査項　饅

　調査票に盛られる調査噴闘は被調査者個人の文化的条件についての項目と

敬語についての項屠との二つに大別される。

　　（a）　丈化的条件についての項麿

　　現住所，居住経歴，年齢，職業，他の土地との行き来，家族

　（b）　敬語についての項嗣

　敬語についての調査項臼は，国語審議会：「これからの敬語」（昭和27年5

月，：交部省）において取り上げられた事項を中心に選定したが，その際，従

来問題になっているもので，全国霞勺にかなりいろいろな言い方があると予想

されるもの，昭和26年度の地方調査員委託調査「地方言語の語法に関する調

査」の調査項霞に取り上げられたものであって，その結果と比較できること，
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などの点をも老即した。選定された項目は次のようである。

　ω　自分をさすことば

　（2）相手をさすことば

　㈲　敬称

　（4）親族の呼び方

　㈲　「指定」の欝い方

　（6）形容詞の結び方

　（7）自分の動作についての言い方

　（8）相手り動作についての言い方

　⑨　自分に幽する事がらの報告

　ge）あいさつのことば

　なお，敬語についての調査項欝のそれぞれについて，原則として，次の五

種類の話し相手に対する言い方を調査する。

　①　あまり親しくない目上のもの（被調査者の居住地の小学校の校長）

　（2｝近所の顔見知りの，年上のもの

　（3）近所の顔見知りの，同じ年ごろのもの

　（4）門門の顔見知りの，年下のもの

　（5）　まったく知らない，同じ年ごろのもの

　3．　調　査　地　点

　各府県7地点（ただし，北海道，兵鷹詞は14地点，東京都は除く）で，地

点選定の基準は次のようである。

　（1）同一郷内に2地点以上を選ばない。

　（2〕郡内において，もっともノーマルな地点と認められるものの申から選ぶ。

　〔3）地点は村あるいは小さ7／s　ili］’の申から選ぶ。

　（4）昭和26年度「地方言語の語法に関する調査」と同じ調査地点はさける。

　4．　被　調　査　者

　被調査者は各地点2人とし，次の条件にあてはまるものを選ぶ。

　（1）性別：男

　（2｝年齢：60歳前後，25歳前後昏1人

　（3）居住経歴二調査地点で生まれ，生長したもの

　（4）学歴：60歳前後の人は小学校卒業程度，25歳前後の人は高馨小学校卒業程度

　⑤職業：農耕に従事している人



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3ptl

　（6）階鱒：申流

　5．　そ　　の　　他

　以．しの調査のほかに，調査員は「終助詞による傲：意の表わしカ」について

略糊の鞭触軸と・「これからの敬調（醐）についfの意見を提

出する。

　　　　　　　　　　　D．実　　　　　施

　τ．　準　備　調　査

　調査項目，調査票の検討のために，担蜀所員が，昭和27年6月山梨娘北都

留郡上野原町において準備調査を行った。

　2．　本　　調　　査

　昭和27年7月，各地方調杏員に，調査の「実施要領」（8ページ，．別紙1

；枚）と調査票とを配布した。

　本調握は閲月より，細細爲月寒でに，全国各地で実施された。

　　　　　　　　　　　E．結果の整理

　1．　調査票の園収状況

　昭和28年6月現在，調査票668のうち，6｛〕0（91．2％）が回収された。、

　2．　調査結果の整理

　階禾日28年3月から，回収された調査票の整理に着手し，現在進行中である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（北村）

．
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　　　　　三重県上野市に臨ける敬語の調査

　　　　　　　　　　　A．　調査の目的

　地域社会における敬語行動の実状を明らかにし，徹語行動についての障害

を社会心理学的に追求して，どうしたら適切な敬語稽動ができるかというこ

とを知る。

　　　　　　　　　　　B．調査の機構

　：交部省の科学総合研究費補助金の交附を受け（敬語の祉会心理学的研究一

一代表者：酉尾実），第1部第6研究室を中心に，統計数理研究所および国

立数育研究所の所員と共岡研究の形で調査した。

　現地の調査に実際に参加した者は次の通りである。

　岩淵悦太鶴　柴田武　北村山　野元菊雄　上村幸雄　山之内るり　爵崎稔（以上，

　国立国語研究所）　林知己夫石田正次　西平重喜　赤池弘次（以上，統計獅i累研

　究所）　島津一夫（国立教育研究所）

　　　　　　　　　　　C．調査の課題

　（1）敬語行動が適切でないことのあるのは何が原因か，敬語行動が揚颪に

よ・て違うのは何が原因か・

　（2）共通語社会の敬語意識と方言社会のそれとどのように違うか。

　③　敬語行動と敬語意識とはどのようにくい違うか。

　　　　　　　　　　　D．調査の方法

　いままでの敬語研究のように，敬語形式の分類と説朋だけでは，われわれ

の課題に答えることができないので，敬語行動，敬語形式，敬語意識の三看

の相関関係を調べることによって敬語のメカ：＝ズムを明らかにすることを考
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えた。そのために，幾種類もの方渉，何回もの調査によって饅標へ近づくよ
　　　　　　　　　　　聯
うに謝’画しゾ；：一。

　（1）　フィールド・』サーヴェ6（field　survey）

　調査地として選んだ三重県上野市全体の敬語行動，敬語意識などについて

の概観を得ることを爵酌とした。

　まず，話し手としての言語行動および敬語に関する意識，見解，知識を調

べるために，・被調査者ひとりひとりを芦別に訪ねて面接し，一定の質問を発

して，口頭による回答を求めた。一定の調査票と揚面を描いた絵とを用意し

た。被調査者は％e入のサンプルである。（面接調査）

　次に，聞き手としての敬語意識と，第三者としての敬語意識を調べるため

に，被調査者148入（％0入からのサブ・サンプル）を一定の揚所に集めて，

一定の質問を発して，記入による回答を求めた。質問を発するときには，ス

ライド（幻燈機）で一一rしの揚面を見せ，土地の人のことばを録音の再生によ

って与えた。　（藥・含調査）

　（2）グループ・ダイナミックス（group　dynamics）

　フィ・・ntルド・サ・一ヴェイで明らかになったことを実験的に検証することを

目的とした。

　話し手・聞き手としての敬語行動を調べるために，特定の2入ずつ（条件

の組み合わせによって得られた入）に自霞に談話させ，それを観察し，録音

した。そのとき，刻々の談話の適切。不適切を土地の有識者に判断させて，

諜題（2）に答えることを爾ざした。そのために，プログラム。アナライザー

（program　ana！yzer）と三三鏡（magic　mirroDとを使った。

　（3）　ケース　。ス：タディ　（（識se　study）

　フィr一‘ルド・サーヴェイとグループ・ダイナミックスとで得られた結果が，

ほたして，われわれが求めようとしていることを調べているかどうかを吟味

することを隅的とした。
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　　　まず，地域桂会として類型的と考えられるエ2の揚面で，一定の時聞ぶつ通

　　して，そこに行われる談話を録音して，話し手・聞き手としての敬語行動を

　調べた。（スナップ録音）

　　なお，特定の個入の一一一‘　mじゅうの雷語行動を調べた。（24時闇調査）

　　　　　　　　　　　　　E．　調　　査　　地

　　調査地としては，近畿地方，中都地方の数箇所を下検分した結果，三重県

　上野市を選んだ。その理由は次の通りである。

　　（1）方言の敬語形式が発達している。

　　（2）予備知識がなくても理解しがたいほどではない方言である。

　　（3）人口のあまり大きくない都市である。

　　ω　：大都市の近くでない。　　　　　　　，

　　（5｝東京からの行き来が不便でない。

　　（6｝現地の協力が傳られる。

　　　　　　　　　　　　F．調査の経過

　6月　面接調査の項目を検討し，グループ・ダイナミックスの実施が可能

かどうかを確かめるために，東京の近くの2地点（山梨県北都留郡上野原，

東京都青梅市）で前調査を試みる。近畿地方，中部地方の調査候輔地点を下

検分する。

　7月　調海地点の上野市で下調査一方雷の体系的記述，スナップ録音，

24時間調査，面接調査のための試し諏墜，被調査者のサンプリング，上野市

の他の地域とのコミュ＝ケMシヨンの調査。

　8月　被調査者の社会生活的条件を明らかにするための調査（サンプル

2，000入），上野市における揚面の種類と度数を知るたあの観察調査（生活揚

面の調査）。

　10月　爾接調査。

　12月　集合調査．｝グループeダイナミックスe’
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　コ月　蒙計。分析を始める。

　3月　国立国語研究所の発表会で，「地域社会と敬語」と題して，おもに調

；査の方法について発表。

　　　　　　　　　　　G．集計。分析

　3月現在，分析が進行中である。翌年度7月までに結果を出し，ふたたび

調査を計画，実施して，本年度の結果を吟味する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（柴田）
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文字言語の学習負担についての研究

　　　　　　　　　　　　A・　霞　　　　　．的

　児童生徒（主として小学校と中学校）が丈字雷語を学習する揚合の抵抗・

困難。欠陥等の実態とその原因を実証的に調査し，学習負担の軽減と学習能

率を高める方準を確立するための基礎資料とする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鞠．
　　　　　　　　　　　　B．研究　計　画

　明治の初期以来国語国字問題として問題解決を望まれてきた点は，現在の

丈字言語によっては，

　　（a）児童生徒の学習負担が重すぎること。

　　（b）　児童生徒の学：習効果があがらないこと。

　　（C）　臼常生活におけるコミュニケーションの手毅としては不十分であること。

などであった。最近強く叫ばれている国語の学力低下の問題も，帰するとこ

ろは，読み書き能力（特に漢宇の）の低下を指している。しかしながら，三

三生徒が文字言語を学習する揚合の抵抗・困難・欠陥は，たんに丈宇書語そ

のものの側にだけ責任を負わせるべきではなく，

　　（a）児童生徒自身の側。

　　（b）　：文字言藷の側。

　　（C）　学習指導の方法の側。

の三つの側面について考えなければならない。

　本研究は，

　　（a）児童生徒の沃す読みへの抵抗・困難。欠陥の種類および原因の調査

　　（b）　文字言語のさまざ談な形武が兜童生徒の学習効果へおよぼす影響

　　（c）交字言語のさまざまな形弐の改良と学習脂導の改善への実験的な試み

の順序で行う計画である。
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平井［鶉夫

　　　　C．　抵　　当　　者

上田幹一　　　高橋　進　　　寺畠　愛

　　　　　　　　　　D．第1年度の研究目標

　第ユ年弱は主として，小。中学校の正常な児童生徒を対象に，児童生徒の

示す読み（特に音読）への抵抗・困難・欠陥の種類および原因の調査をおこ

なう。

　　　　　　　　　　E．第1年度の研究方法

　1．　正鷲な児童生徒については，次に示すような方法で調査する。

　　（a）全国的に相当数の挙隅（蝦：少限100校）をえらび調査表を郵送し，児堂生

　　　徒が示す読みへの抵抗・困難・欠陥の調査（できればその原因の調査まで）を

　　　してもらう。

　　（b）　東京都および近県に最少限100校ほどの協力窮理を委嘱し，所員が定期的に

　　　1圭脹し直後の調査研究をおこなう。

　2．特異な兜率生徒についても次のような学校につき，上記（1）のbの方法

に準じて調査する。

　　（E［）普逓の学校（上記（1）のb）における特異な児童生徒。

　　（b）小学校程度の特異児童については，杉並区濱葵教育研究所所属特別学級そ

　　　の他。

　　（c）中学校程度の特異な生徒につV・ては，都立青鳥申学校その他。

以kすべてにわたり，できれば事例研究もあわせておこなう。

　担当所員は以上の調査の実施，i整理と並行して，この問題に関する内外の

丈献を調査し，協力学校における実験，その他への科学的うらづけをおこな

う。
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　　　　　　　　　　　　F．実　施　状　況

1．調資表による全国的調査

　小中学校における正常な児童生徒の示す読みへの抵抗・困難・欠陥の概況

を知るため，調膳表を各都道庵凝につき中学校ユ校，小学校2校の割合で直

接郵送し，各校とも指定した学年の任意の一学級について，児童生徒の実態

をチェック式に記入してもらうとともに，調査表そのものに対する意見もの

べでもらうことにした。

　そのため，まず全国都道府嬢の教育委員会に，適当な候補学校を数校ずつ

推せんしてもらい，その中から都市・農村。漁村などの地域差を考慮して依

　　　　　　　　　　　　　　の頼校を撰定し，調査表1～6に記入しの注意を添付して配布し，それを回収

した。
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その結果，園答をよせてくれた挙校数は，次の表のとおりである。（磨察と

して｛｝となっているのは，教育委員会と0）連絡がつかなかったためであり，

東京都・大阪府の数が多いのは，岡じく教育委員会と連絡できなかったため，

改めて特別依頼をしたからである。）

　　「読みの学業不振の種類と原脚」調査表に解答した学校数一覧
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各校からの回答が予測よりもかなりおくれたため，まだ整理中であるが，

だいたいの傾向としては，

　A　　「読みの不振の種類」については，

　　（1）全く読めない。

　　②　読みの学習が不活澄である。

　　（3）読みの学習がおくれがちである。

の三つに縮罪する児童生徒の数の，学級全員に対する等分比を学年別に表示

すると次のとおりである。
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　C　「読みの困難の種類」では，各学年を通じて，

　　（13）　書いてあることのこまかい点を見禺すと：どが瞬難である6

　　（6）読めない：交掌（多くは漢字）が多すぎて文の意味がわからない。

　という傾向が最も多く，つづいて

　　（5）文字の膏声化は出来も，その単語の意昧がわからない。

　　　〔7〕文字の音声化と一般的な意味の読みはできても，与えられた：交脈における

　　　その単語の意味がわがらない。

．という傾向がめだっている。

　　董）　「読．取の欠陥または不正な無性」では各学年を通1二て，

　　　（54）　崇習活動が不活濃である。

　　　（53）　　浴芝敷づコにこと爵暫しlt、o

　という傾向が蝦：も多く，つづいて

　　　（21）　読みながらt｛〈．1ヒしたり，ためらったりす’ることが多い。（思想のながれが

　　　　なめらかでない。）

　　　（15）似かよった交掌のためにごつややになって，ちがった語音に読みちがえる。

　という傾向がめだっている。

　　廻　調査表そのものに対する意見としては，金般的にいえば，献燈表の項

　翻は指導L大いに役立つものとして歓迎するという意見が圧倒的であるが，

　二，三1三の学校からは「読みの困難の種類」の項欝についてぱ具休例がないと

　その程慶がわからぬため，記入が困難であり，したがって調養や襯察が主観

　的に流れる危険があるし，「読みの欠陥または不正な習性」の項目は金休約

　にもう少し整理統合する方がかえって便利ではないか（例えば（1のと（1．7）を

　統合して「あともどりして読んだり同じ丈字や語句をくりかえして読む」と

　するように。）というような批判も出た。

　2．　　一昔器‘こよ　る実験調査

　　この調査は順序として，第ユ年度は，まず，

　　（a）　読みのうちの音読からはじめ，

　　（b）対象を小学校（ユ年～6年）に限り，
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　（C）　読みの障害の種：類をできるだけ数多く発見する。

ことを第一一　1・ewl勺とした。そのためつぎのような準備をととのえた。

A　協力鮫として下記のユ1校に協力方を依頼する。

東京都新宿区立四谷簗六小学校

東京榔新宿区立戸塚務…F小学校

東京都新宿区立東戸μ1小学校

：東京都杉並区立高ジ・1二戸第照小学校

千：葉県i｝ゴ川市立真ll樋小学校

麹豫長野市立蜘．lf小学校

東京都新嶽区立落合第二小学校

東京都新宿区立淀橋簗r小挙校

東京都荒川区立真土小学校

東京都杉並区立桃井第一小学按

山梨県嗣府了匪立羽；1生小学校

酷

　B　知能指数及び国語の学業成績によって．ヒ中下の階籔別をたて，上中下

のそれぞれの代表を…・学級につぎ2～3名ずつえらび出して，被験藩とする。

　C　：齢読の材料は各学年とも被験者の学力に適当したものでなければなら

ぬと同時に，厩習のものであってはならぬため，協力学校で使摺していない

国語教科書をえらび，その学年のその時期よりも約半年前頃に学習すそ）はず

の部て分の…節をフ材半身とした。

　その材料は次のようである。（原丈はた：て書き）

　　　　　めだかすくい

　まさおさんが　すくいまし

た。

　めだかが　いっぴぎ

はいりました。

「はいった，はいった。」

と，ゆきこさんが　いいまし

た。

　みちおさんが

　　すくいました。

　めだかは　すうっと

　　にげました。

「にげた，にげた。」

（一年生）
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と，すみこさんが

　　　いいました。
1．．um．．．

駐

　　　　　』う．　　　　し、　　　　　　　　　　　　　　　　（二年生）

　ぼくは，いちろうさんと，5しを　見に二いきました。

　おやうしが，じっと　立っています。

　犠を　小さく　して；口を　うごかして　います。

　よしこさんが，

「おじさん，こうしは，」

と，ききました。

「よく　見てごらん。」

「いた，いた。」

　こうしは，おやうしの

ちぢを，おいしそうに

のんで　います。

　足が，しっかり　しないので

しょう。おや5しが　5ごくと，

ころげそうic　なります。

　おじさんが，

「トこ／，　トソ，　トン’o」

と，かいばおけを，たたきました。

　こ5しほ，きょとんとして，こちらを見ました。

E

冒

　しろも

す。

　　　　　　　　　　ゆきだるま

　　　　　　　　「ねえさん，ゆきだるまを

　　　　　　　作ろう。」

　　　　　　　と，まさおさんがいいました。

　　　　　　　　「作ろう，作ろう。」

　　　　　　　と，ひしさんも　いいました。

　　　　　　　　みんなは　外へ　出ました。

うれしそ5に，ゆぎの　上を　施って　いきま

（i叢年生）

．
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．1◎ねえさんが臆を　　　　　　　　　　i
一鯛めてころカ・し糺た。　　　　　　　　　　　l
i・た・こ観の・・だ…oll　　　　　　　，

i法1曝タ熱　　　　　｝
｝・・お・んい鋤　　　　　　　　｝
：たまを　ころがしました。　　　　，　　、　　　　　　　　　　　tt　　　　　　｝

i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　1’
講濫つ小童黙　　　　　｝
旨わ。し。励。・既　　　　　，　i
l　みんなで　たまを　かさね　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　j
l．

　もって　き辱ました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

・ねえさんが，まゆげや　　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
　翔を　いろいろにこ　つけかえると，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；

ヒゆきだるまは，おこったように　　　　　　　　　　　1
な。たり，わら。たようにな。たりしました。　　　　　i

l　　　　　　ま翫さんがかぶせ糺た・　　　　i

i　　　鰍二灘職；弥い　　i
i　　　　　　　　　　　しました・　　　　　　　　　　　　　　　i
l　’　””　一’”　’”Ltt’t　tttt　ttttttttttttttttr””””“’一tttttumttttttt　i
i””’　一”””””””’””　”一’1””””’M’一i’ma””7一”””””’一””．Mi　J．II．”」’［’1’1［’）1’Jl’1”’…”　一　i，

i　学芸会　　．（三年生）（四年生）　i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t
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i・た・

i　　まも　なく　ふえが　なって，学芸会が　始まりました。

i　たかしくんが　：立って，はじめの　あいさつを　しました。

｛　「わたくしたちは，これから　学芸会を　します。お話，歌，おど

iり・礎・そのほかおもしろいもの・㍉た・・んあ・・

iす。みんな　いっしょうけんめい　練習を　しました。　まだ
i◎…ずll・できな・・のもあ・ます．い・づ，、・。ぱい。

iます．では．eれから始めます。」

i　たかしくんは，元気な　声で　いいました。

i　　　　　あち。か。も。ちちか。も，は，しゅ

i　　　　　　　　　　　　　　が，おこりましたo

i　　　　　一・・“ん始めに臆・さんr，・：，

i　　　　　「わたしは勅働です．」
｝　　　　　　　　　　　　　　と，い5，i歌を　読みました。

1　　　　　　　　　　　　　　つぎに，みちおくんが　友だちと，

i、　まさおくんたちは，「春が　きた」

i・…げ・をしました．

i　「みんなで　おどる　ところが

iか翻刺
臣・お客さんがほめました・
｝旧

まさおくんの病気 （四年生）

　　まさおくんはねむりからさめました。

　　静かな朝です。まくらもとの火ばちにかけた，やかんのお湯が，

　「シュン。シュy。」と音をたてています。しめきってあるしょうじ

　に明かるい冬の購がさして，のきばで鳴いているすずめの声が，気

　持よく聞こえます。

　　まさおくんは，ひとつ大きく息をしました。

　　その時，ふすまがすうっとあいて，おかあさんがにこにこしなが
…◎らは、、。て92Lf。。

　「まあジよくねむったこと。気分はどう。」
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　おかあさんのあたたかいことばに，まさおくんはにっこりしてう

なずきました。

　置碍まど前のことです。来校から帰ってきたまさおくんは，いつ

ものような戸々がありません。おかあさんは，まさおくんの顔を昆

るなり，

「まあ，ど5したの。顔蝕が悪いわ。」

といいながら，ひたいに手をあててみられました。

「あ，蟹1もありますよ。」

とあわてて，ふとんをしいてくださいました。

　まもなく，お医者さんがおいでになって，脈をみたり，熱を計っ

たり，のどを見たりしていられましたが，

「ああ，かぜだよ。あたたかくしてねていたら

よくなるよ。」と，おっしゃいました。

　それから，学校を休んで，ずっとねているの

です。

　　　　　　　ドッジボール大会．　　　　　　　　　　（lrx年生）

　　試合が始まった。粗手は…麗川州至1縄である。みんなが，さかんにはく手を送っ

　てく．れる。

　　西維のセンター底本露のボールは，すばらしい勢いをもって飛んで来る。し

　かも，こしから下をねらうので，なかなか販りに：くい。・昧方が，ひとりふたり

　とたおされていく。じ．xうずな道男君まで，たおされてしまった。その「）ちに，

　ぼくを目がけ㌧てボールがヲ縫んで来た。すくいあげるようにすると．，うまく販る

　ことができた。　「ワアッ」という声が聞こえた。

　　この時，昧方獣獄人になってk・た。すぐに道男鷺にわたすと，道男君は取る
i◎がはやい力欄の入の蹴か畷げつけた．、，．，。は。うが。て，歎蠣へ

返って来た。かず子さんが投げる，春男灘’が投げる。内野の昧方がつぎつぎに

ふえてきた。しかし，鰹細もなかなかじょ5ずである。外野へわたすボールを，

とちゅうで取っては逆にせめて来る。たおしたり，たおされたりして，勝負の

見分けもつかないうちに，了1硝三終りのふえは鳴った。人数を調べると，九対入。

一点のちがいで勝つことができた。

　場所をこうたいして，後半戦には、．・つた。ぼくは外野にまわった。

　断髪は，こんどこそはと，いっし，1’5けんめいである。とりわけ女子がぐん
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ぐんせめてくる。投げつけると，じょ5ずに受けて，男子のセン’ターにわたし

ていく。れんらくのみごとなこと。そのため，味方は，ばたばたとたおれてい

く。おうえんだんは，「フレー，フV一」と満をからしてさけんでいる。その時，

かず子さんが，ボールを受けて，ぼくにわたしてくれた。力いっぱい西灘の人

にこ投げつけると，うまくあたって，オミールはは

ね返って来た。その磯，終りのふえが鳴った。

こんども六対五で勝ち，いよいよ汐乏勝戦に進む

ことになった。

母の思い出 （五年生）

　青由の家は，ささやかなすまいであった。

小さい庭のすみに，もみじの木が一本はえて

、、・た。

　母は，家の中の唐事をすませると，夕暮れの庭にいすを

嵐してすわり，わたくしをひざの上にのせたQそして，母　　　　　　　　　　i

と子は，やがて親聞社から帰ってくる父を待つのだった。

　母の白い手がうすやみのi秘こういて，わたくしをささえ　　　　　　　　　　1

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝
　　　　　母は学校のころに習った歌だといって，　「庭の千草」や「夕窒晴れ
　　　　て」や「ほたるの光」を漢しい声でなんべんもうた。て，わたくし・i

　　　　に教えた。母は乳かるい気持で歌をうたう時ですら，なみだを大きな

、　目ににじませるくせがあ。た．わたくし購にだかれたまま，母の顔　｛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝
　　　　を兇つめて，美しい歌声を聞いていた。　　　　　　　　　　　　　　　l

　　　　　青則の夕暮れはすばらしかった。　　　尋　　　　　　　　　　　　；

　　　　　空気はすみ，あたりは静かで，ごっこくと自然は色をかえ，形をか　　1

　　　　えていった。

　　　　　蜘の燃繰だし・燃飛び去・ひ・た・それがわた・1

　　　　鳥であるということも，母からおそわ6た。

　　　　愚，は自然が詩のように美しいことを，わたくしのおさない心にしみ

　　　　　こませた・　　　　　　　　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f

　　　　　　おもしろい言葉　　　　　　　　　　　　　（六年生）　　　・　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。の，，騨の中での。と“，，．，eその騨，煽にすいていて，わた、U豊｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝



orri，，

にしを醐てい・した．わた・しの・な・にも，ひ・・臨け・れるぐ…あ

いて：いました。

　電車が停留所に着くと，ふたりの女の入が乗りこんで来ました。ふたりとも

乗るがはやいか，わたくしのとなりの席を見つけて，楚って来ました。ひとり

は厚物を持っていたために少しおそかったので，席を取られてしまいました。

荷物を持…つた入はいかにも残念そうな顔をして，こしかけた人を見ています。

こしかけた入は，

「やれやれ，かけられて助かった。）

と，ひとりごとを言っています。

　　　　　　　　　　　　　　わたくしは，

　　　　　　　　　　　　　「おばさん，どうぞ。」

　　　　　　　　　　　　　と，荷物を持った入に席をゆずろうとしました。と

　　　　　　　　　　　　　ころが，あんなにかけたがっていた入が，

　　　　　　　　　　　　　「いいんですよ，ありがとう。」

　　　　　　　　　　　　　といって，どうしてもかけようとしません。すると，

　　　　　　　　　　　　　さきにこしかけて鞍んでいた人が，

　　　　　　　　　　　　　「おねえちゃん，子供だから，かけていらっしゃい

　　　　　　　　　　　　　よ。」

　　　　　　　　　　　　　そう言ってから荷物を持った入に向かって，

i　　　　　「魏た・どうぞおかけくださV’・2・‘1il’物があ・て
ド

i◎・，・。諦・…粛無憂惣甲・・熟罐物・持

　つた人は，　　　・

　「いいえ，たいした荷物でほございません。どうぞ，おかまいなく。」

　といって，かけよ「）ともしません。すると，

　「では，お荷物を持ちまし」：う。」

　といいながら，自分のひざの上にむりや前に販って，でいねいに預かりました。

　　それからふたりは，背から知っていた人のように，なかよく話し合っていま

　した。わたくしが電車からおりる時には，ふたりの女の入に，

　「お気をつけてね，さようなら。」

　と，声をそろえて送ってくださいました。

　　わたくしの席には，荷物を持つたおばざんが，こんどは安心してかけられま

　した。ふたりはきっと，なかよく話して行かれたことと思います。

　　わたくしは，初めんなに席を堰りあった女の入が，おしまいにはゆずり合づ
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　ようになったのが，たいへんおもしろいと思いました。

i（謝翻・号。かち髄如く・まりは，すべて原丈の・溺。
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　材料全体のえらびかたは，

　（a）　できるだけ児嚢の生活経験に近い文童

　（b）　具体的な窮実がのべてある文輩

　（c）　会話：交が入っている親しみやすい文章

というような基準を設けたが，調査の性質上，それ以上のこまかい条件づけ

は行わなかった。

　調査は昭和27年7月1．H，新宿区立落念第二二小学校の4年生（6名）を第

コ團どし，前記協力依頼校全部にわたり，次のように実施した。
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　音読実験は一定のインストラクションにもとづいて行い，被験者に不安や

過度の緊張を轟えないように配慮し，実験者の人数，その丁丁，録音器やマ

イクの置薬所などにも種・々の工夫をした。また，音読をさせる際には，別に

教材と同一の印刷物および調査表7～3を用意し，録音と岡時にできるだけ

観察記録をとった。
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〔調査表　8〕 晋読実験調査観察表
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　最初の実験の結果，「音読に表われる障害予測表」の一部を改訂する必要

を認めたので，・さっそく訂正のうえ実験をつづけた。その結果は次の表のよ

うである。



　
　
ま
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
ヘ
セ
　

L一
∴
繍
一
∴
ぐ
萱

　
2

’
ww
一
一
．
．
一
．
nv
　
1…
年
i3
　
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト

4　
年
　
　
5　
年
　
　
6　
年
1

M 言

音 読 に 表 わ 瓢 た 具 体 的 な あ や ま り の 種 類 と 頻 度

1出
惜
（
ひ
ら
が
な
，
か
た
か
な
）
が
読
め
な
い
i

2 　
剛
の
音
節
単
語
で
読
み
ま
ち
が
え
る
　
　
　
　
i

i ’ i ’ 2 藤

a b c d e f g h i j k 王 m

累
差
鷲
欝
湯
瓢
饒
芸
裏
瑠
1
鷲
1

促
音
便
を
読
み
ま
ち
が
え
る

：
畏
音
を
i読
み
ま
ち
が
え
る

拗
音
を
読
み
ま
ち
が
え
る

活
眼
語
尾
を
読
み
ま
ち
が
え
る

中
止
形
と
終
止
形
を
読
み
ま
ち
が
え
る

過
去
形
と
現
衣
形
を
読
み
ま
ち
が
え
．
る

音
節
，
単
諮
の
類
を
逆
に
し
て
読
む

漢
挙
を
他
の
音
又
は
訓
で
読
む

似
か
よ
っ
た
発
音
で
読
む

幼
範
音
で
説
む

清
音
と
濁
音
を
読
み
ま
ち
が
え
る

瑚
の
音
節
単
語
を
つ
け
加
え
て
謁
己
む

暫
節
，
単
語
，
行
を
と
ぼ
し
て
読
む

二
三
欝
i，
単
語
を
く
り
か
え
し
て
読
む

ひ
ろ
い
i涜
み
を
す
る
　
　
一
；

句
読
点
を
無
視
し
て
読
む
　
　
「
’
、
∵

意
味
を
無
視
し
て
督
節
や
単
語
な
き
る

む
ず
か
し
い
督
節
，
単
語
の
萌
で
た
め
ら
う

織
轍
繊
麟
蔀
墾
数
i・
㈱
…
・
撫
鋤
騨
・
颪

　
く
　
　
　
　

3i
　
9，
工
9

　
｝
　
1

28 　
　
52
，

6i
kO
；
15
．

　
… 8 2 0 0 3 0 0 0 1 9 71

i3
1　
ig
l　
ko

1　
lo
l　
12
i

l　
z．
gl
’
　
ss
－

ii
21
　
S8
1

i鷺
闘

何
度
も
読
み
ち
が
え
て
最
後
に
正
し
く
読
む
　
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I．

1 ∩ 0 6 0 11 　 1 2

戸 0 9 ∩ ） 2 12 　 　 ∩ ∠ 2

　
　
　
　
　
ガ

　
　
43
旨
20
21

　
　
　
　
　
1

62
　
1
3
エ
　
エ
6
9
卜

4 S 7 6 、 3 芝 4 2 濫 、 0 ． σ ， σ … … 誕 ． ま2 工 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1 　 　 5 4 p

5 5 6 5 0 σ ． 9 0 0 ． ． 0 、 σ 7 ． ， … ． ． 0 、 、 7

工 　 2 1 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 3 4

▼ 4 6 9 9 3 1 5 2 5 0 0 2凹 3 1 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

　
　
　
　
　
し
　
　
　
　

3
4
1
1
0
1
；
8
4
i
2
0
2

　
｝
　
l　
l

7
4
i
　
7
7
、
2
7
0
：
3
6
9

16
1　
i6
・

澱
　
1＝

Sl
　
i3

？
1　
？

31
　
6

！
1　
！

51
1　
61

1
怯
ol
　
o’

ol
　
0
71
　
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
I

ll
膣
毒
l／
蕪
番
ll
難

12
i2
2i
27
i8
6i
lフ
i2
2…
39
…
63
i5

33
11
　
g｝
9i
　
78
i　
13
9i
　
5f
l］
　
67
1　
82
　
12
1i
　
38

1i
　
l
l
渦
2
調
1
圭
i
羅
i
’
l
1
1
3
8

8 　 0 G 4 工 0 工 0 3 G O S O 24 　 Q ） ↓ 6 8 2 3 7 7 5 0 0 3 0 64 3 6 2 　 4 3 　 　 2 6　 　 1

4 　 3 9 4 1 G 1 0 3 0 0 4 0 22 　 8 3 9 S O 5 8 0 0 0 4 9 63 2 3 2 　 3 3 　 　 2 5　 　 工

2
0
（ 4

9 0 7 0 0 6 0 2 2 3 8 0 4

ρ 0 7 　 　 　 　1 ｝ 一 　 ユ 荏3

8 4 3 9 3 1 9 フ 6 0 7 31 5 3 9 6 2 9 2 1 9 0 21 工 5 　 　 　 1 1 　 　 　 　（ ∠

4 誓 一 α 罎 ぼ σ α 9 4 2 9 7 4 ． 0 3 、 ． 　 ヨ ブ 同 α ， α … ヨ 灘 4 、 2 6 、 α 4 σ 、8 　 7 5 　 　 　 　 　 　 ユ 　 　 　 　 　 5 8 5 8 3 8 8 2 工 8 9 4

19
6　
S7
6

62
6　
フ
9
5

11
4　
懇
1

33
，
　
5
i

19
　
6
1

23
　
2
6

エ
5
；
　
26

　
9　
15

i8
　
2
5

ユ
2　
　
ユ
5

2エ
i
　
5
2

　
9　
i4

　
4・
　
9

32
　
3
9

19
0　
32
6

23
k　
39
5

96
4’
　
13
41

39
±
1　
46
フ

エ
G4
：
　
17
9

3
1
0
’
　
51
6

i
7
2
・
　
32
2

57
・
　
8
6

56
，
　
6
0

2
0
！
1　
23
e

3フ
0：
　
39
2

36
　
4
S

総
計

2s
sl
　
44
61
　
39
2　
no
i4
1　
s2
3k
3i
i　
62
si
　
7s
sk
s6
4／
23
93
’
　
si
el
　
6i
31
　
42
02
’
　
6i
62

O 戸



　表の示すとおり，音読の障害の現象としては，

　k－1－fi節，単語をくりかえして読む」

ことが特に著しく，つづいて

　「全く別の音節・単語で読みまちがえ為」

　「漢字（ひらがな，かたかな）が読めない」

　「意昧を無視して音節や単語をきる」

　「ひろい読みをする」

などの現象が著しい。ただ，しこれらの現象は必ずしも同じ原因から発して

いるものとほ思われず，また一つ一つが孤立した現象でもなく，いろいろな

要因がからみあって生じた現象と推定される。

　それらの原因を明らかにしなければ指導法の改丁こは役立たないので，欝

下，以上の現象の一一つ一つをtiJ　・一ドにとり，それぞれの障害・欠陥の要因を

推定する仕事をすすめつつある。

3．特異な児童についての調査

　　正常児の揚合に準じて，小学校程度の兜童だけを対象とし，予定のごとく

杉並区立済美教育究所研の児童を対象とした。同研究所には将来普通の小学

校にかえれる可能性をもっている児童を収容する「促進学級」と，それの望

めない児童を収容する「補助学級」とがある。調踏1は促進学級の女児2名

（K：，H）と，補助学級の男女各ユ名（S，　N）の4名を第コ回の被験者と

し，正常児に準ずる方法で（ただし教材の程度はさげて）行った。

　その結果をみると，読みの障害の傾向は，正常児の下位者と大差はないが，

読む時の態度には極めていちじるしいくせがあらわれな。たとえばは終始い

ちじるしく落引きを欠き，Sは息ずかいが特にはげしく，Nは指示者の指示

にしたがわず，担任の発酵がなだめすかしてはじめてボツボツ読みはじめる

といった式であった。それぞれの特殊事惰については拙任からくわしく聴取

したが，これらの異常児の揚合は各個別にくわしい藝例研究を行うのでなけ
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れば，障讐の要困はとらえられないように思われる。

　　　　　　　　　　　G。今後の見とおし

　電力事惜の悪化が録跨器の使用に非鴬な妨害を与え，そのため予定の成果

があげられなかったのは残念であったが，小学校の正常児の音読に関する材

料はひととおりそろえることができた。

　次の仕：事としては，カード化した材料と録音テープによって，音読にあら

われた各種の障害の要因の分析に入り，ひきつづいて，見出された諸要因の

妥当性を検定するためにそれらの要因の組合せによる音読材料を作り，改め

て音読調査を行うよう準備中である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平　井）
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国語の学力標準設定に関する調査研究

　　　　　　A．　この調査研究の目的と前年度までの

　　　　　　　　　　　　　仕事のあらまし

　この調査研究は，閣民の国語能力特に学校児童比隣徒の国語能力のあるべき

標準を設定することによって，国語教育に確実な墓礎を与え，またそれを通

して，國語研究所設置の欝標である国属の言語生活の改善に資そうとするも

ので，研究所設羅の当初から一一一つの研究課題として取りあげて来たもの一（・，s

る。前年度まで¢）小題閣は，

　昭馴24年度　小学校！　f’F｛Nlから高等学校3年生までの読解力の発達に関する調査研

　　　　　　究，特に読解力検査の方法に：関する研究

　昭和25年度　小学校1年から高等学校3年生までの語彙尺度設定のための調査研究

　昭和26年度　：文法能力および：交学鑑賞能力検査の方法に関する研究

　である。前年度（昭和26年度）は，また，丈榔省調査課による関東土池方の

学力水準調査に参加したのであるが，それまではいわば方法の研究を主とし

た準備の蒔期でもあった。

　　　　　　　　　B．本年度の仕事のあらまし

　本年度は学力水準調査カミ国立教育研究所によって全国的な規模でおこなわ

れることになったので，その国語科の部を受け持って，問題作成と整理とを

分撹しながら，われわれの課題である標準設定のための資料の蒐集と研究の

推進につとめた。

　（参考）国立教育研究所の学力水準調査は，学力の全国脅く」な実態を明らかにし，そ

　　　れと教育条件との関係をたずね，あわせて学力調査の方法をも研究し，1うとす

　　　るもので，学力として特に国語・理科・社会・算教をあげている。昭和26年度

　　　の文部省調査課による関東地方における学力水準調査は，ちょうどその予備調

　’　査に：あたるもので，この：交部省調査課の仕嘱1：に協力して来たわれわれは，国立

　　　教育三三所からの蕉式の委嘱によって国語科の部門を全部分担することになつ

　　　たのである。
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　　　　　　　　　　　C．本年度研究担当者

，学力標準設定に関する調査研究は所員輿水実，『高橋一一一夫，芦沢節が担当を

命じられていたのであるが，国立教育研究所からの依頼による学力水準調査

に参撫するため問題作成委員会を作り，特に岩淵研究第一・郡長が参力llした。

班外の聞題作成委員としては，

省
部
η
ヴ
〃

交

都京
〃

東

市
－
－
浜横

初等教育課

中等教育課

国語口

調査諜

教育庁指導部

成城学園初等学校

神谷小学校

爾中学校

篠療利逸氏

藤井信男氏

白石大二氏

原田種雄氏

安藤新太郎氏

馬場正男氏

増田三良氏

須藤久幸氏

を委嘱した。また，国立教育研究所員島津…高島は問題作成ばかりでなく，

企面や整理にも参加されれ，香珊県教育委員会から国立教育研究所に派遣さ

れていた木原浩行氏は，所員と終始行動を共にして協力された。

　また，作成された聞題の適否をためすために次の学校の協力を得た。

　　巌窟都杉叢区立杉並第四小学校
　　神奈川県中郡比々多オ呼立比々多小学捺

　　：東：京趨三鷹鼎立三鷹第三／」・学校

　　：東京都武蔵掛甫立武蔵野第三中学校

　　東：東都江：東区立亀戸中学校

　　　　　　　　　　　E．　成　　　　　果

　（D　学力水塗調査（国語科）の問題（原丈はたて書き）

〔小学校〕

　　　　小学校　　　　年　　　　紐　　　　番　　男・女　氏　名

　ちゆろい

　判二，蟹、

　　　　　　　　　あいず　　　　　　　　　　　　　　ようし
①　先生から「始め」の合図があるまで，この用紙に手をふれてはいけませんQ，
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②　このテストは一懸ずつ時聞をきめてやります。ですから，先山のさしずにしたが

　って，きめられた所だけやります。先の方をあけてみたり，すんだところをまたひ

　つくりかえしてみたりしてはいけません。

③　やりかたについては，一つ一つ説明することはしませんから，問題をよく読んで

　やり方をまちがえないようにしてくださ、・。　　　　　爵
　　いムさつ　　　　　　　　　　　　しつもム　

④印刷などについて質問力：あったら手をあげなさい。’質問する時に：問題を，声を出

　して読んではいけません。
　　こくえ　　　　　　ひつよう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ようい

⑤机の上にほ必要なものだけ（えんぴつ，消しゴム，小刀，したじぎなど）用意し

　て，いらないものはしまいなさい。

れんしゅ　う
　　てべのうへいか　　ばムちょう

く1｝天皇陛下が番町小学校においで1こなった。
　　ほっかいどう　　か　 じ

（2｝北海道に火纂があった。
　　　　　　　　ふね　みなみ　うみ
㈲　くじらをとる船が南の海からかえってきた。

もんだい一
　　　　　　　せいふ　　　　　　　　　　　　　　　　　きねん　　　　　だノいか

ωフィンランド論蔵オリンピックを記念した銀貨をつくりξした。

（2）近ごろは，長い道でも汽車よりバスの方がよいということにこなりそうです。
　　こくまい
㈲臨内でテレビジョンが，もう毎月八百台ずつも作られています。
　　さいた斜うん　　　　　　　　　　　しよくぷっ　　　　　め

（・1）埼玉累で千五百年前の植物のたねが芽をだしてみんな花がさきました。
　　糞おさか　　　　　やこう　　　　　　　　おオ5がた　　　　　　　　　　　　けいかく

⑤　大阪では，夜行せんもんの：大型バスを礎らせる計画をたてました。

もんだい二
　　ろう　　　　　　　　　　　　　　　　　いさむ　　　　　　　　　　　　　　ピヨ　　うイ　　ェ　　ヰくいん

　太郎，かず子，あぎ子，勇のおかあさんは，P。T。Aの役員です。この聡人は，
　　　　　　　　　　　　きゅうよら
lP・T・Aの，会長さんが急用のため，役擬会が十一日午後一時にカ・わったという学

校からのことずてを，おかあさんに次のようにお話ししました。だれのが正しいこと

ばづかいでうまくだいじなことをつたえていますか。いちばんよいものを一つえらん

でその番弩の上に0をつけ，いちばんわるいものの上にはxをつけなさい。

（1）太郎

〈2、〕　かず子

おかあさん，こんどのP・T・Aの役員会ね，十Hは会長さんが葱用で

出られないから，十一臼の午後一時期ら学校ですることになりましたっ

て：。そうおかあさんに：つたえてくださいって先生がおっしゃいました。’

きょう学校で先生がおかあさんにお話ししてくださいっておっしゃつだ

のですけれど，P・T・Aの役員会は午後一時からになりました。急に

かわって，ごっこうがお悪いかもしれないけれど，午後一時ですからま

ちがえないでください。
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｛3）あき子

　　いさむ
ω　勇

おかあさん，十日の午後三時に学校へ行くといっていいらっしゃつたで

し．x　5。あの揖は会長さんが急な纐囎事で，おいでに：なれないんですっ

て。こんどは一時ですよ，十～臼は湘羅ですよ。

おかあさん，ぎょう先生が言ったよ。P・T・Aの役員会嫁会長さんが

急用だから十一臼の午後一｝聯からになったよ。先生がおかあさんに胃つ

といてくれって。

もんだい三
　　　　　　　　　　　てきとう
　つぎのドニ1π1τ二π．iの中に適罫なことばを書きこんで三つの作文をしあげてください。
　　　　　　　　　はなび　　　おと　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うんどうかい

←｝　ドカン，ドカンと花火の欝。きょうは待ちに待った運動会だ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いえ　八時集合というのに，わたくしはC）1：、．1．＿．．t一＿t＿1家におちついていられなかっ

　た。
　　こうてい　　　　　　　　　　　きよ

　　畑鼠はすっかりはき満められ，掻にしみるような真白なラインがまっすぐに引か
　　　　　　　　　巧みどうふく　　　　　　　　　　　　．　．　　　　暑こ
　れていた。その中を運動服の一年生が④磁’．＿＿二二瞳瓜・ていた。

〈4Dア刈謎磯i薪し，．ktLが鋸器童、た．それは隻霧の二＋九齢認凌であるとV、

　　　　　　　　　　　　　　　　　きよ瞬　　　　　　　　　　　　ち糞ゆう
　r）oこの罎がもし席画と周じくらいの顕離に近づいたら，地球はいったい（3）1．

　　　　　、．、o

㊨すずしい秋になりましたが，先生にはおかわりございませんか。わたくしたち六
　　　　　　　　　　　　　　　　かよ
　年二組の者はみんなげんきで学校に通っています。先生におわか矛もしてからもう四

　か月以上になりますが，新しくいらっしゃった小川先生もていねいに教えてくださ

　って，みんな㈹11．．．』．…1、1。このあいだ六年生ぜんぶで五千Pt・一トルのかけつ

　てをしましたが，やっぱり大田鴛が一等でした。こちらはこのごろ雨ばかりふって

　いますが，そちらは（r」）Lum＿＝1＝：〕：二二11二ll二．。

　　先生どうかおからだをおたいせつ｝《二。　　　　　　　　　　さようなら。

喝んだい四
　　　　　　　　　　　　　　　　　てきとう
』←｝丈章を書く時には，・や。や「」を適罫に使うことがだいじなことです。次のこ

　っの丈には・が使ってありませんが，どれにも一つずつ・を打つとしたら，どこが

　よいでしょうか，よいと患うところに，一つずつ・を打ちなさい。

　ω　木の葉もすっかり落ちてお正月が近づきました。
　　　　ろう
　（ロ）次郎が：大：ぎくなったからおと5さんも安心だ。

⇔　次の丈には。が一つぬけています。よいと患うところに。を一つ入れなさい。

　　「ヨちゃん，そんなに：あわててどこへ行くんだ」
　　　　　　ゆうびんきょく　　　　　　　　　　　　ま
　　「ちょっと郵便局へ行ってももう悶に合わないかもしれないがね。」

伺　次の丈の中で，お話のところに「　」がぬけています。どこに「　」をつけたら
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よいでしょうか。よいと思うところに「」をつけなさい。
　　　　　　　　　　　　　ひろ
　みち子さんと前の林へ，くり拾いに行きました。むちゅうになって捨っていたら

思わず時閥がたったようです。もうずいぶんおそくなったわ。ど5して。だって，

かげがあんなに長いんですもの。私たちほ，そこで，くりを一つのふくろに入れて，

うらの戸口の方へまわりました。

もんだい玉

　（　）の中に漢字を書：きなさい（瀧字の書：き方に二通りあるものはなるべく国語の

　　教科欝に出ている串を書きなさい。）

　　あに　　でっ　　だん
（1）　タ己に二al‘i’1（）する

　　しゅ　　るい　　　　おお

（2）種（　　）が多い
　　ふね　　　　みなと
（3）　舟貸力：（　　　）に＝つく

　　　てっ　　　どう
（4）　（　　）道がとおっている
　　くろ　　しろ　　　　く　　　べつ

㈲　黒と白を（　　）画する

もんだい穴

（　　）の中に読みがなをつけなさい。

　　（
（1）招

　　（

〔2）酸

　　（
（3）貴

　　（
（4）統

　　（
（5）同

）
待
）
素
）
族
）
一
）
盟

　　（
（6）救

　　（

（7）限

　　（
（8）耕

　　（
（9） 届げる

）
う
）
る
）
す
）

　　（　　）

⑯貧しい

もんだい七
　　　　　　　ひよう
　次の丈を読んで表をつくりなさい。
　につ魯

　　そろ　　ぞう
（6）　想（　　）に＝まかせる

　　せいふ　　はん　　 ない

（7）政Rll：に反（　　）する
　　まいあさ　　　は

（8）毎朝（　　）をみがく
　　いけん　　　　さん

⑨意兇に（　）成する
　　に　　　かい

㈹　二（　）のへやに行く

　臼記は人に見せるものでないといいますが，それほ自分だけの臼記のことでみんな
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　がっきゅう　　　　　　しゅらばん
の日記ではそういうことはありません。たとえば学緻日記とか週番臼記とかいうもの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こうたの
はみんなのためになることを，いろいろの人が交代で，毎日書きつけていくもので，

入に1見せるわけです。しかし，こういう日記でもありのままを，できるだけかんたん

　　　　　　　　　　　　　　　かわ
に書くという臼言己としての無き方にi変りありません。
ひよう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひよう

　表に書きこむことばは次に書きぬいてあるとおりで，これをあとの表のこ二1や

（　　）の中に書きいれるのです。○じるしのものだけ書きこんでありますから，こ



e
）
s

れにならって書きこんでくだきいo

O疇己

　自分だけのヨ記

みんなの日紀
がつきゆう

学級曙己
しゅろばん

週番H記

○ありのままを，できるだけかんたんに二書く

入に見せるものでない

入に二見せる

　　　　　　　　　　じ　　　じ　ヨ　　　　　　　ミ

…Fi　　記i・

（ありのままを，で

きるだけかんたん
　ヒヰ

に：書く）

しサ　り　　り　ア　
．i

L＿＿＿．＿＿．．．

（ ）

　ミ　の　　　アへ　　ヘド　　　　
・一一

　］

（　　　　　）

凹

」一
…

もんだい八
　　　　　　　　　　　　　　　　　みじか　　　　　　　じゅんじよ　　　　　なら
　次の丈は，一つのまとまった丈章を，短くきって，順序をかえて並べてみたもので

す。；．＿＿の巾の丈につづけて，どのような順に並べかえたら，もとの交章になるで

しょう。次の閥つの丈の上の（　）の中に，順序をあらわす番号（1・2。3・4）を瞥

ぎいれなさい。

　　　「ことしの禰・だいこんをつくってみよう・」とS・2うさんが言われたのi

iで・ぼくはたね継のお和だ・・を弼ことにしました・　　　｛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ろう
（　）　たねをまきおえたあとで，fことしは，太郎がよく手つだってくれたから，

　　みごとなだいこんがたくさんとれるよQ」と，おとうさんがにこにこしながら

　　言われたときにほ，ほ1くはほっとしました。なんだかはずかしいようなうれし

　　いような気持でした。
　　　　　　　　　　　　　　　ひりヒ弓
（

（

（

）　まず，．土をたがやしたり，肥料をやったりしなければならないので，とても

　たいへんです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ざっそう
）　それ以来，ぼくはとき’どきll巴料をやったり，　tt｝）りの雑箪：をぬいてやったり

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たの　して，みごとなだいこんがたくさんとれるのを楽しみに，手入れをしています。
　　　　　　　　　　したじ
）　でも，ぼくは，よい下地を作っておこうと，いっしょうけんめいに：なってやつ

　てみました。しかし，くわを持つのははじめてなので，なかなか思うように，

　土がおこせないで，かえってじゃまになりはしないかと気になりました。

もんだい九
eづ　次の二つの許は，同じように「すいれん」をうたったものですが，すいれんの花
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　の美しくさいているようすを，目に浮かぶようにあらわしている詩はどれでしょう

　か。どちらか一一っの詩の番号の上に○をつけなさい。

（1）すいれんの花が　さいている。　　　1（2｝池いっ｝漢いに：

　　す、、．2tt．んの花は5つくし、。　1　さいている

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝
　　白い花が　さいている。　　　　　　！　　すいれんの花。

　　旅い花もさいて“る。　　1　うすももいろ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　重
　　うすももいろ，き’いろ，　　　　　　1　　　ぎいろ。

　　たくさん　さいている。　　　　　1　　みどりに　はえて

　　す、、れんきれ、伽。　　1　ひ臆わS、、

　　ど5してそんt。、IC　　　l　その花のかげが
　　きれいなの。　　　　i　かすかにゆれた。

⇔　：次の二つの詩は，同じように「ひよどり」をうたったものですが，詩として，みな

　さんはどちらがよいと思いますか。よいと思う方の詩の番号の上に○をつけなさい。

ωがっこうのかえりみちだよ・　／（2〕がっこうのかえりえちだよ・

　
　
む

　
　
よ

　
　
る

　
　
い

　
　
て

　
　
い

　
几
な

　
　
が

　
　
リ

タ
　
　
ジ

よ
よ
ど

【

一
よ

ぴ
ぴ
ひ

　
　
が

　
　
リ

シ
　
　
う

よ
よ
ど

［
　
幽
よ

ぴ
ぴ
ひ ないているよ。

　　大きな　竹やぶから　　　　　　　　　みよちゃんと　ぼくが

　　青い空が　すんでみえるよ。　　　　1　　ひよどりの　まねを　したら

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こんどは　ひよどりが

　　みよちゃんと　ぼくが　　　　　　　　　ぼくらの　まねを　しているよ。

ひ・ど・の・ねをした・・

諾鍵潔奪ているよ。｛＄i＝1：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なんてんのみが　まっかだよ。
　　ぴ一よ，

　　ぴ一一よ，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（．
　　なんてんのみが，まっかだよ。　　　／

もんだい十
　上の文を読んで　　　＿を引いた部分について下の問に筈えなさい。答は正しいも

のを一つえらんで○をつけなさい。

　うちでは，おとうさんが病気で，も5　1（1）だれが「はたらく」のですか。

一月以上勤めを休んでいる。ぼくたちは　　　（／）ぼく

ぼくと弟のISかに小さい妹がある。これ　　　（ロ）おとうさん
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口はおかあさんがこまるだろうから，自
　　　　　　　　　（1）
分の学用癌代だけでもはたらかなくちゃ

あと思っていた。

　　　　　　　　　ドいデじつ
　村田君たちが新開配達しているのを
（2）

見てやってみたいなと思った。中山君に，
　　　　　　　　（3）
「あいていたら，たのんでくれないか。」

と欝っておいた。二鑓たって，　「ちょう

・鞠姶・硫嚇鷺鰍，i
　．さっそく新聞屋さんへたのみに行った。｛
　　　　　　　　　　　　　　　　・　i
「おじさん，おじさあん。．1と二三呼ん　i

鵬「なに・」・1…姻＋ぐらいのおi

じさんが嵩て来た。「新聞にはいりたいi
んで扮ど．＿」と、、。たら，「はlt、．」i

　　　　　あく　　　　　　　　　　　　ち訂宍めみ　　i
といって，奥の方へ声をかけて帳面を…
1箋～。錬。せて痛就。年。翻、を副

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　いた。「よし，それならあしたがら来て1
くれ．」とおじさん嬬。た．ぼくはとてi

もうれしかった。

〔申学校〕

　　　　　「；二四単．擾　　　　 年　　　　 組

　ちエい
　注意
　　　　　　　　　　rt　r（『V
①

②

　eN）おかあさん

（2）　「見た」のはだれですか。

　（9）おかあさん

　（ロ）　村田嗣’

　㈲　ぼく

（3）　だれ｝こ「たのむ」のですか。

　㈲　村田君

　（ロ）　中肉君

’㈲新聞屋さん

（4）　「知らせてくれた」のはだれですか。

　㈲　村周翁’

　（ロ）　仁山i君

　的　新聞屋さん

（5）　だれが「持って来た」のですか。

　（d）ぼく

　（ロ｝おじさん

　（ハ）　ほかの人

番　　男・女氏　名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ざちし
　　先生う・ら「始め」の合國がもるまで，この用紙に手をふれてはいけません。

　　このテストは一丁ずつ時聞をぎめてやります。ですから，先生のさしずにしたが

　って，ぎめられた所だけやります。先の方をあけてみたり，すんだところをまたひ

　つくりかえしてみたりしてはいけません。

③やりかたについては，一つ一つ説明することほしませんから，問題をよく読んで

　やり方をまちがえないように＝してください。
　　いゑさつ　　　　　　　　　　　　つもべ

④印刷などについて質問力：あったら手をあげなさい。質問する時に問題を，声を出

　して読んではいけません。
　　　　　　　れつレら
⑤　机の上には必要なものだけ（えんぴつ，消しゴム，小刀，したじぎなど）閥意し

　て，いらないものはしまいなさい。

れんしゅう
　　てムのろへいか　　げムちみら

（1）天目陛下が番町小身校においで1・C　tsつたO
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　　ほっかいアう
（2〕北海道に二火事がΣ㍉つた。

　　　ト　　　　　　　　ふれ　　みなみ　 おみ

（3）　くじらをとる船が南の海からかえってき’た。

問　　題　　一

　　　　　　　　　　　かん（1）エリザベス：二世のた、、・跡式には，ニナ七万人の人が見にくる丁目です。
　　　　　　　　ズつリノさくしや
（2）世界の有名な物理学：者が，来‘獅の款京都に集まります。
　　　　かなぎわタか　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　でっきペド

⑧　圏鉄の金沢駅は，四十年以上たって、，・るのでこんど鉄筋コンクリートに改築され

　ます。
　　　　そうそう　　　　　　　　　　　　　すがた　 け

（4）、来年早々庶円，十円のおさつは姿を志してしまいます。
　　　　　せんがうか　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ころか

（5）もとの一銭銅貨より少し大きいくらいの，十円硬貨ができるそうです。

問　　題　　二

　木村くんや田中くんは友だちといっしょに，あしたの臼曜日に，小学校六年生の時
　うけもウげ　　　　　　　　　　　　　　　　　ギへそく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つこう

の受持であった大山先生と遠野に行くことになっていますが，大山先生の都合で，急
　しゅうこう

に集合の揚所と時間が変りました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で　へわ
　木村くんからその■とを田中くんに伝える竃1活として，次のどれがいちばんよいで

しょ）o

　いちばんよいものを～つえらんでその番号の上にOをつけ，いちばん悪いものには

Xをつけなさい。

（1）　もしもし，……il日中くん？……ぼく木村ですQ……あしたの遠足ですがねQ……
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘノこら
　　ブく1月先生の綱回合で急に二予定iの一跨～が変更をこなりまして：ね，……証言の場所は駅

　前のポストのわぎになりました。……でをま，またあした。……さよなら。

（2｝もしもし，……鴇中くん？……ぼく木村です。……大i．［洗生IDところへ急にお客

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いるい
　さんが見えましてね，……先盃雛とてもおいそがしいそうです。……なんでも親蟹の

　方がこられたらしいんですがね，……め客さんはあしたの｝期までま7いでになるそう

　です。……それでね，遠足の集合はねジ∴…八時，場膨テは駅前のポストのわぎとい

　うことになりましたから。……ほかにニィ轟∫かあったかしら？……ではあした楽しくい

　っしょに：行ぎましょうね。……さよなら。

㈲　もしもし，……隆陣くん？……ぼく木村です。……大出先生のところへね，お客

　さんが怯えましてね，先生とてもいそがしいそうです。……それでね，あしたの遠

　足ですが，集合耳）場所と時照が変更になりましたよ。……あしたはたのしく遠足し

　ましょ5ね。……ではまたあした。……さよなら。

（4）もしもし，……田申くん？……ぼく木村です。……あしたの遠足のことですがね，

　……大山先生のところへおとまりのお客さんがありましてね，急に集まる時閣と場

　所が変わりましたよ。……緋閤はこ鋳羅1おそくなって朝の八時，場所は駅前のボス



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　プ3

トめわぎ，ということになりましtC　o’……え，わかった？……それだけ。…∴では

またあした：o・…・・さよなら。

問　　題　　蕊

　次の｝…’門7．一一1］の中に1聾きこんで属つの作丈をし為）げなさい。．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　につニうまマド
←1汽車にさんざん染りあきたころk・うやく属光駅についた。

　　　　　　お　　ホームへ降りたが，まだ汽車にゆられているような感じでil二．IJL二1二皿二二：ll［あたま

　がふらふらする。
　　　　　　　　　　しゅらがくむよこう　だメ　たい
　　駅の前はいくつかの修学旅行の団体でいっぱいであった。私たちはあたりのめず
　　　　けしき
　らしい景色に1　　　　　｛歩きはじめた。
　　ちば　けんあさひ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぶんかぶ　　たいいくぶ　　ほ弓　し鋼

㊥　千藥県1iリ帽中学校のクラブ活動は，文化部，体育部，奉仕部の誠部に分かれてい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じちかい　　　　　　　　　　　　　しゆう
　る。各部は毎日午後，時繕1をきめて動活する。そのほかに：自治会があって，その週
　　けんセい
　の反省をしたり，次の週の予定に二二π∵＝二⊃。
　　　こうeよう　　　　　　　　　　　　くれ
⇔　○○工場のみなさん，年の蘇においそがしいとこ巧）をこめいわくと思いますが，

　　　　　　　　　けんがく
　ぜひそちらの■：場を見学さぜていただきとうございます。私たちは学校で，紙のこ
　　　　　ぺ〆、きよう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　おんしゃ
　と｝COI．・て勉強していますが，実際についてよく矢1ゆたいので，昔から有名な御祉

　を見学させていただきたいのです。に二τ二Tl∵：二二＝二：i何月何珊の何時からイ醐寺までな

　　　ごっこう
　らば御都合がよろしいでし．itうか教えてください。　i…烹コlll17二…闇iみんなで五十六

　名です。

問　　題　　四

　次の］／tつの文のあいているところを適当に：おぎなって，正しい文にしなさい。

（1）緯錦さんが，試験に受かって，おと5さんも，さぞ，うれしL二．二二お

（Z｝たとい予定の｝｝丸運におく漆毛剃二二1二1二1二iかま、・ませんから，ぜひうちへ来てく

　ださい。

〔3）1！1田さんが｛1±：界的な発見をしたというのは，かならずしも，うそi二＝………⊃。

（4）泳意深くやれば，まさかそういう結果にはなる｛…二＿証二＝：：ら

（5）たいへん寒くなりましたから，どうぞからだに御濫意のほどを［｝………］。

問　　題　　葺

　（）の串に漫挙を諮きなさい。（漢串の欝ぎ方に二通りあるもの｝よなるべく国語

　　　　　　　　　　　　　　　　　の激科書に繊ている挙を書き’なさい。）

ω（せ　き j婬緯：記、。　　　以6）（Lmp　s））灘
　　し拶《　　　り　つ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t　　　　　　　　　　　　　　か　く　　めい

（2）死亡（　　）がへってきた。　　　1　（の　フランス（　　）命
　　＄：・　S5　　　　　　しゆう　　かく　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　べ　人．　とう

〔3）多くの（　）穫がある。　　　　　（8＞お（　）当



ei　4

　　　かね　　　　ひ　ろ
（4）　お金を（　　）つた。
　　　ぜ　い　　きん
（5＞　（　　）金がかかる。

’（9）蔚の（こう）叢

／（1①鮮鍮盛（そく）だ。

悶　　題　　六

　（　）の中に読みがなをつけなさい。

（
保
（
超
（
検
（
許
9
（
協

ω
　
餌
　
⑧
　
㈲
　
⑤

）

守

　）

過

　）

討

　）

』可

　）

議

1　　（
1（6）捜
I

I　　（

iω施
1　　（
ほ8）
1’”　E

l（9）配

　　　（
口1①練

）
査
）
設
）

整える

）
る
）
る

問　　題　　七

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　てきとう
　次の文を読んで，あとの｝二1や（　）の中に，この丈の中から適叢なことばをえ
　　　　　ひよう
らんで入れて表を完成しなさい。

　世界にはいろいろな性質の文字がある。この文字につ、、・て見ると一字で，ある一定

の音を表わすとともに：，ある一定の意味を表わすものと，一字だけでは意味を表わさな

いものとの区別がある。前者を表意文字，後者を表音文字という。漢字は前巻であり，
か　な

仮名」（？　Pt一マ字などは，後者である。すなわち，漢掌の「か」や「わ」，ローマ字の1〈

やWなどは，それだけでいつもきまった意昧を表わすことはない。仮名の「か」「わ」

をローマ字で書け’ば，それぞれKA・WAというように二字ずつになる。ローマ字は、

一字で一単音を表わすが，仮名は一字で一音節を表わすからである。そこで仮名のよ

うなのを音節文：字といい，ローマ字のよ5なのを単音：文字という。

：文　　字一皿

iimnvu－

一　
「

1’＋”” 一一一一一一一一一…
@（

卜…

内L
コー（

　に　　　　　　　

づ　＿＿＿」一一く

）

）

、
ノ

問　　魑　　八

　次の文を読んで，あとのしつもんに答えなさい。



　　となり　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

A隣棚?へ働勢こ灘柔条列
ある・卑下の花のまだ咲かないころ，i

　わたくしは毎朝恥その森の潤じ場所：で　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　…
5ぐし’すの声を聞いた・初めはよU・刺

に聞きほれるだけだ・たが，しま回副
　　と　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

　は捕ってやろうという気になって，臼　｝

糊艦・もちのつ・鮒ざお酬
　っ℃森に：忍びこんだ。　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト
B繍くしの凸凹国別6，伽、ら1
　　　　　　　　か　　　　　　　　　　　　　　i
　うぐいすを一羽飼っていた。その父かi
　　　　　　　　　　　　　　　　　　j
　ら聞くとうぐいすのなかでよく鴨くも　｝
　　　t’”だ・　　　　　　　　　　　　i
　のは値段が高いとのことだった。わたi
くし凝りながら手にも。たうぐいすi

　を見た。そしてびっくりしてそこに立i
ちどま。た．うぐいすはめくらだ。測

生れながらのめくらであるらしかった．i

　　　　　　　こ覧る　　　　　　　　　　　　i
C　わたくしは試みに父のうぐいすのかi
　ごに，めくらのうぐいすを入れてやつ　i

　た。すると，おどろくべきことに1は，　1
　　　　　　　　　　　　　　　　やしなi
　父のうぐいすがめくらのうぐいすを養i

騎はないか・それはち・うど鵬力9i

　巣の中のはだかびなに，えさをやるの　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　…
　に：よくにていた。わたくしほ父を呼んi

　だ。父はあき’れたように目を丸くしてi

こ回りさま観ていた。　　i
D夜にな・てから・父はわたくしにむ｛

かっ℃5ぐいすは，もともと弱、、劇
なので，ほかの蜘鳥陣じめ・れ・i

　　　　　　　　　　　　　しゅうかノし
　だけ｝こ，おたがいに助けあう習慣がつi

いていて，たぶんそうい盤質から，i

めくらの魏葡気持にな。たのだろi
　うと、、つた。　　　　　　　　　　　　　i

Eつぎの耀の午後，わたくしが森を1

働かかると・．思いがけなく父カミくさi

　むらの巾にたたずんでいた。わたくしi
　　　　　　　　　　　　　　　　　　；

　　　　　　　　　　　　　　　　75

H上のA・B・C・D・Eの丈章を読
　むと，一通り話のすじはわかりますが，

　これだけではだいじなところがぬけて

　いることに気づくでしょう。次のどん
　　　　　　おぎな
　なことがらを補ったらよいですか。次

　の八つのうちから二つえらんで○をっ

　ζナなさい。

　ω父のうぐいすがえをはこんできた。

　（ロ）　うぐいすをとらえた。

　的　父のうぐいすをにがしてやった。

㈱
8
G
う
㈱

うぐViづ一｝こえさをやった。

めくらのうぐいすが｝こげた。

めくらのうぐいすは売れなかった

うぐいすが死んだ。

うぐいすがかごをこわした。

（＃i）A・B・C・D・Eのどれかの文章

　のあとに，　「わたくしはそれからうぐ

　いすがかわいくなった」どいう：交がつ

　いているのですが，ここでははぶかれ

　ています。どこでしs：うか。次の五つ

　のうち，正しい，と思うものの上に○を

　一つだけつけなさい。

　　（A）のあと。

　　（B）のあと。

　　（C）のあと。

　　（D）のあと。

　　（E）のあと。



Ht　6

　を見ると，「おいで，おいで。Jをして　i

細奥筋へ舞禺した・「あれを ｫ
　ろ。！一そうい5ように父が指をさ　i

　した。その方を見ると大きなすぎの木i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
　に羽をふくらませた小鳥がうずくまつ　i

ひ為．二あ鋤く，bO5ぐいす魁

　つた。　　　　　　　　　　　　　i

問　　題　　九

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　だい　　　　　　　　　　　　　　　　　　！rよ3～けい
　次の三つの訪は「水にうつったかげ」という題で，三つとも匝じょうな情景をうた

ってありますが，詩としてどれがいちばんよいと患いますか。黒つのうちから一つだ

けえらんで，その詩の番帯の上に○をつけなさい。

（1）公園の池に

　　いろいろのかげが

　　うつっている。

　　ベンチや木や草もうつっている。

　　時々ri一　一一トバイや，自鋤車も通る。

　　さまざまな人も通る。

　　そのかげを

　　じっと見ていると，

　　ゆめの團ぺ

　　行ったような感じがする。

　　池の中に二も

　　人聞の世界があるようだ。

（3）池のオくに，

　　いろいろのもののかげが

　　うつってみえる。

　　ホテルやベンチや木や草や，

i（2｝池のゼ瞬こ

｝いろ鴨なかげが、

iうつ。てみえる．

｛家磁・てい・・

i　　ベンチが蛾んでいる。
｝
，　　　際〔や木もはえている。
ち

1時融融が沸・
1　　　雲も流れ，て㌔、くo

l　　水にうつっているかげを

　　　じっとみつめていると，

1池の中にも
1　　入問の糧：界があるようだ。

隠々さまざまな人がうつってみえる。

霞動車やオートバイが通るのも5つってみえる。

雲もうつって：みえる。

それらのかげを見ていたら，

なんだかゆめの国へ行ったような

感じがした。

なんだか

水の中にも

t
p
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入がいるように恩われてきた。

問　　題　　十

次破嬬・・一一．一∴・つ脇諦到

につい轣I明答訟さい・　　　｝

　　　　　　　　　　すうはい
しかし，尊敬す’る以上．に崇拝する人とい

うものはそれほどたくさんはない。とく

に1司時代者に：それを限ると，ますますそ

の数は少なくなる。

　そういう中でまっさきにあげる入とし；

て三人の名を私は思い浮かべる。ガンジ

ーとアインシュタインとシュワイツァー　i

とである。陶時代砦といっても，これら

の入たちは私よりずっと年上で，それに
　　　　　　　　　　　　わろか
ガンジーは一九四八年一月愚かな蓉者の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　E
ために殺されてしまったQしかし，それ　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　E

篇躍讐禦特搾1

私は尊敬する入獣くさんも・胤’る・iω

と獣・塾枢木へ来・そ時・糊・く．判ω

の人にも欝会してIV・る。

・調・・一新輔神鞘・■
てりっぼな地位を持ち，バッハめオルガ
　えみぞう

ソ演奏者としては狽1界第一の名声を鴛・な

　　　　　　　　　　　　　ひさん
がら，アフリカの耐湿たちの悪罵な召こ活

状態を知るや，あらためて：大学で医挙を　】

幽さ　　　　　　　　　　　　　　　でんどういし

修；め，赤道直：下の壇に：伝テ震医師として七

　　　　　　　　　　　　（3）
十幾歳の今・露まで何十年問，自分の使命

に熱録葦レ環がっ．工さ己ゑ¢～1で墨る．。私は

この入のことを思うと今も胸がひきしめ

られる。一；1乍年ゲーテの．二二百年集に，
（4）

ア刈ヵへ講溝に行った時のこ吐を，当
　　　　　　　　　　　　　　　（5）
時の雑誌で読んだが，それは実に唇激さ

せられるものであったQ

　次の五つの問についてイ，m，ノ、のう

ち．合・っているのに○をつけなさい。

　　「かれ」というのはだれのことか。

　（d）　アインシ＝一タイン

　〈ロ）　ガンジー

　1ハ）泓

（2）　だれがi親しくその人に面灸している

　のか。

　｛イ｝　アインシュタイン

　（P）私

　（7、）　ガンジー

（3）滋分の使命に熱心にしたがっている

　のはだれか。

　（／）　バッハ

　（v）　伝道医師

　9x）　シュワイツアー

　　アメリカへ講灘に行ったのはだれか。

　〈d）ゲーテ

　（ロ）　シニL．ワイツァー

　（ハ）私

（5）　だれが感激させられるのへ．

　（d）アメリカの人

　（V）シュワイツァー

　⑭　泓
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（2）　疋　　筈　　表

小 学 校

問番i
題号i 正 答 表

問題一

〃　　二

O（i）　O（2）　×（3）　×（4）　xCo”）

i
A
’
一
‘
・
．
i

i満点は10点

　　　　　採　　点　　法
禰＿つに対して2点を与剣

1’

〃　四

　　正　答　例

←X1）5れしくてなんと
　　なく　ゆっくり　少
　　しも　もうぎょうは
　　朝畢くから
　（2）あちこち　ちらちら

　　よろこんで
←＝）〔3）どうなるか　どうな

　　るでしょう
⇔（4）よろこんでいます

　　幸福です　5れしく
　　思っています
　〔5）いかがですか　お元
　　気ですか

二丁　　　難簿・℃・…o｝
　　一一一…　　．一　　　．．一．　　一一一…一．L一一．．．一・一一旧一一．．　．．．皿．t．…一一1

謙鍵掩交糠賊っても’㈱腎搬糖翻
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　恢・・　　i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　瀧は1嚥・　i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　il

　　誤　答例
①すぐ

　八事二十五分（「まで」

　を欠くもの）

（2）いろいろ　そろそろ

（3）まぶしL、

（4）元気です　うれしい

（5）おかわりありませんか

　では

tt　籔．

臼O｝木の葉もすっかり落ちて

　（ロ｝次郎が：大きくなったから

⇔ちょっと郵便局へ。

⇔　「もうずいぶんおそくなったわ。」

　　「だって，かげがあんなに長いんですもの。」

観
例
論
策
難
誤面
談
類
鉄

で
こ
遣
…
…
ー
ー
…

体
　
　
　
湊

字
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港
鉄

ん
罫
ろ
夢
　
　
，
，

紡
答
　
港
鐵
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す
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擁
鍋
留
妬

正
。
2
8
　
⇔
㊨
「
は
所
を
れ
点
だ
な
工Eしく書けた一字に二

対し1点

満点は10点
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1（5）x，巳区渦騒区

閥六

（6）像，像

（了）三寸，　女寸，　肇舞

（8＞歯，擁

（9）葺窪，　餐芝

（le）階，階

綴，造

対，刻

歯，饒，箇

階，階，陛

ノ’

正しいかなづかいでなくても，発音する産りに書い
てあっても嬉嬉と認める。

　　　弦断例
ωしょうたい，　しょおた
　い，しょ一たい，しょう
　たい，しゃ5たい，せ5
　たい
②さんそ
（3）きぞく

（4）と5いつ，とおいつ，と

　一いつ，たういつ
（5）どうめい，どおめい，ど

　一めい，だうめい，ど5
　め一，ど5めえ
（6）すく

（7）かぎ

（8）たがや

（9）とど，と貸

㈹まず，まつ

七iぜ砺繭細

　誤答例
しょうだい

とういち

　
　
　
る
い

う
　
う
ナ
し

ゅ
ん
こ
ど
ず

き
げ
，
と
ま

，
，
す
，
，

5
る
や
け
し

く
ぎ
が
ど
ず

す
か
た
と
ま

　（人に見せるものでない）

L「講痂落L「：頚－亙1
ぐ黛襲6＞…t．．t k漣「更■亙

i旧きちがいがあっても〕配答とする。
i次のよ5なのは誤答になる。

｛r区野壷夢ll
｝i　（臨分だけの臼記）

iir二二磁¢1
　しで魁｝＿＿＿」

　　（みんなの臼記）

－
　
｝
　
－
　
看
　
…　
一

　
　
…
喉
，

正しく書売めた語1℃対｝

し1点。　　　｝
満点は10点　　　i

t

に

rの空欄斑しく酬
iたされてあれ，ば10点。i

iその他はすべて。慮

1　　　｛
l　　　　　　　　　　　　　　　l

…　　　i
i　　　　　　　　　　　　　　l
i　　　　　　　　　　　l

i　　　　　　i
i　　　　　　　　　l
l　　　　　　　　i
　　　　　　　　　ミl　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1　　　　　　　｝
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト

に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

．．．＿t＿＿＿．t＿＿ @　　　　　　　　　＿＿＿、、i

騰伽・・にすべ｝

げ学級繊記」「週番鰯記」はこの逆でもよい。文字にi

　　　〃　　八｝（3）た

　　iωま

aオ

｛　げ

i㈲それ以来…川

ゆで も……

醗禦雛鷲測
っているもののみにi
10点を与える。．　　1
その他はすべて0点i
　－ua．”．．　．：．．．op．，．．　．．一　．1：Ll．t
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問九ls一一（2〕
　　　1　（＝）］ti一一t．一．．一一（1）

　　　il

一

，i　一Z’ （9　（d）

〔2）解

く3）　Vx）

ω（司
（5）レ＼）

i8目共に正答ならば1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1！0点・どちらか～方1
　　　　　　　　　　く｝だけ正捲ならば5点1
＿　1　　　　　　　　．　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

自三しく翫醐に対

悔瀦鑑騰i
｛；鍵騒諜慕i
lのは。点

申 学 被

響劉 正 答 ㎜
禰
ぐ

鍛 採　　点　　法

壁挫里里．竺里＿｝」辮謙轟て蹴与1
∵極匙＿＿＿＿＿コ轟1爽三三唖引
〃　三書きかたがぎたなくても，誤字があっても，意味が　正しく入れたことば
　　　　通ればよいとする。：文のよしあしを問わない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一つに対して2点を

　　　　懸鼻晶謄；1撫1孕婦鵡1

　　　　　　　　　　　　気をつけ　　（2｝つられて　みて　　i　　　’　　　　　1　　　　　　はりながら

tl　四

　　ながら　　　　　　　　　1　　ゆっくり　　　　　i
⇔（3tて耀塩，劉⇔山肌濃すを籔
e（4）}で警た織細㊨（、）隷は何年1
　　曇して　そちらは　工i　　ぜひ　　なお，

・・難病劉・・艦・は・剛
　　　　　　　　　　”．rr　．．一　LL．．．．．．　．“．．．“　一±．．．．．．一maww．．　．．．．．　．．．一．．L．．

誤字や表記の点は掃わない。　　　　　　　　　　　1正しく入れたことば

駆∴讐。たで嘱攣た・・跨罫・て・能与・

裏濾誌李ろうかi　　　瞬は賄
騰藤：：：藤1磨う回

｝壁鑛樹㍗llヒ墾㌔．⊥＿＿一＿
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問五 新字体はもちろん，IWyh．体でも正答と認める。

｝〃糠灘転記・一・つ

　　　i　正答例　　；　誤答例
　　　i蹴瓠鷲紘ちドしゅう

　　　正答例

（2）率，摩

〔3）牧，収

（’f）拾，拾

（5）移急，　考琴～，　税

（6＞蒙，衆

（7庫，輩

（8）弁，弁，弁，辮

（9）構，搦，繕

（1⑦観，鷹，属，鷹，麗，属

i（7）しせつ

1（8）ととの，・xの

｝離

例
　
　
　
　
象
　
鱒
構

　
　
　
　
　
ジ
　
　
　
つ
　
ヲ

二
刀
　
　
　

象
革
辮
構

　
　
　
　
　
タ
　
　
タ
　
　
ヲ
　
　
ヲ

　
ヲ
誤
吉
　
岐
　
税
衆
箪
弁
構
蔭

　
タ
　
　
　
　
ウ
　
　
　
　
タ
　

リ
　

シ
　
　
タ
　

ヲ
　

ヲ

査
率
蚊
沿
税
案
草
弁
構
属

匹せい・ひせつ

iととのえ・ととの焔

｝くばる・はい

iねる・ねれ・れん

ヨ盃沢諭た尋｝乏． p

対し1点。

満点は1◎点

瓢鉾めた語に対i

瀞は・鯨　　i
　　　　　　　　　11・

i　11i

l　ll’

レ
．
　
　
一

七

■表意文馴
　　　　　Ttttwwtti－Ttmt／

1L夏蔽字一
　　　　　　　　　　t

「ゼ館f要到

　　　　　（か　な）

単音文通1
（q一マ字）

正答例のように，すi

べての空欄が正しくi

みたされてあれば10．

1点・

匿の他はすべて。点l
ll
・

1
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　　　　　　ロi「著…歯…f司（か叫単斎f辱rl

1． ﾈる。

　文字の書ぎちがいがあよても正答とする。

　
ト

刈
、
、

⇔

○回一…………・・3点

ぐ二）鑓）・・・・・・・・・・・・・…一3、颪

○（D）のあと……2点

　’ノ

　　　i

iu－ol　（o　e）

　　　　（2）（ロ）

　　　　（3）鱒

　　　　（4）（ロ）

、　　　㈲囚

ei（・両の蕗酬
iしては，それぞれ＿l

iつ3点摩魁劉．
iは4点。　　　1
｝溝献1瞭　　　1
｝・ただ・，酪捌

iげでおきなが鋼i

i時に驚もしていi
｛　る場合は，絹殺し1

1て膳・な倒
i例ω・（ロ）・嫌烈

一ヲ欝・④・（口）列

i相殺して6うにのみi

｛3点。　　　　1
も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i蟹蒔総獄
i齢。媒。”li

i　　　　　　　　　　　l
lた時は。点　　1

九1α・・は…蝋…ぼ一曜面二嗣素至・・無碍
　　　　　　　tt．t．t　tttttwwtt．rt．tttttttttttttttt．．．．t．ttttumttttnvuat－it”T．一wwttt－ttmu一一t／ltt

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　征しく答え醐に覇

して2点を与える。

全部できれば10点。

一つの問に対’し二つ1

似上の答のあるものi
｝は・ifi、　・
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（3）　爽　施要　鎖

〔小　　学　　校3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら
（i）薗語科の調査岡是蚕は，第9頁と第！or｛を境にして，前半と後単と分けて：おこなう。

　前半と後単との翻に5分聞の稼憩をとる。休冠1の障1に二便所に行きたいものがあれば

　許して＝行かぜる。

〔2）問題は1問ずつそれぞれ示されている制限時閥内でおこなう。

　〔実施の粥郵一〕

（1）用紙をくばるまで

　「これから55分かけて圏語のテストをします。途中で一嵩，5〃鐸・賄くみます。」

　「このテストはみなさんの巌巌の力がどれくらいあるかをみるためにおこなうので

　すが，学校の成績にほ麗係がありません。このテストのできが雪加つたから，学校

　の点が悪くなるとい5ようなどとはありませ幽ん。

　　しかし，みなさんの既出の力はどの方面がどれくらい伸びているカ・。全匿の学校

　の團語の力はどの羅度かというようなことを説べる，だいじなテストですから，最

　後までおちついて，一生けんめいにやってください。」

（幻　胴紙をくばる。

　　「これから用紙をくばりますが，その穂に，鉛筆，消しゴム，したじきなど，答

　案を書くのに必：要なものだけ出して，ほかのものはしまいなさい。」

　　「紺紙がくばられたら，こ引、・うように表紙を出して机の上におきなぎ、・。」

　　「さしずがあるまで中を開いて見てはいけまぜん。」

　　（用紙ヲ，表紙ヲ上ニシテクバル。）

〔3）用紙の点検と氏名・番彗・男女別の記入

　　（用紙ノ配布が終ッタトコロデ）

　　「テストの用妊を持っていない人はありませんね。」（見届ケル）

　　「では，鈴筆をとって，表紙のところに：，番母と，男女別の名前を書ぎなさい。

　男・女は男の入は男という学を，女の入は女とい5字を○で囲みなさい。それだけ

　書いたら鉛筆をおいて，こちらを見てください。やりかたの説明をします。」

（4）やりかたの説明

　　「一番はじめにやるのは，聞ぎとりのテストですが，これははじめに練習をして，

　やりかたがよくわかってからやります。」

　　「その次からは，どの解題も，この紙の中に，やりかたがよくわかるように説明

　してありますから，それをよく読んでからやってください。いつも「はじめ」の合

　図で鉛筆をとり，「やめ」の合図で鉛筆をおくこと1・Cします。それう・らこのテスト

　では，一つ一つの問題について説明をしませんから，どうしても先盤三になきたいと

　いうことがあったら，声を患さないで，だまって，静がに手をあげてください。そ
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　うすれば先生がそこへ行って，その人の質聞を聞ぎまずQ」

（5）開きとりの練習

　“「でははじめに聞ぎとりの練習です。」

　　「表紙をめくって，とじたところでこういうふうに二つに折って，「れんしゅう」

　とあるページだけ出してください。」（先生が別ノ問題綴リデヤッテミセル。「もん

　だい1」が兇エナイヨウニ新ッテアルカドウカ注意スル。）

　　「これから，練習のニュースを言います。この二誌一スを聞いていて，ここに書

　いてあるのを読んで，それが合っていればその番号の上に○，まちがっていれば上

　に×じるしをつけるのです。」

　　「○やXをつける｝｝寺には，はつぎりつけてください。一度目けて，消しゴムで消

　して，また別のに二つけると，溺しかたが悪いためにどちらにつけたのかわからない

　ことがあります。きれいに消してはっきりつけるようにしてください。」

　　「聞く陣は鉛筆を持たないではじめに全部聞いてしまいます。そうして，「はじ

　め」という合図があってからはじめます。」

　　「ニュースは三つありますが，1べんしか言いません。テストにはあまりこまか

　いことは聞きませんから，楽な気持で開いていてください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、1
　　「第1のニュfUス
　　　　　　　　　　　よっか　　　 ちよだくろくEt4ちょう　　　　　　　 一はち

　　天皇陛下が，十二月四臨東京都千代田区六番町の，番町小学校の，創立八

欝鹸　なり甑㈱　　　1
　　　　　　ズペつ
　　北海道の江瑚とい5ところで，火事があって，ちょうど講習のため，とまり
　　　　　　　　　　　　　　　　　しちにん
　　がけで来ていた，学校の先生が，七人も死にました。（13秒）

　　その次，

　　　くじらを縛る船が，十二月二十五臼に，南の方の海へ向けて，1＝践発しました。

　　　（8秒）」

　　「これで終りです。さあ鈴筆をとって下さb。」「はじめ」（1分オク）

　　「どうですか。今聞いたニュースに合っているのにほ上に○をつけ，合っていな

　いのには×をつけるのですよ。」（1分一ク）

　　「やめ」　rみんなできましたか。（1）はマル，（2）はマノレ，（3）はバツが正答です。」

　　「これからはじめる問題1はこんなふうにやるわけです。」

⑥　第1問

　　「では問題1ですが，雨量は今の「れんしゅう」のとtろを出したまま，次のペ

　ージを見ないで聞いてください。ニュースが終って，　「はじめ」の合図があってか

　ら紙を開きます。」

　　（次ノニュースヲ読ム）（朗読基雛速度1分48秒目
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．瀬禰輪鵡鵬ま｝一・ぎ誼臨f
　’この秋から，山本でもいよll、・よテンビジョンの放送がはじまることに二なりまし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アつき
　たが，このテレビジョンの機械を，国内で毎・月八衝台ぐらい作るように役所の方

で難儀　翻醗欄）　　　　1
圃欝欝撚㌫鞭ち譲膿識劉
　このたねは，地面の申から掘り繊された，大昔の人たちのすまいの，あとから発i

　見されたものです。（20秒）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　次は（2秒）　　　　　　　　　　　　　　1
　　藩で臨牒りの篤・スを，芙謬簗筋せる謳離てた…う編。i
　（8秒。1秒オク）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　近ごろは1．Xたるところにバスが楚って，長い道でも，汽車よりバスの方がよい　1

。いう。一周そうですが，翻1励蝦。で，酬、鋤倣型・・ス開明

恥いう緬・勤銑・が・は轍鉾ん・んで・概腋臨…朗
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　の朝大阪につき，また大阪を夜出て，よく朝’福井につくというようにするそ5

です．（・・秒）　　　　　、　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　最後は外国からのニュー・スです。（5秒）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マんか
　　ヘルシンキのオリyピ。ク大会を記念して，フィンランドの政府は翻しい銀貨
　　　　　　　　　　　　　　　　　懸う　　　　　　　　　　　　　　　　　　ごりん
　をつくりました。この銀貨のうらの方には，オリンピ・クの五平のマークがあっ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も　じ　て，そのマークを，オリンピック・ヘルシyキという交字がかこんでいます。

　（15秒。1秒牙ク）

　　＝J一スはこれでおわりです。（3秒）

　　「では，折ったのを開いて，第1・・一ジの問題1とい5ところをあけてくださ

　L－o

　　「錨筆をとって。」　ドはじめ。」（2分オク）「やめ」

（7＞第2問がら笛6問まで，

　　「次は問題2です。第2ページと路3ペーージをごらんなさい。時間はじゅうぶん

　ありますがら，よく問題を読んで，まちがえないよ5にしてやってください。」「は

　じめ。」　（5分）「やめ。」

　　「第4ページと第5ページ，問題3のところ，」「はじめ。」（5分）「やめQ」

　　「簗6ページ，と箔7ページ，閥題4のところ，」「はじめ。」（5分）「やめ。」

　　隣8’・一ジ，問題5のところ，とじたところで，．＝つに折って，問題5だけ出

　してやってください。」「はじめ。」（6分）「やめ。」
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（8）休　　憩

　　「これではじめの6問を終りましたから，少し休みまず。1

　　「答案の用紙は一度とじましょう。はじめ配られた時のように，表を出して机の

　上においてください。うらを見てはいけません。」

　　「さあ，こちらを向いて，休みといってもお互に話をしてはいけません。少しか

　らだを楽にして深呼吸をしなさい。」

　　旧をつぶったり，手やからだを動かしたりしてもよろしい。」（5分休ム）（コ

　ノ際，ドウシテモ便所へ行キタイトイウモノガアヅタラ1人ズツ行カセル。相互二

　’話シ合ワナイヨウニ『サセル。）

　　「5分たちました。では，休みはこれでおしまいです。）

　　「あと4問はやさしい問題ばかりですから，一生けん｝b　i．・続けましょう。」

（9）繁7間から鏡10問まで

　　「第10ページと箆11ページ，問題7とN・5ところ。はじめ。」（6分）「やめ。」

　　「第12ページと榮13ページ，問題8というところ。はじめ。」（5分）「やめ。」

　　「第14ページと第15ページ，問題9というところ。はじめ◎」（6分）「やめ。」

　　「いよいよ最後の第16ページ，問題！0というところですね。はじめ。」（6分）

　「やめ。」

（1⑦　答案を集める。

　　「園語のテストはこれで全部終りました。問題用紙の蒼頁の右下の番移欄に白分

　の番号を轡ぎ入れてください。」

　　「はじめ配ってもらった特のよづに，表を禺して机の上におきなさい。」

寡

〔中　　学　　校〕

ω　國語科の調査問題は，第7頁と第8頁を境にして，三半と後半とに分けておこな

　う。前半と後半との聞に5分閥の採憩をとる。休憩の閲に便所に行きだ．・ものがあ

　れば許して行かぜる。

〔2）問題は一問ずつそれぞれ示されている制限特問内でおこなう。

　〔実施の手旨針〕

（1）用紙をくばるまで　　　　　　　　　　　　　　　　％

　　「これから56分かけて国語のテストをします。途中で1回，’5分閥休みます。

　　このテストはみなさんの一語の力がどれくらいあるかをみるためにおこなうので

　すが，学校の成績には関係がありません。このテストのできが悪かったから，学校

　の点が悪くなるというようなことはありません。

　　しかし，みなさんの国語の力はどの方面がどれくらい伸びているか，全鼠の学校

　の困語の力はどの糧度かというようなことを調べる，だいじなテストですから，最

　後までおちついて，一生けんめいに：やってください。」
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（2〕用紙をくばる

　　「これから用紙をくばウますが，その前に，鉛筆，消しゴム，したじぎなど，答

　案を書くのに必要なものだけ出して，ほかのものはしまいなさい。」

　　「席紙がくばられたら，こういうように二表紙を1二島して＝机の上におきなさい。」（調

　査者が手本ヲ示ス）

　　「さしずがあるまで1二1・1を開いて見てはいけまぜん。」

　　（用紙ヲ，衷紙ヲ上ごシテクバル。）

（3）用紙の点鹸と氏名・彊；号・男女刷の記入

　　（型紙ノ配布が終ツタトコロデ）

　　「テストの用紙を持っていない人はありませんね。」

　　「では，助筆をとって，表紙のところに，番移と，男女別と名前を書ぎなさい。．

　男・女はOで賑みなさ、．・。それだけ神．・たら鐙筆をおいて，こちらを見てください。

　やりかたの｝説明をします。」

（4）やりかたの説萌

　　「一番はじめにやるのは，開き『とウのテストですが，これははじめに練習をして，

　やりかたがよくわかってからやります’oj

　　「その次からは，どの問題も，この紙の中に，やりかたがよくわかるように説明

　してありますからダそれをよく読陀6からやつ冥ください。いつも駄じめ』の合

　図で鉛築をとり，『やめ」の含閣で目下をおくことにします。その聞の時下はじlb

　うぶんあります。」

　　「それからこのテストでは，一一つ一つの問題について説明をしませんから，どう

　しても先生にききたいということがあったら，簿を患さないで，だまって，静かに

　手をあげてください。そうすれば先生がそこへ行って，その人の質問を聞きます。」

（5）聞きとりの練習

　　「でははじめに聞きとりの練習です。」

　　「答案用紙をひっくりかえして，裏の方を鳴してみてください。そこにガ練習』

　の志雄が出ていますね。」

　　「これから，練習の＝。一スを言います。この＝。。スを聞いてここに書いてある

　のを読んで，それ力冶っていればその番号の上にO，まちがっていれば上に×じる

　しをつけるのですQ」

　　「○やxをつける蒔には，はっきりつけてください。一度つけて，溺しゴムで消

　して，また暑弓に：つけると，消しかたが悪いためにどちらにつけたのかわからないこ

　とがあります。ぎれいに消してはつぎりつけるようにしてください。」

　　ド聞く時は鉛筆を持たなL・ではじめに全都聞いレ（：しまいます。そうして，『はじ

　あ』という合図があってからはじめます噂。」
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　「ニュースは盗つありまナが，一ぺんしか雷いません。ゲストにはあまりこまか

いことは聞ぎませんから，楽な気持で聞1、・ていてください。」

i第1のニュース
ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よっか　　　　　　　　ちよだく　ろくばんちよも　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はちごつ

i　天墨陛下が，十こ月越臼，東京都千代蕊区六番町の，番町小学校の，創立八十
！騨端念式に麟でに納就た．（、5秒）
i

l　次，
1北髄の渦と、、うところで，火義鱒あ。て，ち、うど言耀のため，とまりが

iけで来て鴨轍の先齢獣㌔灘・ました．（・3秒）
1そ・・y・・

溢霧取鋸湖二欄こ1菊鵬繍ゴ園胤識
釦

　　　「これで終りです。さあ鉛筆をとって下さい。『はじめ』」（！分オク）

　　　「どうですか。今聞いたニュースに合っているのには上に○をつけ，合ってい為

　いのには×をつけるのですよ。」（1分オク）

　　　「やめ。」「みんなできましたか。（1）はマル，（2）はマノレ，（3）はバツが回答です。」

　　「これからはじめる間題1はこんなふうにやるわけです。」

㈲鋳　1　問
　　「では問題三ですが，用紙は表紙を縦してください。しかし中をあけないで，そ

　のままの姿勢で聞いていてください。＝　Leスが終って，『はじめ』の合図があって

　から紙を囎き幽ます。」

　　（次ノFユ　・一スヲ読ム）（朗読基準速度1分33秒）

1これから申挙生糊ゆニゴスを放送しますからよくきL・てください。
ト

1はじめに・獄凋デ1鰍2秒汐）　　　　。，，う　。，、t　1
　　今は十円の紙幣，つまりおさまつがおこなわれていますが3来年早々十円の硬貨　i
　　　　　　　　　　　　　　め　み　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト
　つまりまるいお金が，新しくお国見えすることに1なりました。こんど発行されるi

ド凹唖餅ま・もとの織鑛より少し畑瓢触です力湿れにともな・て・、
i網一円耽さつ嫡・・騨噸・’で駝んど姿舖すはずです・（所：酬脚秒）

1次（2秒）

　　担：界の無名な物理挙者を集めて物理学者の会議が，来年の秋，蒐都大掌で開か

　れます。
　　　　　　　　　　　　　はかせ
　　会議にはノーベル賞の湯川博士を会長に：して，アメリカ，イギリスをはじめ十

　一か圏の学者が集まるそうです。（17秒目

　次（2秒）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
雲
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　　　　　　　ぜ汽こく　　　　　　　　　　　　　　　　　まんi　　　　　　　　　　　　　　　　　　　麟鉄では，全國め駅の「）ち，建ってから剛十年以上になる古いものを，五か年
、　けいカく　　　　　　　てっきん　　　　　　　　　　ぜ　　　か㌃ちく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こうじ

’計藤で，全部，鉄筋コyクリート建てに改築することになりました。この工事の
　よさ人、　ひやく乃く海く烈、　　　　なか　　　　かξござわえき

　予算は街六億円で，その中に：嫡金沢駅もはいっています。（！7秒）　　　　　　　i

轡鰐簾轟1瓢導綿。琳。一，ザ＿の麟i
には，旗スト，。ス。．毒麟近で，讐艶㍉ルの樋｝読激嬬観晶晶l

iつくる予簸だそうです（15秒・1秒オク）　　　　　　　　　　　　　　　　　l

i・一蹴・れで・…2）りです・（・秒）　　　　　　1

　　　「では箆1ペーージの問題1とb5ところをあけてください。」

　　　「鉛華をとって。」「はじめ。」（2分オク）「やめ。」

（7＞繁2間から簗5閻まで

　　次は閥題2です。鎗2ページと繁3ページをあけなさい。時楠はじゅうぶんあり

　ますから，よく問題を読んで，まちがえないようにしてやってください◎」「はじめ」

　（5分）「やめ。」

　　「鋳4”c・一ジと第5ページ，問題3のところ。」「はじめ。」（5分）「やめ。」

　　「第6ページ，問題4のところ，とじたところで二つに折って，問題4だけ轟し
　てやってくだきい。」「はじめ。」（5分）「やめ。」

　　折ったままかえして，「第7－c　一ジ，問題5のところ。」「はじめ。」（鯖6ページ

　ノ方ヲ開イタリ，ヤッタリシナイヨウ注意）（5分）「やめ。」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蓮

（8）休　　憩　　　　　　　　　　　　　　’

　　「これではじめの5問を終りましたから，少し休みます。」

　　「答案の用紙は一度とじましょう。はじめ配られた時のように，表を嵩して桃の

　上において下さい。」

　　「さあ，こちらを胸いて。済みといってもお1セニに話をしてはいけません。少しか

　らだを楽にして深呼吸をしなさい。」

　　「闘をつぶったり，手やからだを動かしたりしてもよろしい。」（5分休ム）　（コ

　ノ際，ドウシテモ便所へ行キタイトイウモノガアッタラー一人ズツ行カセル。1：HI．it1二

　話シ合ワナイ9ウ＝スル。）

　　「5分たちました。では，休みはこれでおしまいです。」

　　「あとの5職まやさしい問題ばかりですから，一生けんめい続けましょう。」

（9）鍾；6問から第！0問まで

　　「鱗8ペー・ジをあけます。閲題6というところ。とじたところで，二つに折って，
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1

　問題6だけ出してやって：ください。」「はじめ。」（3分）「やめ。」

　　「ひっくりかえして窮9ペーージ，問題7どi，・うところ。」「はじめ。」（6分）「や

　め。」

　　「第10ページと窮1！ペーージ，問題8というとごろ。」「はじめ。」（8分）「やめ。」

　　「鑑12ページと第13ページ，問題9というところ。jrはじめ。」（5分）「やめ。j

　　r”i、・よいよ最後の第14ページと露！5ページ，問題10ど、・う2ころでずね。」「はじ

　め。」（5分・）「やめ。」

（1q）答案を集める。

　　「国語のテストはこれで四部終りました。問題用紙の三四の右下の番号らんに自

　分の番号を書き入れて下さい。

　　「はじめ配っ宅もらった時のよ5に，表を出して机の上におきなさい。」

　　　　　　　　　　（4）結果解釈の手引（小・巾学校）

　〔夏〕　問題作成の基本方針

　この調査は，次の三つの基本方錯によって調査岡題が作成されている。

（1｝個人，学級，学校，地域の伊語の学力の全体罪な水準を明らかにする。

〔2）墨入，学級，学校，地域において，圏語の学力のどの方面がすぐれているか，ど

　の方面が劣っているかを明らかに：する。

（3）学力のついた原因，つかない原因は何であるか一学習指導における璽点のおき

　どころ，教科書の適否，施設の良否，地域の関係等，それを見きわめて，そこから・

　教育三囲の方途を明らかにする。

　〔鉦〕　調i査する能力の決定

　昭和27年はテストの麗瞬を，

（1）聞く　　（2）話す　　（3）読む　　（‘t＞書く　　（5）漢字　　（6）文法

（7）文学鑑賞

として，「語い」について特脚℃欝∫題を作らなかった。その範囲の中でどのような能

力をとりあげるかについては，

（1）現行『挙用指導要醜の分析によって，どのような能力を教育課灘で目標として

　いるかを調べる。

（2）客観考査泓1によって，与えられた時聞内に，与えられた紙数で，大猛的に検査し

　得るものを求める。

（3）小学校・中学校にわたって共趣した基礎的な能力で，なるべくその発達のぐあい

　もみられるようなものに限る。

　以上のようにして淡楚した。
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　〔璽〕　調査の材料と設問

（1）材料は，現行教育課程によって，一方に二かたよらないように，詩，随筆，翻聞，

　手紙等に：求めた。

（2）現行の餐種教科書の材斜の選び方と難易の程度を参照した。

㈲　設問には昏教窒で実際におこなっている指導の方法を考慮した。

　〔W〕各賜題のねらい，問題構成一覧i葵

小　　学　　校

健箆「一三壷配ll三目1．醐随．亙∵…盤．．「顕．．．慶蔭騒

半田胞子鐘1手響i三二蜜饗饗烈…三慶）…

〃2猿l壁幽熊蝦讐竺，．壁1墾弛

1雨晒織欝諜諮撃灘∵』
　　　　　i　　　　　現行教科書8種に内
　　　　　1　　　　　　　　　　おいて：5年までに

ll　・s醸撚・離鵠辮讐文の帳面む
｝　　　1茜夢灘率50％i

隔難ゴあ騨難1締一・
回構巌論細1ゼ…蓮華翻
レ． 撃堅j空㌍壷遮壷i一今回蟹逆

i程趨響密対に1

えらび出されている…
主i語や客語：の愛しいl

iものをとる

　515分i

臨分…

一
i
　　　4分…10

謬｛

　2　5分
「．1．…｡
Ll．i勉i
　　「．．繭…．「

　　　　　ト［s15分｝
L＿1峰雰）

、
6
∠
γ

ド
◎
一
［
0
…

…
｝
万
…

分
…
分

5

）き
＞

4
■
フ
3

　　I　l
〃9堰謔奄謦ｭ物蹴

珂・…欝や客語

嚢詩4編

随筆（児重：文）－
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申　　学　　校

鯉L璽塑軍二π態蹴
l　　　　　l

i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
i一．｝一．　．…1…．’．一一．内一．．『．．一『．一’．…1『T…’……1……tt……ビ…．…　¶…“　．…．幅　．’…“『

i　　　l
ミ　　　　　　

i・’2謡引かいに注意してi灘篇の会話

i．i．話す　．コ

と　　設　　問 腰建網

陣・寒冷・・黙とる｝蜜戦1獺ニュー遷灘灘妙

　　　　　　用件とことば烈

　　　　　1

Ittttttt－t @tttttt－ttmm 窒撃s－rmrmmtwwnvttttttttt　umrt”’Tt

漂鴛魏襲こ制，
．腔益をえらぶ　．烹一

，｝・分1

懇望

5分’

it　3

tl　4

需・ P・完成卸町報箒紙1欝鶏てい酬・國

纏響綱難噸交隣鵠ると　
　　　目

1〃51斡轍・

　　　1

望r盤塾

際細評蔓畢i

i省初等課の調査で
i益ti”三生の正答率50％

i勢ρもρ．コ
f　‘．’L．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　圧

…（朝購欄の調査
1によ．至2一．．．．…」

5 6分

1灘の使。そあ1繍・頻出す備

　　li　11　．　1／
u7於瘤b�dするi翻文
・糊すじを嚇

　　　　　　　　　　　　1一

蕪露　
　　　　　　　　　　　　I　　　i
　　　　　　　　　　　　i　　　l
　語にかなをふる　　　10i3分l
　　　　　　　　　　　　I　l

．匿一鞭認・國

・gレi・嚇が赫る1・・一どもの詩・二

階憎てい綱・i・分i

ミ

iよい詩をえ，らぶ
｝ 1．5分i

　　　　　t
l・f・・㌦魏講や舗随筆

1－T．　：：．．．．」’J’1一’rmnvr’Tnt－hli

朧響藷鍬葱55分i
圭絶牲動＿．＿＿．一腿壷Σ

　〔V〕結果の解釈要領

1．斎間題についての得点の解釈

　（Dがでぎていなければ聞く力がないわけであり，（2｝ができていなければ話す力がな

いわけであるが，それは，このテストとしてのことであって，（窺ま聞く力の一つの面

であり，（2）は実際に話す：カの基礎となる心得の一一1雛蔭を検査しているにしか過ぎない。

　（3）は露：く力のうち作：交の能：力のテストであるが，1有配は連想の試験である。それも

厳留こ考えない℃すぐ書くような者がかえって有利である。（欝の蜘こ考磁されてな

いから。）それに，やりかたが分らないからでき噂なかったという者があるかも知れな

N・9また回廊に車観的なものが偉いクやすい曾

　　　　　　　　　　　　　　　　し

謬
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　（4）についても，こうした仕事をやりつけない者にはむずかしいし，そ5でない者に

はやさしい訳である。

　（5×6×7）および18×1①は，テストとしてふつ5に行われている方法であるが，（7）はある

いは，こういう仕事がはじめてであり，やりかたがわからな阪、・ためにでぎなかった者

があるかも知れない。

　また（9）に：ついては，童詩の指導は広くおこなわれており，概念的なものよりも具象

的なものをよいとする拐導が行きわたっていると考えて出題したものであるが，それ

だけに生徒自身の詩の鑑賞力がらでなく，よい詩をよいとする学習揃導を受けていた

かどうかとい5ことによって，でぎをずえがちがって来る。

　したがって，結果を解釈して行く上に

　（4）これは掲げられた「横査する能力」の一面を一方法でテストしているにしか過

　　ぎないこと。

　（V）　こうした学習指導を受け『ているか、．・ないかで成績がちがうこと。

　的　全般的に，テストに慣：れているかいないかで戯績がちがうこと。

等を考慮しなければならない。

2．　得点表からの薦語の能力の晃分け方

聞くづ3……………………

話す力・………………・・…

作文の力・…………・・……

漢字のカ………………・響含

文章i涜解のカ……………

文学艦賞のカ…・……・・…

文法の力・………………・・

読む力（全般）…………

害く力（金般）……・…・・

得点表1

ヴ

1
一　
ヴ

ヴ

ヴ

’’

ヴ

ワ

2
1
1
1
2
1
4
9
猛
1
6
1
5

（問題（1）の成績）

（　，t　C2）　t，　）

（’ノ（3）と（4）の計）

（r，　C5）と（6）の｝諮’）

（u　（7）と（8）の計）

（　〃（9）の成績）

（　’ノ（4）と⑲の計）

（　”（6×7×8＞（9）（1Q＞の膏1つ

（　　ヴ　〔3×4、X5）の言予）

3．　「計」は，dのテストによる国語の総髭的な能力をあらわすわけであるが，この

テストにおける「聞く」！0，点，「話す」10点，「読む」50点，「書く」30点というのは

前の恥こ記したように，こるテストとしての結渠の集計の方法であって，． ｳ育課程の

上の置みづけをしたのではない。だから，もし学校において，　「聞く」，「話す」，「読

む」，「書く」をそれぞれ五段階の：方法によって評価し，さらにそれの計によって岡山

の成績をきめているのであれば，それはこのテストの結集と厳密には一致しないわけ

であるgしかし全体の傾向としては，おそらく一致するであろうg
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　　E。結果の諸統計

〔1〕　学校別による総得点の平均の分布

　　　全国小学校126校

…
ぽ

←8．9
i’

：

｝一標準
…

　8．9明
　　　　i
　　　　：
偏差一i
　　　　：

2’1／T　27　33　39　45　51
　　　　　　　　　　41A

　　　　　　　全　題義　薯二i二1　学　零交　125　巧言

57　　63莫

κ
9
⊃
婦
離

20　26　32　38　44 0
耳
5
9

　
4
56　62　6映



95

小　学　校

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0

問
問
閥
問
問
問
問
問
問
問

小　　単，

　　　校
　　se

　　，zlQ

　　，30

　　20

　　10

〔恥　問翠別の平均点およびその標準偏蓬

平均得点

　6．　39

　3．　9．　9

　4．　72

　3．　33

　3．　59

　3．　20

　2．　27

　3．　26

　6．　64

　5．　57

標準偏差

　O．　60

　烹．ls

　／．　46

　1．　．Z7

　．1．　64

　1ド！9

　i．　36

　工．26

　1．工9

　0．　96

　　　〔盤〕

校

（問　1）

　
撃
0
3
8
4
S
7
5
7
5
9

　
イ
4
5
0
0
8
3
2
7
8
7

　
均
a
6
・
⑤
Z
3
4
a
3
・
敬
4

　
平

校

　
　
1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0

学

　
　
闘
問
問
問
問
問
問
間
問
問

申

各問悪の得点の分布

亀’

標準偏差

　O．　58

　1．　47

　1．　4S

　l．　05

　1．　19

　1．　28

　1．　54

　1．　17

　1．　04

　×2！

一418　5．3　5．8 6．3　68　7．3　78R
6．　．39
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（問　2）

較
20

10

O，8　｝，3　1．8　23　2．8　3，3　ee　4．3　4．6　S．3　5．8

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　399
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

63　68　7，3　78　・83R

（間　3）

校
30

20

4；O

o，3　as 1．3　1，8　23．　2S’　oo　3．8　43 　4，＆

4Ja
53　5．8，　6．3　68　73　Z8Q

（問　4）

狡
3
0

’20

IO

0．8　13 1，8 23　2．8　33
　　　　　　　333

　　　　　，　　　　　　　　　　　　ロ
3．8　　4．3　　4．8　tt．．．5．3　　’5．8 63　68　73 78臭

（問　5）

校
2
0
O
　
　
　
O

03　08 B 1e 2．3 28 33 38 4．3 48 5．3 5．8 6
3
卜

68 73菓
359
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（問　6） う

校
3
0

2g

10

O，8 1，3一　f8 2，3 28　3，3

　　　3．Zv

3，8　4，3 4．8　5．3 5．8 63 6．8真

（問　7）

綾
鈴

20

IO

O，3　’O，8　13　1．8　23

　　　　　　　　　　　　Z27

2．8　　33　　3ε　　43　　4．8　　「）．3　　三i8　　と13　　6乏｝　　73　　7モ3菓

（問　8）

占
父
0

季
3

20

0一

1．3 1．8 Z3　2．8　3．3．　3．8

　　　　　　　32b

4，3 4，8 5，3 5，8 6．3 68桑

校
3
0

（岡　9）

zo

｝o

3，3　・＆8　4，3 48　53 5，8 6．3　6．8

　　6．6A

73 78　83 8．8 93桑



9．8

較

30

20

10

（問．10）

　　Z8　3，3

中　　単　　按

　（問　1）

校
40

30

20

沿

tm，　　　4，3　　　4．　　　53　　　5，8

　　　　　　　　　　5．　57
63　6．8　ア3　78臭

　　　4．8　5．3　5．8

（問　2）

63　68
6，40
73　78臭

点
父
σ
0

冬
2
1？3　2．S　33　3．8　43　a8　5．3　5．8
　　　　　　　　　　　　　　　5，53

6．3♪87378鎚　88’93桑
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（問　3）

六
ぺ
0
踏
2
10

O，8　1．3　1，8　2．3－ 翌狽狽W　3，3　38　a3　q6　fiAS．3　58　63　6．8　7．tt．8　si

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5，08

（問　　4）

校
0
　
3

20

10

33　3．8　4．3　4．8 5，3　5，8　63 6，8　7．3

　7，04

78 83　8B臭

（問　5）

校
3
0

20

1e

03　OS　i．3　i．8

ノ
23　2．8　33

58
β

3
Ω
」

4．3　a6　53　5．8　63　6B　fi一

（問　6）

絞
3
0

20

IO

　　　　　　　　　　　ノノ　

9＿P，．．一ノ

ae　1，3　1．8　23　2，6　」，3　38 43
4．37

46　　　5．3　　　「j．8　　　63　　　6．8　　　7こ3　史
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（問　7）

占
父
0
0
0

拳
ら
」
　
2
　
1

O．3　O，8　1，3

　　（問．8）

校
3
0
2
0
1
0

18　2．3　？・6　A3n－g

　　　　　　　　　3．25

38　43　46　S3　5．8　63．　6．8　73　R

⊥
父
0
0
0

事
3
　
り
4
　
肇

O，8　1，3　Z8　23　－　2，8　3，3

（間　9）

　3．8　43　4．8　S．3
3．7ア

58　63　68真

、

幽

雛 」
隔

乞3 28 3．3 38 ．43 48 旦3　5a　　　　　63
T．85

66 73 78 8．3 臭

（悶　10）

校
3
0
2
0
袷 1．3　1．8　23　Z8　33　3．8．　4．3

8
9
4
7
　
4

5．3　58　63　6S　73　一i，8　k



1｛｝1

1　小学校

2　中学校

不
臥
へ
用
例
ヘ
ド
引
イ
ロ
ヘ
靴
叡
へ
ト
洗

clV）

合計点と書字力（5）

1
1　
〃

　
　
　
7
一

　
　
　
　
ヴ

　
　
　
　
　
　
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
1
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1

問題別得点から見た国語学力の相伴

読字力（6）

翻く話す（1十2）

イ乍文（3一ト4）

漢字（5＋6）

簿翠釈（7→一8）

文法（4十10）

認：く（3十4一を・5）

合計点と書字力（5）

1
1　
〃
　
　
　
7
1

　
　
　
　
　
7
1

　
　
　
　
　
　
1
一

　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
1

　読字力（6）

　聞く話す（1＋2）

　｛乍文（3一ト4）

　漢字（5÷6）

　解釈（7＋8）

　文法（4－no）

　書く（3十4十5）

〔V〕　層別。個人別平均得点表

70

ｨ
5
9
9
0
η
銘
刀
鎗

Q
O
O
O
O
O
O
O

6
4
Ω
り
4
n
つ
4
6

7
8
7
（
0
0
Q
8

α
0
，
α
0
α
0
。
9
9
8
8
0
q

懸・．b．・・d・e・f騰畏の質を聡階紛け，e岬研究授業の騰を0・1・

2以上の三段階に分けその組み合わせによる。

層1，2，3，4，5，6騨級数あるV・は響率をE一：段階紛け・特男　教Xの数

を三段階に分け，その組み合わせによる。

　小　　学　　綾

皿
　
　
　
7

…
a
b
c
噴
e
f
周

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

児堂数
問
題
3
…

問
題
2
…

問
題
－
．

問
題
4

畿：Ill：1

4341　s．sl　4．s

7331　5．61　3．8

！3181　S．7i　4．0

・23・團・・

0
2
3
0
6
4

6
6
［
D
［
つ
4
凸
4
凸

4．　6

4．2

4．　1

3．　1

3．　3

3．e

問
題
5

3．　9

4．　6

4．2

3．　6

3．　6

3．3

羅恩懇
6，1　71　8
　’

問
題
9

フ
ー
轟
ρ
り
ユ
ー
0

3
4
幽
3
3
3
3

g・？ri　tii／ip，一i’gi””’gi’i

3．　01　4．　OI　7．　21　6．1

2．　3i　3．　31　6．　41　5．6

ii－gl　；igLE，；／IL．1．1・．i．

問
題
⑳

36

計

5G．　0

49．　S

49．　2

46．　2

41．　9

38．　8

4郵・i・．・iゆ・1互・i　・．・「・§画雨恥・
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ユ02

中　学　校

倉

噛

a
h
一
C
d
e
f

生徒数
聞
題
1

問
題
2

4sol　6．　s

isg61i　i15

’1：1隠：1

，61X，　g15

　　1
4iel　6．1

計1

g
i
i
　6．Ol
　5．　！

：
g

・・5X團…

問
題
3

問
題
4

s．　gl　z　6

S．　7

6．　3

5．　1

4．フ

3．　4

7．　4

7．　0

7．　0

フ．1

3．　6

問
題
5

0
3
9
9
4
8

5
4
3
3
3
2

問
題
6

問
題
7

間
題
8

7
9
n
つ
3
7
2

門
b
4
4
4
3
3

　ミ
6・7

l：1．

1
：
／

2。2

R
）
ユ
9

4
占
畦
3

問
題
9

　1

　1
3．6iS．フ
　i
3．6［　6．8

　L3．±1，　5．6
　i

6．4

・6．　0

6．　7

…1…1…国・・・1…i…

問
題
1
0

S．　9

S．　3

5．0

4．フ

4．4

3．　7

計

68．　8

54．　2

50．　3

42．フ

47．　6

38．　0

4．9堰@50．2

小　学　校

層

1
2
3
4
5
6

‘計

児童数
問
題
1

t

1129

1736

864

106

i39

99Rte・　！

5．　7

5．フ

5．　2

S．　4

4．6

4ss3P　s．6

問
題
2

問
題
3

問
題
4

問
題
5

問
題
6

i盤ii　ilil

sl　ival　el　SI　6

2．　7

4．0
Ii．一．

　E
3・8i

ll1911，，，， 0
4
3
2

4．フ

3．　7

3
．

Q
）
3

3
∩
」
X．　81

2．4

4．　0

3．　2

3．4

3．0

2．　7

2．1

問
題
7

問
題
8

閤
題
9

3．8　4．4
　｛
2．2，　3．4

　1
2．　21　3．4

　i
l．8i　2．8
2．Oi’　2．4

　t
e．9，　2．3

2
8
（
U
ρ
Q
9
よ

フ
6
7
6
4
6

問
題
1
0

6．4

5．　7

S．　7

S．　2

4．4

4a5

計

…
0
一
4

is1　5］”ww’51　’sl’Mi’：ievZl－5．un3”irm＞IT，1　’一1｝J．　E，

Si．　2

43．　7

43．　2

39．　2

33．　！

32．　4

6．　81　5．　61　43．2

　　　　1

申　学　校

層

1
2
3
4
5
6

生徒数
問
題
1

問
題
2

1

艶1：譲

koiol　6．41

　　E
iSgZE・　1

　　　6．4S7411・

6151　G．4

　　E

6．　2

6．7

5．　6

S．　1

6．3

’6．　7

問
題
5

閥
題
4

聞
題
3
　L－i’rm’

5．91フ．4
　16・2i　7・フ
5．3i　7ユ

　1
4．7　6．8
　14．　3i　ZO
　l
5．el　7．2

4．2

4．　2

問
題
6

問
題
7

問
題
8

問
題
9

∩
）
2
9
Ω
∪
9
7

6
6
R
）
［
0
5
5

・
4
＾
7
7
ρ
0
9
2

4
＾
4
3
3
3
3

．
3
1
0
9
9
9

闘
4
4
3
2
2
・
2

，
3
…
σ
、
4
…
σ
，
旨
3
一
…
楽
、
、

5
P
O
4
4
4
占
4

問
題
1
0

計

．計！ g6g－6geT4－1　’一gilTg’Jl　Y　71　’1

1・1麗瓢：｛：：二i、鋤6
・1　　　　　　　　　　　1．一i
3．　6i　4．　31・　？．　91　3．　9i　5．　91　4．　6i　48．3

4．　II　　　　　　　　　　　　4．7，　49．3
　i

　　5．7．
　［
5．7i

4．フ…

　ζ

56．　0

56．　9

60．　1

　　　　　　　　　　　　く
3．9． @4．51　3．3［　　　　　　　3．9、
　　　　｝　　l　　l

　　　　1
5．9　4．9i　50．7

　　　　’
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小

総得
　点

〔穣海珪に二よる得点差の検定）

　　　学　　校

a
b
C
d
e

f

0
～
1
0

エ
～
0

1
9
酬

3
7
8
3
4
2

　
、
主
　

ρ
0
2
6

19

33

26

1SO

76

17S

21
`
3
03フ

66

51

2±4

123

227

薦1 1
0

5
～
6

ー
ム
0

6
～
7

1酬灘畿i 計

44i　’　44

9G　99
　　L

69i　88
　　1

2Sli　235
　　1

14Sl　129
　　t

2371　19e
　　i

40i・

96

89i

i60

iO41

1es

　0

46

119

8
0
3
8
68

1i2

9
［
b
6
7
8
8

3
〔
b
つ
》
7
4
占
［
○

3
8
7
8
工
0

1
3
1
4
1
2

4
三
4
1
P
D
［
b

　
1
　
1
幽

平均｛分散

申

総鴛

　
1
2
3
4
5
6

，
而

a
h
一
C
d
e学
。
～
、
・
…
6
3
5
α
妬
9
皿

一　b　t＝O．3　p＞　O．　50

nv　c　　t＝2・5　　P〈0．Ol

－d　　 t＝3．5　　P〈8．Ol
－e　t＝O．4　p＞　O．　50
一　f．　t＝＝　3．4　p〈　O．　Ol

（a　＝b）　＞c＞　（c＝　d　＝＝　f）

　　　校

　　　　　　　　　　’11　1　　　21
1一’lpti

20　1　30

37’hl
設
i

i22

P
・

劉
　　1

艘1i食1農ii
4’n　1　50　1　60　i

6．1　1　7．i

IR
70　1　80

6／／1’

72

！29

38P
　31

　3i
　　I

1
0

8
～
9

91　l
i60i

282

585

434

1318i・

733

i231

計

50．　0

49．　B

46．　2

42．　3

4i．　9

38．　8
　　　1

1

i平均
i

426．　9

446．　5

36S．　7

423．5

373．　0

382．　4

螺
王
2
3
4
5

／
f
…
く
…
…
一

621

！フ1！

sigl！

、4墨

，4P
42P

86

20ユ

334

165

18

32

　　　
IOS…l14　　　8！
　　1

204i165　121
　　　

3G3i　228．181
　　｝

1451111　　　　　　　　フ0

ユ2176
　　1

i6igt5

4s

，40

　　茸

39、

　　…

19’

　　i

　3i

　　ミ

＃
　　2

5’・1一

，：1’

g
16
1

999i
器
：
i

？
g
gI
5
S
I

5！．　2

43．　7

43．　2

39．　2

33．　1

32．　4

分　散

一2　t＝＝　7．5　p〈　O．　Oi

－3　t＝＝　O．6　p〈　O．　50

－4　t＝：　5．0　p〈　O．　O！

一5　t　：：　3．i　p〈　O．　Ol

－6　t＝O．3　．　p＞O．50

1＞　（2　＝2）＞4＞　（5－6）

403．　7

407．　9

4！0．　7

392．　i

987．　7

268．　2
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　　　　　　　　　　〔資〕学習指鞍上の留憲点と困難点

　　　　　　　　　（学校・学級調釜垂表に：よる，数掌はti交数）

　　　指導上の留憲点　　　　小　中　i　　　　指導上の困難点

（1）漢字（読字．醤：字），藷　　48　50　　（i）　：文字：や語を知らない。

議欝九ドリ雌　i基齢幅
　　　　　　　　　　　　　　・9・9…（、）読勧醍獄。
（2）読解，読みの意欲。

　内容の操究，朗読。

　読みの能力鋼

（3）交法，ことばの研究。

ω　社会的生活的なつコ，応用

　力，総合的取扱、，・。

（5）　聞く，話す，話しことば。

（6）　発表ブ＝∫，　表蓼｛1o

　朦鴉　　4超文（旧記）

（7）ふだんの読書，図轡釜の

　利用・文学鑑賞。

（8）その他

　自学自習，学習態慶，習宇。

・剃（・）文濯諏撫

9　19

8　　8

18　IS

6　12

　旬読点

（4）　ことばが悪い。

　方欝

㈲　環境が悪い。

　経験が足りない。

　参考資料め不足。

⑧　個人差がひどい。

　遅進児がいる。

（7）学級の人数が多すぎる。

　時閥が足りない。

　　　　　学級愚考成力：悪し、。

220 P（8）その他
　　　　　発表しない。

　　　　　片下が多すぎる。

　　　　　指導技術の不足。

　　　　　　v一マ字，詩。

e

小　中

37　5i

32　18

2　ユ2

14　6

18　26・

8　14

8　2

27　46

　これらの諸統計の結果の教育的意弱ミについては，国立教育研究所力・ら公刊される「全

醜婦。中学校児童生徒学カかく準調査第一次報割の方に出すことになっているので，

ここには，そちらの方に繊ないなまの数字を胡町することを主にした。

　なお，学力標準設定のための基礎として今年度は特に漢掌能力検査の方法に関する

悶題をとりあげ，問題作成の過程にお、．・て，たとえば選択法でやればどのくらい漢字

の識魂力のある者が，再生法になるとどのくらいの能力に二なるか，読んだり書いたり

する場合の脈絡（どんな語として，どんな文脈の中で出すか）はどのくらい結果に関

係があるかなどについて調査した。

　これ等のことについて：はいずれ燐に報｛皆する機会があるであろうQ
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新聞に対する態度・経験・能力の

発達に関する調査

　　　　　　　　　　　A．調査の隅的

　この調査ぱ，

1．マス。コミュニケーシorンが児童生徒にどんな影響を与えているか。

2．児童生徒は，新聞に対する態度。経験。能力をどのように発達させるか。

3．その態度・経験。能力と一般の国語能力とはどう関係するか。

4．学校における新聞の学習指導の実態および新聞に対する態度・経験・能

　力の発逮との関係はどうか。

などの問題を明らかにして，マス・コミュ：ケーションの利用ならびにその

学習指導の改善に寄与しようとするものである。

　　　　　　　　　　　B．調査の項目

　上の欝的を達するため，次の項爾を調べる。

1一．　児童生徒の新聞に対する態慶・経験・能力を学年別に調査し，何年生ご

　ろから読むか，どこを読むか，わかっているか，などを明らかにする。

2．次に国語学力の発達をテストし，新聞に対する態慶・経験・能力との関

　係を見る。そして，どのくらいの学力なら読めるか，新聞柵語はやさしい

　か，などを調べる。

3．学校環境ならびに生活環境を調査し，学校の新聞教育，読書，ラジオ，

　映画などと新聞の習慣との関係を明らかにする。これによって，マス・コ

　ミュニケーーションの兜章生徒に与える影響を見るとともに，かれらがその

　態度。経験・能力を発達させるにはどうしたらよいかを発見する。

鯨
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　　　　　　　　　　　C．　調査の計画と実施

1．地域と学校　　二会的環境が明瞭に異なることを条件として，大都市と

農村の学酸を選ぶこととし，結局，千葉県教育研究所戸川鼻氏の御協力を得

て次の学校に決定した。

　　東京都港区　　漸11小学校　北芝中学校

　　千藁廉郎旛郡　　実住小学校　八街巾学校

　　千：葉県香取郡　　神崎ノ」・挙校　神崎中学校

　八街は台地畑作を主とする明治以後の開拓部落，神崎は水穏農業を主とす

る齋くから開けた村で，両者の性格は違っている。

2．被調査者　　小学校4年生から中学3年生まで，一献黙約60名を各地域

から選ぶこととした。東京では任意の学級を抽出して，その全員を被調査者

としたが，神崎および八街では乱数表によって，各学年から50名を抜いた。

3．　調査の方法

　a　新聞の態度経験については，面接法と質問紙法（集合）により，次の

項目を調べる。　　　　　　　　　　，、

　（1｝読んでいる款聞　　（2）読む習慣　　（3）読んでいる記事　　（4）新聞の効果　　㈲読

　み始めた時期・動機。記事　　（6）191まljへの関心　　（了）子供新聞との関係　　（8）学級

　学校新聞の経験

　b　新聞の理解については，テストによりその項圏を調べる。

’（1）記事の理解（こども，広皆，社会，文化，政治，運動，社説の各瀾）　（2噺聞語

　彙の理解　㈲新聞漢字の読み

　C　国語能ヵについては，固じくテストによって次の項目を調べる。

　（1）読書速度　　（2）教科書語彙の理解　　（3）教科書瑛字の読み

d生活環境については，質問紙法（集合）によ。て次の囎を調べる。

（1居住経歴　（2旅行　（3放：遍　（4）読書　⑤ラジオ　⑥映画　（了）寡：庭生

　活　　（8）意識

　e　その他学校環境，地域環境に関しては実地調査。資料調査を行う。
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4．　霞周盗月日

　　1952勾三12月18臼　19F．｛　　　：1ヒ芝ドp学オ交

　　　　’ノ　　　　22H　23｝ヨ　　　　南f．it∠」、学イ交

　　1953年1月17珊18臼　　神匪1劒、学校　神崎中学1交

　　　　「’　　21臼22日　　実住小学校　八街申学校

5．　　調≡査…員a）料憲成

　この野盗は，計画から実施整理まで，日本新聞協会との共同で行うことと

した。

　三宅東洲　　亀井一綱　　高須正郎　　田中　融　　（Ei本瓢聞協会）

　輿水　実　　高播一夫　　芦沢　節　（第四戦乱室）

　森岡健二（第五研究窒）

　　　　　　　　　　　　D．　成　　　　　果

　この調査は，目下整理中で，すでに各分担についての集計は終ったが，ま

だ縮五の関係を見るに至っていない。

1．　新聞の態度・経験について

これは　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　a．家でとっている新聞　　b．児童生徒の読んでいる新聞

　c．金く読まないもの　　d．コ日に読む平均時聞

　e．読み始めた学年　　f．初めて読み織した記事

　9．興味を感ずる記事　　h．広告の読み方

　i．運動説事の読み方　　j．新闘を読む習慣

などの項灘に三目，地域別，学年別，性別に実数ならびに百分率を求めた。

この整理1とは主として日本新聞協会があたった。

　たとえば，新聞を読む習慣の主なものを示すと，次の通りである。

（1）まんが（新聞を図る時には必ず見るものの百分家。以下も嗣じ。）

　　　　　　　　　　　学　年
　　　　土匝三　域　　　IJN　4　’」、5　’」、6　中1　中2　申3

　　　3t　　京　　・68・0％66・フ　フ7・0　＄0・フ　フ6・9　86・・9



leg．

　神　 崎

　八　　街
（2）　ラジオ番組

　　地　域
　東　　京
　神　 崎

　八　　街
（3）贋　告

　　地　域
　冤　　京
　神　 蜷

　八　　街
（4）子供欄

　　地　域
　東　　京
　神　　崎
　八　 街

（5）運動翫撃

　　地　域
　東　　京
　神　 崎

　八　　街
（6）　社会罰纂

　　地　域
　：棄　　京

　神　 崎

　八　　街
（7）学芸欄

地　三

無　 京

54．0　62．0　62．e　76．5　7S．　O　54．0

38．0　SO．　O　S9．　i　63．8　69．3　48．9

挙年　　　．
’jN　4　’」、5　’」、6　中1　中2　中5
28．O％　　37．5　　　フ1．　i　　　57．6　　　75．0　　　7！．7

16．0　16．0　22．0　67．3　66．7　78．0

4．！　1，9．0　30．6　46．8　Sl．　O　41．2

学年
’」、4　ノ」、5　’jN　6　串1　申2　中3

18．0％　4L　6　42．3　46．2　40．4　47．8

6．0　k2．0　！4．0　44．8　60．4　B6．　0・

6．1　36．0　24．4　2B．5　30．6　33．3

挙年
iJ、4　’」、5　くト6　中1　申2　申5
32．0％　28．5　49．i　39．4　40．3　36．9

　0　6．0　8．0　20．4　！8．7　22．0
6．1　16．e　12．2　23．4　18．4　19．6

学年
く1、4　！」、5　！』、6　中望　中2　申5

22．0％　27．0　27．1　35．2　38．5　43．4

16．0　12．0　！8．0　4e．8　27．0　26．　O

12．2　6．　e　6．1　23．4　12．2　29．4

学年
！」、4　ノ」、5　孔1、6　中1　中2　中3
16。O％　　！8．フ　　　38．9　　　42．3　　　55．5　　　67．4

6．0　O　i2．0　36．7　29．1　S8．　e

6．0　2．e　12．2　26．5　32．6　39．2

さ
　
フ

　
一
．
中
2

　
　
エ

　
一
，中
2

1
猛
　
8

　
5
．

中6
　
1

　
5
。

小5
　
G

小　
％

年
4
鉱

学
小



三
八

鱗
衡

（8）　B本の政治に関する馬事

東

神

八

目　　域

京
崎
衝

。　　　　o

O　2．0 0
0

学年
ノ」、4『！」、5　！L卜6

　　0g．i　2．1　IO．2

　　0　2．o　4．e

　　O　4．0　6．1

（9）外国の状勢に関する記嘉

　　　　　　　　　　学
　　　地

　　東

　　抑

　　八

（10）社

　　　地

　　東

　　神

　　雨

域

　窟
　崎
　街
説

域

　京
　崎
　街

小　
％
イ
　
　
　

年
’
．
　
．

　
2
　
　2

跨
小 　5　小　6

　0　　1．フ

　e　4．0

6．0　8．2

6
4
G
1

　
3
。
　
4

　
、

4
・5
0
0
0

小　
％
年
4
飢
。
o

　
、学
4

O　2．k　6．O
O　6．1　X3．7

中　1　申　2　中　3
19．　2　25．　0　2！．　73

　4．1　6．3　30．e

　2．l　　　i2．2　　　ユ5．7

5
7

　
乳

中

0
6

訟
嬉

2
5
S
2

　
3
。　
　
4
2

中
！
　
l

1
5
　
3
申
1

ほ
3
ρ
0
4

申　1　中　2　中　5

　1．9　O　2．2
　2．0　4．2　6．O

　O　O　2．0

ゴ．09

　以上を通覧して，新醗に対する接触度は，やはり東京が高いことが目立っ

ている。神崎は，小学校では低調でどちらかといえば八街に劣るほどである

が，中学校になって急に上昇し，小学校との間に断層のあるのが特徴的であ

る。八街は小学校では神崎よりやや優位であるようだが，中学校になって神

綺ほどには仲びない。これらは，社会環境の影響か，瞬語学力の関係か，種

々問題のある所であろう。学年別に見ると，多少の出入りがあるにしても，

各地域とも上級の学年になるにつれて接触度が深くなって行くようである。

記纂別にみると，まず「まんが」は各地域とも低学年から親しまれているし

「ラジオ番組」「虞告」も大体において，利屑度が高い。「子供欄」は東京

・において相諸読まれているが，神崎八街で低調なのは，記事が都会的なため

か，あるいは，児璽生徒の読む：新聞にこの欄がないためか，なお調べてみる

必要があろう，「運動記纂」は地域よりも男女の闇に特に著しい差があるの
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が目立つ。「社会記事」が特に東京に多く，神崎八街で案外伸びないのは，

記事の内容が都会的で，地方の生活に直接結合して来ないためであろうか。

「学芸」「政治」F外交」「社説」がノJ・学校でほとんど読まれず，申学校では

よく読まれても2割程度であるのは，騨心の薄さはもちろんながら，何より

も理解の困難さを物語っていると思われる。

2．款聞の理解力ならびに国語の学力について

　これは

　a．記事理解　　b．新聞語彙　　c．新聞漢語

　d．読書速度　e．教科書語彙　 f・教科書漢語

の問題を採点し，地域別，学年別，性別に点数の平均，分散などを求めると

ともに，相互の相関をも検討した。この整理には，主として第四研究室があ

たった』

　前例にならって地域別，学年別め表を作ると次のようになる。

（D　配事理解（正答率）

　　　　　　　　　　　学　年　　　　．
　　　　　　地　 域　　　 く」、4　ij、5
　　　　　東　　　　　　　建（　　　　　　　3．75％　　4。80

　　　　　率串　　　　　　　一門　　　　　　　2．6G　　　3．9〈〕

　　　　　八・街　 4．　SO　5．フ0

　　　　　平　　　　　　　均　　　　　　　　3．61　　　4．80

　　（2）　新聞藏吾彙十漢寧（：正答率）

・　　　　　　　　　　　　　学　年
　　　　　　圭Lt　域　　　 くト4　つ、5
　　　　　東　　　　　　　京　　　　　　　±6．29％　16．23

　　　　　宇珪i　　　　　　　l埼　　　　　　　17．23　　　29．29

　　　　　八街16．2631。69
　　　　　平　　　　　　　均　　　　　　　16。S4　　　25．68

　　（3）　読需速：度（2分間に読んだ平均場数）

　　　　　　　　　　　　　’学　年

　　　　　　地　 域　　　 づ、4　つ、5
　　　　　東　　　　　　　享　　　　　　　38，串9行　　5ユ122

小　6

7．　B5

7．　SO

7．　IO

7．　38

小　6

4k．　S1

35．　34

38．　43

38．　03

中　雀　中　2　中　3

9．　2S　12．　90　IS．　8S

6．　46　9．　7e　！3．　50

8．　60　9．　90　ii．　40

8．　1．2　10．　53　i3．　56

中　1　申　2　中　3
S5．　40　74．　86　82．　34

46．　91　55．　60　75．　57

51，　28　57．　12　71．　03

SL　23　62．　71　76．　22

小6中1中2中346，　91　50，　92　75，　60　63，　Qe
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紳
八
平

奇
琢
　
　
均

既
争

36．　S2　48．　04　47．　S5　64．　96　58．　28　S6．　S9

40．　19　40．　58　S4．　78　S4．　63　6i．　75　69．　24

39．19　　　46．19　　　47。40　　　55．41　　　Sフ．66　　　58．43

（4）　教科醤島崎十漢字（凍露峯）

東
神
旧

地　　域

京

崎

街

均

単層年
小　4

22．　4996

15．0フ

！8．　20

18．　57

ノ」・　5

32．　91

28．　：．G

37．　80

32．フフ

小　6

55．　83

37．　51

47．68

44．6S

中　1

6±．　88

64．　03

59．　40

58．　48

中　2

78．　ii

64．　00

6！．　40

67．9フ

中　5

85．　57

78．　37

76．　03

フ9．91

　全般的に見ると，やはり東京がややすぐれているが，これを前の新聞に対

する鎌継・経験と対照して考えると興味深い問題があるようである。薪聞に

対する態度。経験では，東京の小学校が一窪して他るごずっと引き離していた’

が，理解力や語彙力は必ずしもそれに対応せず，八街神崎の方がすぐれてい

る癒合も少なくない。巾学校の態度・経験になると，神崎が東京を越えてい

る揚合が児受けられたが，理解力・語彙力では逆に東京が一貫してすぐれて

いる。これらの問題の検討は今後に譲るとしても，ともかくも，態度。経験

と理解力とが小学・申学で逆のi鋼係に立っていることは，今後追求すべき興

昧ある課題の一一・つであると思われる。

　奪た，記事の理解力ぱ小学校はもちろん，中学校においても非常に低い。

語彙醜語の理解も特に小学狡においで低く，魔睡を読み解くだけの基礎さえ

できていないと儒ぜられるほどである。このような児童の理解力。語彙力で

はとても新聞に歯が立たないと考えられるにもかかわらず，すでに態度・経

験において見て来た通り，新聞は兜童の生活に取り入れられて種々の機能を

果している衷実が認められる。ここにも今後考究すべき問題が含まれている

ようてある。

　終りに，このテス1・の結果で特に目立っている点を二三指摘するとまず理

解力・語彙力が各地域とも，非常に体系的に学年とともに上昇していること

であろう。また，男女の閥で「運動記事」の理解が明瞭に差のあること，お
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　よび，都市と農村との闇で「こども欄」「運動記事」の理解が特に差0）あ

ることなども注意される。

3．生活環境について

　これは，

　a．居住経歴　　b．旅行　　c．意識　　d．四通　　亀　1か月に読

　む本　　f．1か月に読む雑誌　　9．蔵書　　h．ラジオ　　i．映画

　」．家庭の話題　　k．不安　　　1．希望

　などの項臼に早し，学年瀦，地域別，性別に整理した。また，このほか学：

籍簿その他損三教嘗への質隠紙によゲび｝‘・科祓綾，知能指数，父iPLiの職業，

父兄の押明，経済状態なども同様に集計した。この整理は主とし第：71滞“究室

で行った。

　次に，例によって，おもな頃闘を畠1絃F別，地域別に承すと，次の通りである。

（D　1か月に読む本（2冊以上読むものの貰扮率）

　　　　　　　　　　学年
　　　土塁　域　　　 4、4　ノ」、5　くト6　中1
　　JllS　’．，K　98．　Og，i，　92．0　92．5　63．5

　　概1　　　　　　　1騎二　　　　　　　84．0　　　46．0　　　　68．0　　　　78．5

　　／k　　　　　　　争琢　　　　　　　　84．0　　　68．5　　　91．0　　　68．フ

（2）　1か月に読む雑誌（2冊以上読むものの百分率）

　　　　　　　　　　学　年

　　　地域　　小4小5小6申1
　　翼芝　　　　　　　易（　　　　　　　　79．5％　　96。G　　　　89．0　　　　77．　G

　　：鑓…　　　　　　　既｛f　　　　　　　　70．0　　　　フ4．G　　　　78．0　　　　59．5

　　八街フ6．056．886．568．7
（3）　ラジオ（かならず毎円聞くものの百分率）

　　　　　　　　　　学年

　　　地域　　小4小5小6中1
　　JBit　L，；i．一　69．　tl％　98．0　8S．　O　80．6

　　4P　；gSi　50．0　36．e　66．0　63．7
　　ノ＼　　　　　　　街　　　　　　　　48．0　　　51．0　　　68．9　　　フ5．0

（4）映　画（1か月に2醐以上見るものの了耳分率）

中　2　中　3
82．　7　64．　6

’？4．　5　67．　1

6フ．2　　41．2

中　2　中　5

82J　6　52．　5

727．　4　63．　2

53．　0　60．　9

中　2

フ8．8

61．　G

71．　4

申　3

79，　2

83．6

68．　9



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1／3

　　　　　　　　　　　学　年

　　　地域　　小4小5小6中1中2中3
　　X！一　’h’〈　61．1％　46．0　39．0　27．0　40．z－1　60．4

　　tw　1［Fl，i　S8．0　38．0　40．0　36．2　56．4　34．7
　　／K　　　　　　’（．｛1］；　　　　　　　48．0　　　　9．6　　　26．3　　　2S．0　　　40．8　　　41．2

　以上を地域的に見ると，金休としてやはり東京がマス・コミュ・Zケ・・ショ

ンへ晩）接触度が高いように見受けられる。しかし，神崎八街においても決し

て低くないのであって，マス・＝ミュニケ・・一ションが農村にも非常に浸透し

ていることが了解される。特に常設映画館を持た：ない神崎において，映藺が

異常に普及していることなどは注飼に値する。

　また，これらに関して著しい特徴と考えられることは，本，雑誌，ラジオ，

映画ともに，学年に応じて上昇しては行かない事実である。ことに，本，雑

誌など，低学年から高い普及率を示しているが，これは，その質的な面を調

べればわかる通り，まんがや絵本程度のものも多く，児童はその能力に応じ

て自由に選択することができるからであろう。また，ラジオや映画のような

視聴覚的要素は，国語学力の低さにもかかわらず，強く訴える力を持ってい

て，低学年でも十分目興味を感ずることができるからであろう。

　ともかくも，これらへの接触が，三富学力や新聞経験とどう二三するかを

見ることが，今後の課題になると思う。

　　　　　　　　　　　　E．今後の方針

　これまでは，組当者が個7〈に集計したにすぎないが，今後はそれぞれの二

連を見て，「A調謹の即勺」に示した問題を明らかにするつもりである。

　なお，この整理は，「少年と新聞一一・中学校生徒の懇欄に対する接近と理解」

と題して，公刊する予定になっている。
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読みやすさの基礎調杳

　　　　　　　　　　A．　前年度における調査の反省　　　・
醇

　　この重職は，「読みやすさ」の尺度を設定して，記事の改善に寄与するこ

　とを最終の劇標とするものである。前年度は乳そのもっとも基礎的な問題と

　して，客観的な「読みやすさ」とは何か，を主として考察した。それは，尺

　度化のためには，かならず客観的な「読みやすさl！を基準とすべきで，もし

　「読みやすさ」が人によって異なり，そこに一貫性を認め得ないとすれば，

　尺度化することは，もとより不可能だからである。

　　調養の方法とレては，明らかに難易の差があると思われる：交章：を選んで被

　調査者に願序づけのテス｝を試みるとともに，さらに常識的に明らかに差の

　ある雑誌記喜を選んで，その言語的要素を分析した。結果は，小鼠によって

　嘗語的要素に明らかに差のあることが認められたが，しかし，それが果して

　　「読みやすさ」に関係するものであるかどうかば証明されなかった。

　　本隼慶は，次の点から前年度の調轟に反省を加え，「読みやすさ」を新た

　に規楚する所から出発した。

　　1．　前年度の調馬において，たとえば漢字の多少，会話の多少，句読点の

　多少，．ルビの多少などは，読む入によって「読みやすい」原因にもなってい

　るし，「読みにくい」原因にもなっている。これは，読むという行動が，書

　かれるもの（Subject）一書く入（Writer）一記号（Sign）一読む人（Reader）

　などの諸条件の関連した力動的な過程で，「読みやすい」という印象はその　’

　縛々の揚（読む行動を成立させているすべての条件）の違いによって，変化

　するからであると思われる。尺渡化にあたっては，このような相対的な場の

　違いによる「読みやすさ」の印象を基準にすることはできない。

　　2．次に漢字の多少などの雷語的要素が読む人によって「読みにくい」原
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因にも「読みやすいj原因にもなっているにかかわらず，なに④・えに低学年

用の雑誌から．ヒ級に向かうにつれて習語的要素が…定の複雑化の傾向をたど・

るのか。たとえば，嬉野年になるにつれて漢掌が少なくなり，会話が多くな

る。．ヒ級になるにつれてその遂の関係になる。しかも漢宇の多い方が「読み“

やすい」という人にぱ低学年のものが読みにくく，反対の入には高学年のも

のが読みにくい。これは「読みやすさ」という語が種々の次陀で用いられる

からで（1）にのべた揚の相対性を示すものである。これでば，「読みやすさ」

の段鰐キと欝語｝約要譲iの複：雑化の1変合と（よ決して一一・致しないことになる。　ここ

に観，強をカ・え．て，　「溶売みや一］一い」としtう言吾を「言売才夕ことヵミできる」という意

昧に限定する必要があり，こうすれば柑対的な印象と違って「読みやすさ」

は客観的な淫心を獲fで墨すると思われる。というク）は「読むことがでぎる」と

いう読解の能力は，学年の上るのに比例して発達するはずだからである。た

とえば，主観的に「かなの多い丈は読みにくい」という入でも，客観的事実

として低学年のものは容易に「読むことができる」のである。つまり，、「読

みやすい。読みにくい！lという語を「読むことができるeできない」「理解し

得る・し得ない」の意昧に解すれば，書語的要素が上級に向かうにつれて複：

雑化の傾向をとる理由を了解し得ると，思ナ）れる。

　3．　つまり，習語的要素の複雑化の過程は，低学年から高学年への読解力

の発達に対応しているのだと考幻られる。この対応に客観性があるとすれば，

読みやすさの尺度は，この対応を詠手として設定することが可能である。つ

まり，言語的要素の複雑化の度合を明らかにし，これを，対応する読解力の

水準によって癬盛りをつければ，文章の難易は何学年程度。）読みものという．

風にあらわされることになる。

　4．　ここに尺度化のためには，言語的要素の複雑化の慶合を測定するため

の分析と，読解力の学年発達水準を明らかにするテストを行って，両者の対

応関係を見時すための調査が必要になる。
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　　　　　　　　　　　　B．本年度の計画
蛍

　1．以上によって，「読みやすさ」を，読解力の学年発達水準に対応する

丈章の難易と規定する。したがって，これが，「個入漉入の主観的な印象とし

ての「読みやすさ」と…致するかどうか」は別聞題である。この理由によっ

て，本年度は願脂づけのテストを行わない。

　2．　読解力のi発達段階に応じ，雷語的要素がどのように複雑化して行くか

を分析する。このため，一応発達段階に応じて編集されていると恩われる教

科書の：交章分析をすることにした。採用する教科書は，できるだけ流布して

いるものを選ぶことにした。学年と科昌を示すと次の点りである。

　　　小四　 小六　 申三　 高三　　　園藷3種　掴藷3種　國錯2種　国語　2種
　　　祉会3種　社会3種　社会2種　社会催界史）2種
　　理科　3種　　　理科　3種　　　理科　1種　　　理科（物瑳三）1種

　中三，高三に教科書数を少なくしたのは一一冊の丈の数が多いためである。

　3．分析すべき言語的要素として，次のものを選んだ。

　　a　文宇および符号に関するもの

　　（1）総字数　（2）漢字数　〔3）一字の漢字　（4）二字遮続漢字，…三字以上連続漢字　（5＞o

　　⑥・　（7）会話（8）その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。

　　b　語彙に関するもの

　　（1虚語　〔2）外来語　〔3）原語　（4）略言葺　⑤固有名詞

　　¢　交法に関するもの

　　（1）主語　（2｝文語の副詞・連言詞・接続詞。助鋤詞・蝦」語　㈲口語の人称代名詞・

　　感動詞・呼掛・助詞・助動詞㈲接続語⑤養辞（6｝二璽否定（7）サ変⑧受身

　　⑨連体詞　（1①指示代名詞

　　4．教科書から丈を抜く方法として，（イ）最初は戯画の媛後の一一・3Zを拾うこ

　とにした。これは尺度が実用に供される適合・を考慮して，簡単な方法をとる

　ことが必要だと思ったからである。しかし，頁の最後の文は，作品の最後の

　：交である揚合が多く，ある種のかたよりの生ずる恐れがある。（Pt）したがって
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同じ教科書より，等聞隔に文を抜き出し，各学年各科醗計21）0：交を選んで，

i司じ分析を試みることにした。

　5．【最後に，晋語的要素の複雑化の度合に臼盛りをつけるため，読解や水

準テス｝を行って，口語的要素と読解力との対応する点を求めなければなら

ないが，この目盛りつけの作業ぱ調盗規模と時言の点から本4拝度は行わない。

　　　　　　　　　C．本年度の作業と結果

計磁にもとづいて，選ばれた丈につき言語的要素を分析した。結果は次の通

りである。

L　交語および二号の分析

　イ．　教科轡堺町の最後の交を拾った場合

　　　学　年　小　ヨ　　小　六「中　三：高　…i＝
．．）3f・

D・丑．’ m］⊥聾曲翌二，曇二聾空…痩警一
　　　　　　　　a文　の　数l
b総字数i
　　　　　　　…c　一：文平均三世（1）i

d　“　〔2｝i
　　　　　　　ミe一旬平均字数i

f会話文i
9漢　　字％i
h　一字漢字％i
　圭二字連続灌窪％i
　」　羨字以上連難％1

　日．

＼、1学　年1
項赴伽・ピ
　　　　　　＼＼、．i

882　1
27970
　31．フィー

2a　63　1／

　1・　」一　40　1

　29，71　i／

　フ，38｛
　7e［　oi　1’

　　’r一　1
　20．　73　1

　4．2）6　i

各教科雷二の交を等閲隔こ拾った場合

　　　　　小　　竃　1
　　　　　　　・…一一一　一1一一一…一一一…

　　一餌L糎…．挫．碧羅＿

既　｝　i艶G9
、フ586｝、，526

　4Q　46　1　4nyb．12

　36．33　1　431gg

留　ll：霊
　21．　38　1　3，01　67

　34・　66　1　24a　7i

．　4S．　28　1　47．　22

　20．06　　i　　　　　　28．0フ

ノ」・　六　 ．　巾　　i遣

　社理…踊；曇レ狸

　eooo　・　600
2！フ63　　　　1　　　26087

　362フ；　43．49

　35．　33　1　42．　25
　　　　i

．ユO12

52450

　Si．　83

　Sl，　62

　1，9，　84

　3．　46

　36．　A一　”o

　l8．　60

　48．　69

　32．7王

凝二理

　　　　　　　　a文　の　数i　60G

b総字数i17G42
・一筆均字数（1｝；　28・40
d　　　　　　〃　　　　　‘2＞　　　　　　24．8違

600

28ユ99

　116．　99

　46．　38
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e
f
画
9
h
・
1
。
3

一句平均字数1

会話文％1
漢　　物
一掌漢字％
二等二連続漢字％

　　羨字以漣酬

〔注〕　a．文の数は対応となった丈の総数。（1｝「おはよう。」〔2）「ぼく，駅へ行った

　んだけれど……。」（3）「先；生は，『おはよう。みんなよく来たね。』とおっしゃった。」．

　なども一丈と数える。

　b・総字数は「丈の総数」に含まれる平がな・片かな・漢字・数宇・・一マ字・数

　字の総数で，　・。rj……などの符愚は含まない。

　　　　　　　　　　　　b輝饗したが。て，「次の欝数を・の総数で翻た　c．一一句平均字数ωは，
　　　　　　　　　　　　a丈の数
　ものとは一致しない。

・疎鞠蝋・）碍馨羅磁ば・の（・〉・・…岐・・が二つ肚含

　まれる場合があるから，実質的な丈の長さはCよりもdに反映されると思われる。

・・一句鞠蜘・．δ鍍篶緬・翼・て・か・…か…での
　一一旬の平均字数が得られる。

・・縄文鶏書嚢瀞・…蝋文・「」・鰍・貌
　　　　　　　　漢字総数
　　　　　　　　　　　　x100　9．漢字％は，
　　　　　　　　b総字数

・・一戦柳・こ�?数．一難・・諦・・咽喉字・畔だ・・…

　て来る揚合，たとえば，「犬が・…・・」「よく鋤く」など。これは低学年に多V・．　L思わ

　れる。

・・諭旨瓢一聯隔日戦・・賦繊灘轟語・関徽
　く漢掌が二字続いている場合，たとえば「学校が……」「その時走ったのは……」

　など。ただし「その蒔，走ったのは」の揚合は一字漢字と数えた。

」・三字以上麟字％・・三品ｮ嚢織鑓麹・…三豊上連続灘・

　語に関係なく漢字が三字以上続いている揚合，　たとえばr自家公務員……」「そ一k

　以後彼は……」など。これは上級のものに多いと思われる。

li．　05

27．　67

6．　92

74．　81

±9，　8　r」

5，　34

13．　lg

27．　67

20．　ge

34．　21

4S．　02

20．7フ

15．　93

11：劉

E32，；

27．　Se

1フ．69

5．　83

35．　97

21．　55

49．　41

29．　04

2・語愛の分析

　計画によって，語彙の分析は，漢語。外来語・原認・略語・固有名詞につ

いて行ったが，教科書では原語。略語はほとんど問題にならず，また，外来

語。固有名詞は学年別の差がほとんど見られなかった。
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　　漢語につ㌧．・て見ると次の通りである。

　　　イ．　芝四丁苧（教科書昏翼ゐ最後の一交を拾った場合）

　　　　　　　　　　　図表中の数字は100丈中1こ含まれる平均漢語数を示す。

　　　　　　　　　　q％）は灘離緻に対する比率を示す。

x．．．．．

ﾞじ二二：こ裳／1烈．．生＿蹴　1歪．、さ　i．．・！・1．三
高

a　1／　’　　1
　　ii　一’一i－n’H

漢i　2
　　1　一一一2一一

　　11　3
　　」　一一3一一…一

　　1　　　4
　　｝その他
字i
　　｛

・（・．・9劉

　3（　2．　22）i
i／／　g］一g・　is＞　1

3継｝
　　　　　　　　1

　　（　O．　09）i

26　（20．　37）

　　　　　　　殉

　ユ．6（4．フ慮）

　29　（　8．　73）

ksk　（46．　09）

　S2　（IS．91）

　2（　O．7）
　i（　O．　23）

　1（　O．　39）

　フ（2．02）

2S9　（78．　81）

巷乙と鑓弓ぎi

量器ε暴：皇言3i

　4（　G．　65）

　2（0．2フ）
　　　（　G．　07）

　1（　O．　85）

510　（93．　76）

　　　　　　　％
　39　（　4．8フ）

　91　（！1．　32）

40i　（49．　8e）

229　（28．40）

　4（　O．　44）

　4　（，　O．　S2）

　1（　O．　06）

　3（　O．　36）

772　（96．　78）

b
ひ
ら
が
な
㎝
c
か
な
十
漢
字
「
d
カ
タ
カ
ナ
＋

　
一
　
…
　
一
州

　
に
　
　
　
　
の
　
　
　
　
い

1
1
2
2
3
．
3
4
の

　
…
｝
｝
そ

　
　
　
　
　
　
　
’

計

2
3
4 他　　
尋
丁

の　
　
蕪
口

そ

一．

o．

黶
¢
ｼ

…
1
2
3
4
の

｝
＝
＝
そ
計

14（ユ120引
16　（12．8フ）　i

　　　　　　　　ミ44　（34，72）　i

l碁を量：雪；3i

　　　（○・09）1

　　　　　　　　じ
　3（2．22）1
　　　　　　　　ト
・・（…39）i

己σ．84づi

，lll：劉

4（　！．　32）

　　（　O．　08）

　　　　　　　　E

　　　　　　　　t

1（　o．　3g）1

．S－S一一｛．．1．．4一・一23）．i．

餐呂：携｝

’二言：至蓉3i

　　　　　　　　I

　　（　O．　05）

18・（　3．28）

）
）
）
）

9
ー
ユ
7

0
0
4
0

0
0
0
0

（
（
（
（

1
　

3
1

S（　O．　58）

漢
字

）
）
R
）
4

ρ
D
フ
5
0

（
（
フ
ー

）64α

）586

）
）

S
∩
コ
戸
b
O

…
0
0

（
　

（
　

（
（

－
…
　
9
　
・
－

）470（1

ユ2（　3．5S）

？（　O．　47）

（　s．　os） P
1壁．～．蕉：1『7）1

1薯8：き量31

（　o．　or」）l

　　　　　　　I
（　o．　04）l

　　　　　　　l
1　（　O．　31）　1

　　　　　　　．．1

（　o．　os）．

（　o．　os）

（　O．　04）

（　O．　14）

1（0ユ6）i
1旨8：葺き3｝

（　o．　03） h
　　　　　　　l

・（・・蛎

工（0．24）
　（　O．　05）

1（　O．　29）

e
数
字
＋
漢
藷

字
な
ナ

　
が
カ

　
ら
タ

ヒ
ヨ
く
　
も

灘
D
カ

十惹櫛

！（　O．　74）I

　　　　　　　l

　（　o．　09）I

l（　O．　83）

　　　　　　　1

3（ユ，obi
　（　O．　03）

　（　O．　03）

3（　i．　06）　li

　　　　　　　l

12　（　2．　2i）

　　（　O．　09）
ユ
．

！3　（　2．　30）

4（　O．　48）

S（　O．　60）

9（　i．　08）

！9　（　2．　39）

総
　
■謝 128

」9　（　2．　39）

324 543 80S
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　　　轟．　i糞語．（各教科書の文を等簡隔に拾った場合）

室一一巣絶i小三i小六
　　　　　　　　ダ
1．p二1三　｛ 高　　三

a
i漢
｝

1翌1、

熱

．慰

｝
…
｝
他

エ
ー
2
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〔注〕ar漢字」は，漢宇で書力・れた漢語の意。

　　　　　1　は「胃」「橡」「班」のように漢掌一字の漢語。

　　　　一1一は「研究潭」「優賃金」などの」・うに独立し得る他の漢語と絵禽した一



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12エ

　掌漢語。

　2　　は「学校」「国家」「官庁」のような漢字ここ掌の漢諮。

一一 Q一　は「概究一｝折」「学校一制穣：」などのように他の漢語と結回した二宇漢語0

　3　　は「市町’村」r雪月花」などのような漢字三宇の漢語。

一3一　は「耀和一二七年一議月」「二〇分一二〇秒」のように他と連含する三字漢語。

　4　は「山州草木」「都市町言寸」のように溝字四掌の漢語。

その他は「重箱」r湯桶3などのように音覇の混合した漢語o

b　ひらがな　は，ひらがなで書かれた漢語の意。1，一1一，2，一2一，3，一3㌦

　4．，その他は，漢掌に直した媛i合の漢掌の数である。　ゆえに，「がっこう」は2、

　に，「けんぎゅう一じょ」は一1一に入る。

C　「かな十三掌」　は，「がっ校」，r学こう」，「けんきゅう所」，「概究じょ」など

　の場合，2，3，4は漠字に藤：した：揚合の数字である。

嚢　「カタカナ十漢字」　は，「アメリカ合衆国」　「オランダ領」　「醐ドイツ」などの

　揚合，一1一，一2一，一3一，一4一｝ま漢語の部分の漢字の数である。

e　「数掌十漢語」　は，数宇と］’ec，1語の結合した揚合，「1月」，「1953年」，「1がつ」，

　「1953ねん」，「1ガツ」，「1953木ン」など』である。

3．丈法聰係ならびに品詞の分析

　イ．　教科書各頁の最後の一：文を拾った場合

　　　　　　　数字は100文中に含まれる平均語数

　　　　　　　　　　学年
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〔注〕　この分析は（W）については行わなかった。
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「
－
n
b
3
1

　
　
1
［

3

1

主語は，「は」「も」「が」のつく主語および助詞のない主語に限る。

サ変は，複合語のサ変に限る。

文語副詞は，．「みだりに」「つし・に」「さらに」「いわんや」「き2つめて」「すでに」「あ

　らかじめ」　「あたかも」　「しばしぼ」「およそ一．；r同じく」「よし一｝などのように話

　しことばでは使わない副詞。

文語連体詞は，f’かかる」「舜一）が」「あらゆる」「とあるjl一いわゆる」などli零しこと

　ばでは使わない連体詞。

：交詰代名詞は，上と爾じで「かれら」「かれ」「予」lmわれわれ」など。

文譲接続詞は，「しかも」「しかして」「したがって」「および」「かくて」など。

接続語は，丈頭にあって接続の役隠を果している語あるいは句◎したがって「しか

　し」などの接続詞はもちろん「ここにおいて」「そこで」なども拾った。

単語助動詞は，「ず」「べき」「しむ」「ごとし」「たり」「ざる」「なる」（形郵語尾）

　など。

3と語助詞は，「ども」「とも」「のみ」「……ずして」「つつ」1”より」（そJ｝zより薩ミ）

　「すら」など。

連体詞は，「この」「その」「あの」「どの」「どんな」「こんな」など。

指示代名詞は，「これ」「それ」「あれ」など。

単語人称代名詞は，「ぼく」「ぼくたち」「あなた」「わたし」「わたしたち」「おまえ」

　など。

n語助勤詞は，「ますjrです」に限る。

III語：助詞は，「……よ」「……ね」に限るo

D．本年度の調査の反省と見透し

　1．　イ（各回の糸冬り文を孝合った揚合）と口（丈を等聞隔に拾った易み合）と

では，丈の長さ，漢語などに関し，龍者に少しくかたよりが見られるようで

ある。

　2．　学年別にみると，



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3．23

　t一’一i文平均宇数（1x2）　…4i｝平均字数　　会話丈　　漢宇％　　…字漢字％

二＝二二連続漢字％　　凱字以L連続漢字％　　漢語含有率（漢宇の漢語　ひら

がなの漢語）主語　　サ変　　受身　　文語旧記詞（副詞　連体詞　氏名詞

　接続詞）　　口語的贔｝1｝看（入称代名詞　呼掛　助動詞　助詞）　　連体詞

指示代名詞

　などのごとく，すべて明らかに段階的になっている。

　3．　これらの欝階語的要素の含まれ方の程度の違いは，読解力の発漣i程度と

対応すると考えられる。

　4。　尺度化するにあたっては，これらの要素のうちから，二三の標識を選

ぶべきであるが，どれを選ぶかは次の点から考える。

　tt　，丈構成の複雑さぎ示す要棄（一文平均字数，一一旬平均字数，主語）

　b・難語の含ま寵方を示す要素（漢字％，一字漢字％，二：字・三字以上連続漢字％，

　　漢語）

　c・口語的表現あるいば日晒的表現を示す要嚢（会話文％，サ変，受身，文語的晶

　　詞，f．1語的直言団，滋1体詞，指：茄代名詞）

　すなわち，a，　b，　cのうちから，…一つずつ最も顕著な差を示している要

素を選ぶべきだと恩われる。これを尺度の標識とする。

　5。　三つの標識が得られたら各種：の：文章を分析して，種々の段階の組み合

せによって，「読みやすさ」の：文類型をつくる。

　6．　次に各丈類型から選ばれた文章によって，問題を作成し，読解力テス

㍗を行って目盛りつけをする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（森　岡）

附　　　表

　ホ文中，「文字および符号の分析」「言吾彙の分翫1L文法関係ならびに晶詞の分析」

の結果を学年別に：激したが，ここ｝ζ：は，各科臼鴉，教科書別に：1．Hして参考に供する。
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〔9〕イ，高三教科醤別文字および符号の分析
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〔11）　イ．科R別漢語の分析（100丈中に含まれる平均語数）

年＼

ﾈ
＼
＼

、＼ガ
、
＼

小

国　　祉　　理

小 六 可F

国｝祉　理　国　祉
　　．　t

理

漢

字

　
一
　
一
　
一
他

1
1
2
2
3
3
4
の

　
「
　
【
　
…
　
そ

計

gl　g1

281i　ig1

6243

5

3
！

9

161　171　！31

231　40
　　　　　　　　i！51118i　21く墾

4gi　8：1・2Sl

Xliikl1

20g
戟E　g731　isol／

湯
2
9
含
1書

5

3SOI・

2×

78
374
2i8

　i
　1
　1
　6L

700
　　」

31
86
273
！38

　8
　2

！

軸
笥

国｝社 理

ひ

ら

が

な

か
な
＋
漢

　
｝
　
一
　
㎜
他

1
1
2
2
3
3
4
の

　
一
　
…
　
皿
そ

計

　　2

　　3

　　4

その他

6391

431

so
3！9

iO4

　2
　2
　1
　5

526

34i

IL7i

引

継
，
1

　　1

48
81
329
159

　2
　2

2

9561　623

カ
タ
カ
ナ
＋
漢

数

十

漢

8
6
Ω
∪
4
3

1
　
　
2

L

60

　　　　　　k

　61　141

器lil
izz
　　I　I

　sl　21
　　　　　　J

IO41　104

剥
M
9

コ
ー
0
エ
ー

　ミ

Si　4
21　　2
191　3！1
3i　31
　
i

1

2E　1・　41

　i

（
b
lユ
．

8

4

i21　41

4
［

l
i

　
I

s

可x・
　
l
i

6
1

9
8
工
7
1
　
　
3
　
9
…
7
3
　
1
　
1

　
4
　
　
　
6
…
2
　
　3

3i　21
，gl　．I

il　li
l　’I

I　，1

2sl　isi

　l　　　，

　1

z

l
！

1

13

フ
2

9

1

2

3

一1一
一2ム
ー3一
一4一
その他

計

字k
ζ
滲

ひらがな

カタカナ

2

2

3

ユ

2

2

2　　　1

4　　　1

！
1

2
　
烹
3

1
2

3

3

IO

10

［
0
2

7

20

20

27

2

291

総　　計
・…姻247142・129・1377；735｝ 　　ピ5911536

R
）
ρ
0

1！

6
8

i4

28

28’

24

24

9981　664



ユ30

〔12〕　P・科囲別漢語の分析（100丈申に含まれる平均諾数）
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　〔13〕イ．科農溺交法開係ならびに品詞の分析（100丈中に含まれる平均語数）
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ラジオ・ニューース文体の研究

　日本放送協会放送丈化研究所に委託した研究である。ラジオ。＝ユ・’一スは，

大衆にとって理解しやすいものでなければならない。はたしてどのような：丈

休のものが理解しやすいかを明らかにしょうとするのが本研究の昌的である。

　先年，ラジオ・ニュースにおける理解力の言語的条件として

　　1　単語の難易（ことに漢語）

　　2　文の長さ

　　3　読みの速度

の三つを考え（昭和24年度委託観究），さらに第二段階として

　　1　文の長さ

　　2　修飾句の数（その重なりかた）

　　3　場面の数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

の三つを考え（昭和25年度委託研究），それらが理解度にどの程度の影響を及ウま

すかを調査した。

　ニュース文体においては，このように理解度の難易に闘係のある一般的条

件のほかに，さらに多くの具体的条件の存することは明らかであり，それら

を検討する必要がある。

　貰本放送協会においては，つねに放送ニュ　・一ス文沐について改善を計り，

昭和！5年10月の「放送ニュドス編輯：便覧」において，

1
2
3
4
5
6
7
8
9
⑳
1
1

ラジオ・ニュ…　Aのスタイル原則

標題の書ぎかた

文語調を口語調に直すこと

漢訳脈並に欧米文直訳体を避けること

主語を文の始めに出すこと

段落を多くすること

引用丈の表現法

適当な補足的解説的語旬を添えること

名詞止めを少くすること

「てにをは」の省略をやめること

放送上適当でない語句
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に分けて：交休の書きかたを示した。

　さらに昭和19年9月の「放送報道編輯例」においては

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3

放送報道文は達意文でなけ・ればならない

主語を交の初めに置く

段落を多くする

用語は平明繁一で，口語調をとり交語調をやめる

漢文脈と欧米：交直訳体をさける

名詞止めを少くする

助詞を省略しない

報道文の諸要素を繰返す

引用文には結尾交をつける

補足の語句を擁える

外采語・難解漢語をさける

略語を補修する

放送の性質上不適当な語句を用いない

の13項母を挙げているや

　藏本放送協会では，以上二つのスタイル・ブックを受け継いで，新しく＝

“　te　YN編集の指針を示す計廼1が樹てられた。そして協会内の委員会において，

ニュー ﾕ丈競上注意すべきものとして次の原則を定めた。

1
2
3
4
5
6
7
8

タ開く丈牽に

文章は平易に

センテンスは短く

主語を先に

用語を遡男に

助詞などは省略せずに

名詞止めを避ける

直訳体を避ける　　　’

　そこで，主として定時に放送されたものを実例として収集し，これに対し

て理想と考えられる多くの書きかえの丈：例を作製した。これらの書きかえの

丈例がはたして原型よりも，理解において効果において，すぐれているか，

どうか，を実験自勺に調蕎することになった。この調査は現在進行中である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（森　岡）
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文字配列の合理化に関する実験的研究

　　　　　A．　この問題を取りあげた理由と目標

昭和24年度，同25年度国立国語研究所年報に詳述したから再述は略す。

　　　　　　　　B．　前年度までの調査研究のあらまし

　　前年度は，：文字配列の合理化に関する獅究を1擬球運動の記録による実験的

　研究とテス｝による調査研究との両面から行った。誉者の研究は光線櫃秤を

　利用する方法により，3名の動く義眼者を被験者とし，よこ書き，5宇詰，8

　宰詰，12字誌，語字詰，2｛｝宇詰，26宇譜の各種，9ポ活字，3．5mm行間隔

　の比較的容易な文章を材料丈にして実験，計20葉の記録図から行の長さによ

・　る読みの効果を見た。その結果，概略ながら12字詰，ユ5字詰の読み材料に読

　みの能率が高いことを知った。後考の研究は前者と同一・のイ軽樹幹により都下

　の中畔，高校生，約500名に対して，時灘lilJ限法（Time－limit　meth◎d）に

　よる聞体テスbを行い，たて書き，よこ書ぎ，その各々のさまざまな行の長

　さによる読みの効果を見た。その結果，読み速度において，たて書きの丈が

　よこ書きの：文より有意差をもってまさり，行の長さについては，たて書き，

　よこ書きの丈も共に20字詰，25字諦）読み材料に読みの能率が高いことを知

　つた。

　　　　　　　　　　　C．調査研究の担当者

　　所賃　草嵩晴介　　非常勤所藁　オ≒重石昭三

　　　　　　　　　D．計　　　　　　顧

本年度の研究は前《i渡来の継続研究であり，研究に着手する前に，ゴll∫年度
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の研究内容に砦干の検討をカμえた。すなわち，眼球運動の実験的研究は被験

者が義眼者であったため，一応は客観的条件下にありながらも，要は動く義

眼の運動より他方の健康な眼の運動を類推するにとどまり，さらに誰種の制

約のために実験の基礎段階にとどまらざるを得なかった。

　そこで，本年度はContact－1ensを使荊し，’眼の健康な者を被験者とし，

たて書き，よこ書き，その各kのさまざまな行の長さによる眼球素謡の記録

図を得，これにより測定研究しようとした。他方，テスFによる研究は前年

度の丈字配列中の6字詰を才爵て，あらた：めて30宇詰，36等二言，40字詰を加え，

新しい内容を持つテスト丈により，中学，高校生を対象として実施し，文芋

配列の効果を．見ようとした。

E、　実　施　状　況

　1。　眼球運動節録による爽験酌研究の爽施状濁

　本年度轟初はCORt歌cdensによる実験〃〉見通しがっくまで演年度の動く

義眼者を被験者とした実験を麗i潤する予定であったが，実験可能な義脹奢ヵ；

得られないので一・時これを断念し，その実験を中絶した。たまたま東京教育

大学教授，高科医，医博，大出信郎氏の研究協力を得ることになり，氏にi実

験にイ吏∫1｝すべきCORtact一王ensのイ八雲を依；鞭した。氏は，苦心を重ね，27年10

月，遂にこれを完成し．た。

　そCで，教育大戸・雑司谷：分校二二を借用して四球運動実験装概を瞬立第二

病院よりここへ移送，実験に蒲手した。

　当初は下のような理由で実験の遂行は困難をきわめた。

　　1．　C◎P．tact一王ensを被ll負嚢』の眼球と眼瞼の臨に：はめこむには高度の妓術を要し，

　時に被験庸の眼糠のLS；壬1度がCont我ct－le鷺sの1』蔓度と一致せず，ぴたりと窟鋳しなか

　つたり，また被験潜が神経質などの場合には，その操作は不可能に近》．・。

　　2．　Conねct－1e取sには塗i三灘的食塩永，震たはリンガー氏液を充満して限球と膿

　瞼との暇にはめこむのであるが，それがたとい少量でも演れて：眼球とContact一
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　1ensとの聞に空気が残って水泡を生ずれば蕉常な知覚が行われなlt、。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほ
　　3．Contact－lens｝（銃替をとりつけるのに，その部位が不適当であれば，実験

　iτi笥に眼球に：痛覚を感じたり，時に鏡片がはがれ落ちるというtともある。

　　4．実験中，三二が涙などで曇ると鮮闘な記録線が得られない。

　しかし，これらさまざまな困難や障讐はやがて克服され，12月初旬に初め

て認録に成功した。その後，ただちに実験を開始し，28年3月までに相当数

の記録図を得た。

　2．　テストによる調査研究の巽施状況

　テスト丈の選択と作成については，27年9月までに申学，高校用の2種類

を謄写罰りにして完了した。この謄写刷りは活字印慰こ比して，書体，文字

の大きさ等に統…性を欠き，従って結果の客観性に乏しいうらみがあり，こ

の種の研究材料としては致命的とさえ思われたが，種々の制約下にあって，

これは如何ともすることができなかった。そこでその：不備を補うためにでき

るだけの考慮を払い，条件の厳正を期した。かくして，中学校7枕1660名

に対し仕事制限法（Work－1mit　metiiod）による団体テストを実施し，たて

書き，よこ書き，そμ）各々のさまざまな行の長さの文について読みの効果の

順位をきめた。他方，高校生に対するテストは都合により中丘した。

F．研究成果
1．眼球運動記録による爽験的研究成果

　a　実験研究嗣標　　たて書き，よこ書き，その各々のさまざまな行の

長さによる読みの効果を見る。

　b　実験装置　　本年慶はOssci王◎graph用の鏡を眼球にはめこまれた

Contac乞一1ensに貼付し，これに平行光線をあてて眼球運動を記録する方

法をとった。℃◎1寛act樋ensとは合成樹脂よりなり，　Lensの表爾上の鰻験

との摩擦が特に少ない遡当部位を傷つけ，その凹部に鏡片をはりつける。そ

の粘結剤としては，酷酸アミールを溶媒として無色透明なセルロイド片を



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3．37

溶解し，その粘調性を利用して貼付するのである。この溶液は乾燥蒔には

表画張力により滑かな被膜を生じ，よく鋭利な鏡片をその下に被い，眼験

との摩擦に際し，痛覚をなくするのに役立った。実験には被験者の視力，

限球の形状に正確に適合したLensが特別に作られた。　Lensの眼瞼1下へ

の挿入は実験者が行う。最初，眼にペルカミン液を点滴し，次に適当量の

アドレナリン液を点滴する。次に被験考をしばらく安静状態に放置し，水

平位にContact－1ensを把弓寺し，その凹面に生理的食塩永を充満させたま

まこれを限験下に挿入する。こうして正しくはめこまれ，調整されたLens

l一山に痛覚を与えることなく正常の視力を保持しながら騰醤1を正常に運動

させることができる。Lensが眼球に密着していることは実験上の不可欠

の条件であるが，これは簡単な点凝視，直線，円，正方形等の刺戟図形の

トレースの予舗実験から，その正確さが心慮された。

　C　実験者　　所員　草島細字　　非常勤所員　村石昭三

　教育大学教授，大山信郎氏はContact－lensの作成，調整，小鏡片のと

りつけ，およびLensの挿入等，種7〈の録画に援幼，協力を与えた。

　d　被験者　　教育大学心理学科学生，半沢正時，心添慶昭，計2名。

　e実験揚所　東京教育大学雑山谷分校，暗窒。

　f　実験材料　　材料：文は汐（の通りである。

OA材■料　前年度の実験に使挿したもので，9ポ活字，3．5mm（＝ftl・憾隔，8字詰，

エ2字詰，15字詰，20字諮，25字講のたて害きとよこ書きの文，計10種類。

OB材料　申挙生用テスト材三文で，4弩濡字大，6．◎mm行閥隔，8字詰，12

字詰，15掌骨，20字諮，25宇詰，30字誌，35字誘，基0字詰のたて善きとよこ書き

　の文，E．1・！6種類。

OC材斜　高校生用テスト材料丈で，5号活字大，8．　Omn1行高曇，12字詰，15

字詰，20字誌，25字詰のよこ欝きの交，計4種類。

OD材料　葡年慶の実験に使用したもので，わかち書き，9ボ一宇，5．　Omm行

聞隔，2G字詰のよこ聡きの丈，1種類。

9　実験方法　　実験は田子内で行い，予旙実験後，被験者の構えがで
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　きてから，実験奢は被験者に平素の読みより，しいて速くもおそくもなく，

　読んだ内容が理解できる程度に普通の気持で黙読することを命ずる。そし

　て読了後，極度に長い凝視，読み返し等に関する箇所の内省報告を被験者

　に求めrl）　。’実験に使用されたBrGmideぱOsscilograph用Bromideで

　26cm×％00cmのものを各葉，20crn×110c凱として使用した。國転速度

　は一國転，約35秒である。

　　昨年度の実験には欝読を課したのに，本年度は獣読を課した理曲はその可能性を

　得たからに勉ならない。呼吸その繊の要因に：なるべく制約されない読みの研究は所

　期の爵的であったが，鋒年度の装｛澄による詑録踏においては，詑録線と読材り糾の各

　都落とを該当させることはいちじるしく囲難であったQしかしながら，幸にも今年

　度翻案の装羅においては，その舞曲はほとんど克服され，記録線上に読材料の各部

　を該当させることが煙論上，実際上可能になったからである。換言すれば，交章中

　どんな都分で，どんな腱時運拗が現われるがを片明にあとづけることができるよう

　になったからである。（暴挙年報3，1952参liξ｛）

　　h　処理の仕方　　’Scoreの計算は明瞭に記録さ才している記録図のみを

　対象にし，不鮮明なものは除外した。夏に最初の行の記録線は機転の加速

　度があったり，正常な読みが行われない点等を考慮して除外し，第二行欝

　からの記録線につき測定した。そうして，読時間（1秒間の読字数）停留

　数σ停留の把握字数）停留時無（コ停留0）所要時間）逆行数（コ逆行の

　読字数に対する割合）を調べた。なお，運動，すなわち，行間違警，凝視

　闇運動については時聞測楚をしなかった。

　　至　実験結果　　本年度に得た記録図数の内訳は次の通り。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

ーtt一一．．．一一t＿．t一＿＿＿IA構こ1’釧繍。材料D棚㌔．計

　　　たてi　6葉　　8　　・　　・　　エ3葉
半沢よこt・6　　・2　　7　　・　36
押谷鷲il，’　l　l　l　、1
　　　　　　　　
　　　計｝26…．tttt’T．一…葱　…ヂ．11『1「6フ

これら記録閣か鶴たて書き，よこ書ぎ，その餐々のさまざまな行の長さによる読
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みの効果を見るための統計的処理は本年度は行わない。本実験が上記のような被験

嚢数と記録図数とにとどまったことは，実験繰作がきわめて厳密な条件と配慮とを

要し，年度末に灘り，ようやく実験の運びに二灘つたも．ので，その悶，実験装置の完

成に異常な蛍苦を要したために二ほかならない右だから本報告は年度末までの1二1二；臨報

告であり，従って多数の材料と被験者とを利用してなされる儒三度の高い成男ミは・

ただ今後累績される実験結果に待つべきである。敏にここに：は被三三鋼，覆＃翼燐に：

実験紬果を記録するにとどめる6

1．たて書き（A材料　被験春

行　　の　　　1秒間の読
；縫：　さ　　　字数平均

　　　te　／t，ii　一tsr

　　8　3．　29

　12　6．　76

　15　5．　04

　20　6．　74
　25　6．　2e

2．　たて書き（B材料

の
さ

行
長

8
2
S
O
5
0
S
O

　
－
晦
よ
2
2
3
3
護

1秒間の読
丁数乎均

　4．33

　4．　56

　4．　9．！

　4．　4．7．

　3．　82

　3．　9S

　4．　47

　4．　62

3．　たて書き（B材料

行　の
長　さ

　　字諸
　8
　12

　×5

　20

　2．5

1尋問の読
字数平1均

　　　宇
　3．フ7

　4．　SS

　6．　05

　6．　30

　4、フ5

　　半沢正陣）

1停留の把握
日数（S．D）

　字　　　　字
2．　67（O．　414）

2．　84（O．　349）

3．　GO（O．　3k3）

2．　94（O．　335）

3．　29（O．　530）

被験者　斗三沢正時）

　　1停留の記握
　字数（S。D）
　　　字　　　　字
　2．　40（O．　378）

　2．53（0．5フ8）

　2．　64（O．　443）

　2．　22（O．　1．90）

　2．　31（O．　270）

　2．　16（O．　360）

　2．　33（O．　240）

　2．　49（O．　420）

被験者　抑二谷慶昭）

　　工纏留の艶1握
　　勾こ数（S．D）

　　　おい　　　　　　　　　　ノサ
　　　　マレ　　　　　　　　　　ゴ　

　　］．．89（0．582）

　　2．00（0．466）

　！，93（0．389）

　　2．17（0。340）

　ユ．88（0．工61）

1停留の停留
時間（S．D）

　　騨　　　　秒
O．　82（O．　158）

e．　42（O．　e92）

o．　6e（o．　y－o）

O．　44（O．　03，5）

e．　53（O．　094）

1停潔の停留
博悶（S．D）

　　　　　　瀦
O．　SS（O．　147）

O．　56（O．　168）

O．　52（C．　020）

O．　50（O．　077）

O．　60（O．　160）

O．　5S（O．　080）

O．　52（O．　e37）

O．　54（O．　038）

1停留め鱒塁留

時閥（S．D）

　　秒　　　　騨
O．　6G（O．　102）

O．　44（O．　C6！）

O．　38（O．　OS）

O．　40（O．　08B）

O．　39（O．　Oi8），

1逆歪：tの読宇数

に対する割脅・

　　　　宇
　　　oo

　　　oo
　（X．．）

200．　0

62，　6

1逆行の読字数
に対する捌・含

　　　　字
　　　oo

　oo

　oo

ee

ユ20．　O

　oo

IO5．　0

39．　0

1逆行の読字数
に対する劇・含

　　　　字
　　68．　0

　　48．　0

　　21．　8

　　33．　3

　　37．　g．
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亀

6

5

よこ書き　（A粒舞ξ斗

　
　
誌

の
さ
字

　
　
O
u

行
長

8
　
8

2
2
2
5
5
0
0
0
5
5
8
5

ユ
ー
1
1
1
2
2
2
2
2
2
2

よこ醤：き（A材料

　
　
誌

の
さ
字
8

2
　
門
b
　
O
　
［
b

l
　
1
　
2
　
2

行
長

よこ書き（B材料・

行　の
長　さ
　　　　字詰

　　8

　12

　15

　16

　20

　2S

　30

　　　　　　　　擦斐癬灸需餐」　ヨ蔦沢遜三ll寺・）

1秒『轟の訪セ　　　　1搭三留の書巴握

字数平：．均　　　 L－奄註煤iS．D）

　　　　　字　　　　　　字　　　　字
　3．　73　1．　81（O．　830）

　3．70　　　　　　1．フ○（0．510）

　　4．　75　1．　52（O．　29e）

　4．　26　1．　7L（O．　230）

　4．0ユ．　　　　　　　三．59（0。367）

　　4．　3－7　1．　88（O．　630）

　　4．　S4　1．　94（e．　210）

　　S．　50　1．　56（O．　！70）

　　4．　78　i．　63（O．　129）

　　4．　48　1．　58（O．　！90）

　　S，フ6　　　　　　　1．93（0．320）

　　3．　68　k．　96（O．　4SO）

　　4．　71　1．　54（O．　200）

　　5．　54　L79（O．　130）

　6．　87　1．　53（O．　090）

　　　　　　　　　被験者　押谷慶昭）

1秒間の聲売　　　　1梶二留の書笹重箆

宇数平均　　　業数（S，D）
　　　　　字　　　　　　字　　　　字
　　2．　86　！．　38（O．　400）

　　4．　28　1．　86（O．　600）

　　4．　70　1．　84（O．　240）

　　5．　±8　2．　00（O．　！30）

　　B．　02　2．　12（O．　49S）

　　　　　　　被藩灸者　　垂に沢正fi寺）

1秒間の読
字数：平均

　3．　95

　5．　15

　6．　99

　4．　41

　3．　63

　2．　48

　5，　29

1牽茎留の書邑1溌

f三鴛数（S。1））

　　字　　　　竿
1．　63・（O．　3kO）

1．　64（10．　103）

1．　67（O．　012）

1．　58（O．　210）

1．　60（O．　S34）

！．　42（O．　2！4）

1．　64（O．　197）

1・ρ亨留の登二ζ留

時…閥（S．D）

　　　融　　　　秒
　O．　49（O．　］99）

　O．　46（O．　093）

　O．　32（O．　026）

　o．　4e（o．　ogo）

　e．　40（o．　073）

　O．　44（O．　072）

　O．　43（O．　020）

　O．　28（O．　029）

　O．　34（O．　e38）

　O．　36（e．　e24）

　O．　34（O．　OIO）

　e．　53（O．　．146）

　O．　33（O．　090）

　O．　32（O．　020）

　O．　22（O．　008）

1停留の停留
時聞（S．D）
　　　渦　　　　　秒
O．　49（O．　020）

O．　44（O．　070）

O．　39（O．　017）

O．　39（O．　090）

　O．　42（O．　039）

1繕二留の登｛f・留

時間（S．D）
　　　秒　　　　　秒
　O．　41（O．　090）

o．　32（o．　e20）

　O．　28（O．　029）

　O．　36（O．　049）

　O．　44（O．　OOi）

　Q　67（O．　02S）

6．　3S（O．　008）

1逆行の読掌数
に対する割合

　　　　k9．　2

　　　　40．　0

　　　　22．　0

　　　　30．　0

　　　　21．　6

　　　　19．　2

　　　　　00

　　　　60．　0

　　　　17．　7

　　　　60．　0

　　　　49．　e

　　　　28．　0

　　　　22．　2

　　　　i25．　O

　　　　　co

！逆行の言売雪a数

に対する割合
　　　　　　　字
　　　　12．　0

　　　　20．　5

　　　　i9．　0

　　　　92．　0

　　　　44．　5

1逆行の読字数
に対する割合
　　　　　　　宇
　　　　52．　0

　　　　36．　0

　　　　60．　O

　　　　l7．　1

　　　　80．　0

　　　　12．　5

　　　　2フ．3



1．41

30

3S

3Jr

40

40

6，5フ

6．　87

E．2工

］．O．　44

rJ’

D21．

！．　96Ce．　！05）

J．．　g8（O．　234）

i．　89（O．　087）

2．　69（O．　280）

2．　07（O．　104）

7．　よこ書き（B材料被丁丁揮谷｝麹1｛）

一
丁
…
受

孝
［
丁
　
　
訪

の
さ
字
8

12

工5

20

2S

30

35

40

1秒間の読
字数平均

　3．　6］．

4．　23

4．　35

S．　7S

4．　02

4．　39

3．　61

4．　2S

1警留の抱縫
壕＝数：（S．］［））

　字　　　字
！．　9！（O．　447）

1．　75（O．　86！）

ユ．82（○．298）

2．　6k（O．　2k／　6）

1．　roo（o．　136）

1．　8S（O．　］．］．6）

i．　40（e．　123）

1．　76（O．　06］．）

8。　よこ書き（（C材’料・被験表　半沢コヨiもつ

の
さ

行
長

12

！2

IS

20

20

2S

25

字詰

1秒間の読
字数平：均

　3．フ1

4．　08

フ．50

S．　04

4．　99

S．　23

4．　18

1檸溜の把握
字数（S．D）
　ノか　　　　　　 ノ　い

　つコ　　　　　アチ
1．60（0．106）

）ρ
0
9∩
0
0（761

）341G（ρ
0
91

「

i．　74（O．　143）

2．　C6（O．　207）

！．7S（O．　i30）　”’

1．　63（O．　190）

9．　よこ書き（D材料　被験者・半沢正時）

行　の　　1秒問の読　　1停留の把握
長　さ　　字数平均　　　字数（S．D）

2e
字諸

6．　42
　字　　　字
2．　42（e．　！60）

（記録図1．記録図2参照）

O．　29（O．　121）

O．　29（O．　025）

O．　38（O．　054）

O．　26（O．　039）

O．　4C（O．　032）

39．　7

36．　0

23．　3

132．　0

120．　0

2停溜の擦留　　1逆行の読字数
隠悶（S．D）　に1対する割合

　　秒　　　騒　　　　　　字
O．　63（O．　103）　88．　0

O．　41（O．　007）

O．　42（O．　OSI）

O．　45（O．　066）

0．3＝7（○．1フ0）

O．　42（O．　008）

O．　39（O．　047）

O．　42（O．　046）

1停留の擦留
聴…闘（S．D）

　　秒　　　　紗
。．　43（o．　osg）

O．　41（O．　124）

O．　26（O．　Q24）

o．　3s（［o．　03g）

O．　41（O．　OSO）

e．　33（o．　oso）

o．　3g（e．　oso）

19．　2

IS．　0

24．　0

18．　8

18．　［3

IO．　！

20．　0

1逆行の読字数
に対する害窃含

　　　　字
　　48．　0

20．　0

4S．　O

80．　0

30．　0

32．　0

2S．　O

1停留の停留　　1逆行の読字数
時問（S．D）　に苅する毛綱合

　秒　　　　秒
O．　38（O．　C67）

記録図　1

1r）s．　o

xx“9 @1　’舜’聖じ過≡一献魍ヒ再一＿．．．、．雌誤記憶
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　記録図　2 　（註）詑録図穀よたて書き文（20寧諮）の写録隣。下方余由部「

　　　の蝋燭は停留番男・を示す。

　　　　記録圏2はよこ警き文（20字詰）の記録図。右方余陰蔀

　　　の数字は地山番号を示す。

2．　テストによる研究成果

　a　調灘i研究目標　　眼球運動の実験研究圓標に岡じ。

　b　テスト材科　　テス1・材料の選定にあたり，童話，

小説，新聞，論説，科学，日常生活，および雑に類別し，各

類から400字以内で内容がよくまとまっており，かつ各類

を代表するようなもので，しかも平易なものを目指し，こ

れらな小学六傘生f4・1文集，グリム鷺話，横山美智子作晶集，

中学生毎口漸：開，雑誌子供の科学，中学生時代などから選

んだ。その際，被験者にとって極端に平易に過ぎ，たとえ

ば仮名の逐宇的読みなどにおちいり，かえって正常な読み

がさまたげられるようなものはさけ，あるいは理解蔭にひ

っかかりを生ずるような窩度の精神機能を要する難解なも

のもさけて，なるべく被験者が材料を一見すれば特に考え

ないでも，そのまま難なく意馬がとれるような読み一一一知

覚；藝i象としての読み一としてのe丈字配列の効果が前景

に繊るような丈を選ぶことに留意した。そうして各材料丈

には2個の選択肢を与えた。これは，から読みなどを防ぐ

手がかりとしたのである。このようにして読まないでいて

読んだふりをしたり，また全然理解に無関心であるような

読みを発見して耕除した。

　こうして選ばれた10個日材料丈を78名の被験者を用いて

Work－limit孤ethodにより団体テストを実施し，完全な

正解率を示す7個の材料丈を得た。さらにその中から甥御，



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／4S

小説，：新聞，科学，iヨ常生屑の5個の材料文を選んだ。そしてその文字配

列をたて書き，よこ書きともに4号活字大，6．Omm行間隔とした。各々

の行の長さをS漁戸，12字謡，15宇識，20字熱，％字詰，30宇諮，35字識，

4f）字詰として，計16種類を謄写麹りにして本テストの材料とした。

　c　被着呼と検査者

テスト実施校

罫i樫予区立礁i．．i一笥

戸塚区立一巾

拠：田谷区立北沢中

世田谷区立三無斧中

、世田谷区立太子裳中

大EEi区立：大森二黒

川崎直立留：士紅中

男

！12入

lo三

8フ

89

83

1．17

295

被験　者

　　女

　　103入

　　go
　　68
　　63
　　76
　　1！6

　　：．．c，o

総　　計

上記被験者はいずれも第二：二1学年生徒で表）る。

数

計

215人

置91

1Ss

iS2

159

233

SS5

工660人

　検査者　　草島時介　村噺昭三

　d　テストの実施方渋　　テスト用紙は学校，学級にかかわりなく，そ

の各種を無作為賄ランダム的に混じて配布し，学校，学級の読みの能力差

が魏われることをさけた。そうして検盗者は被験者に対し，読む際には平

素，読む時と同じ程度¢速さで黙読し，読了後には所定の書入欄に経過時

間を記入することを命じた。　この方法は一一応Worldimi£meth◎dによ

りながらも，どこからでも見えるように大書し去．時闇の呈添に，より，被験

者欄々のテス掃幹要時闇が濁定されるように試みたものである。この時聞

黒示は毎5秒聞隔に行わオtる。検査噺ぱ被車馬が読了後，時間の記入を忘

れていたり，あるいは，でたらめな時闇を記入したりしないようによく注

意した。

　e　整理の仕方　　たて書き，よこ書きにおけるさまざまな字詰の効果

鉢以上σ二操作によ餌その読時間によって1！膜：される？知覚機能を前畢に
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　出した読みという喜象の研究において，読みを完配な理解という立場で考

　える立前上，ここでも10〔｝％に正解しなかった一切の資料は排除し7妃。テ

　スト資料のうち，統計処理σし：対象になつブし資料の数を％で示せば下の通り

　である。

　　　　　　　　8字・i・正；12字　15字　2鱒：125字　30字・35字　40字　平均

　た　　　　　て　　　　　63．8％59．2　　63．9　　59．4　　66．0　　61．6　　64．7　　67．0　　63．1

　よ　　　　こ　　　　57、0％59．8　48．0　57．4　53．9　56．6　63．1　58．フ　5フ．O

　f　結果の整理

〔表　1〕

　たて盛誌『

　よこ螢：き

〔表　2〕

たて轡き’

よこ書ぎ

結　　果

．1）

1．　たて書き，よこ書きにおけるi涜速度のj；ヒ遷

御　　数

　624入

　472

男

読賭樹平均

　24ユ．2抄

　2フ418

読唱賜平均　　偏　　　　　　　　差
　242．フ零鼻　　　　　69．9τ夢

　2フ0，9　　　　 64．5

65．！羅・

66．　！

　　　　女
読階間平均　　偏　　差

　239．4雨妻　　　　　63．3謬，

　290．3　　　　 65．フ

　　　表1によれば読時世平均はたて読みがよこ読みより小であり，その

差は33．麻少にして有意な差と認められ．た。

　2）表2によれば，読時闇平均は男子でぱたて読みがよこ読みより小で，

その差は2S．2秒である。女子においても陶じく，その藻轍60．9秒である。

2．たて書きの各行の長さにおける読速度の比較

〔表　3〕

　行の長さ
　入　　　数

　読時閥平均

　偏　　　差

〔異　4〕

　行の長さ
　読時澗平項

8字誌12字

67入　　61

264．3秒239．フ

80．　7f；b　62．　1

8寧詰／2字

278．7ずウ233，7

15字　20宇

G9　63
2Si．　7　243．　6

6・4．S　60．6

　　　　男
＝L5∫字二　　2Q三茎

2G6．2　258．3

25字　　　30宇・　　35字

66　69　6e
228．　3　234．　6　234．　e

S2．8　　　フ○．2　　　69．0

護0掌：

63

231．　6

62．　4

　　　　　　　　　　ち25字　　　30弓弦　　35寧．　　40を茎

222．0　　223．4　　228．9　　237．6



　偏　　　 差　　　　83．7秒　65．7　　64．8　　57．0　　48．0　　67．6　　62．4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　女
　読臼寺目鵠平均　　　　　　243、0秒246．0　　236．4　　234．9　　233．4　　248．1　　238．8

　奮疑　　　　　差　　　　　　74．0秒　　54．O　　　S5．2　　　66．0　　　55，2　　　フ2．　G　　　68．0

　結　　果

　1）

ば，％面詰，40宇謙，35二二，30宇詰，12字諮，20字諮，ユ5字諮，

の願位となり，特に8宰詰の読時闇平均は大である。

　2）

14，to

66．　0

220．　8

53．　7

表3により各行の長さにおける読時間平均を小なる字謡からあげれ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8宇瓦

　　　表z、により各行の長さにおける読蒔間平均を男女別に小なる宇瀦か

らあげれば，男子では25宇識，30字酷，36宇詰，12字詰，40字詰，20字譜，

エ6字詰，8字詰の1績位：となり，女子では4｛｝字詰，26字詰，20字詰，15字詰，

36字離，8字酷，12字雛，30字識の順位となる。

3．　よこ書きの各行の長さにおける読速慶の比較

〔表　53

　行の長さ
　人　　　数

　読用聞平均

　偏　　　差

〔表　6〕

　行の蔓さ
　読唱關平均

　偏　　　差

読時間平均

偏　　　差

回　　果

1．）

8字詰12字
6！入　　64

285．0秒27／．5

6工．8秒　　56．7

8治略12字
284．　．lt・）　272．　7

67．　2・r，lb　55．　5

28S．9秒267．3

フ0．8穆　47．フ

15字　20字

4g　ss
278．　8　250．　2

75．　9　62．　1

　　　　男

15字　20学
270．　6　2S7．　7

48．　9　59．　4

　　　　女
292．　2　239．　4

76．0　64．2

25掌　30字

SS　56
270，6　266．4

71．i　一73．5

25字　30字
28S．　O　237．　0

60．　9　57．　0

35宇　40字

6S　64
278．　4　285．　9

66．4　60．0

35宇　40字
277．　2　275．　5

52．　8　72．　6

272．4　289．8　280．2　3Gユ，8

66．0　　　7ユ．4　　　62．1　　　56．1

　　　表δにより各行の長さにおける読時間平均を小なる字講からあげれ

ば，・20宇詰，30字詰，12富山，36宇器吉，15宇霞吉，25字言柄，8二二，4（》字詰

の順位となり，特に4｛｝宇譜4）読蒔聞平均は大である。

　2）豪6により各行の母さにおける読一続平均を男女別に小なる等等か
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　らあげれば，男子では30字詰，20字詰，工5宇謡，12三門，40三三，35字詰，

　8宇詰，25字詰の順位となり，女子では20宇詰，12字詰，2δ三三，36宇詰，

　8字詰，30宇詰，16宇言吉，40字詰の1頓位となる。

　　　　　　　　　　　G．　結　　　　　論

　この調香研究の結論は，次のように要約することができる。

1．　たて霧きよこ霧：きについで

　テス｝による調査砥究の結果によれば，たて書き丈は，よこ書き丈より読

みにおいて，すぐれている。このことは，それぞれの行の長さ，牲別にかか

わりなく認められた。

　眼球運動の実験的研究によれば，研究はようやく緒についたばかりで，金

くその途上にあり，その結果ぶ上記結果と一致するか，どうかぱ，N下の段

階においては全くはかりがたい。

2．　行の長さについて

　テス｝による調査研究の結果によれば，たて書き：丈では26宇詰の丈，よこ

書き丈では20字詰の文が最もすぐれている。さらに，たて書き文では％字詰

より戦旗が短かくなることは，それより長くなることより非能率性が大であ

り，逆に，よこ書き丈では20字詰より長くなることは，・それより短かくなる

ことより非能率性が大である。かかる傾向は特にたて書き丈において顕著に

認められた。

　これに関する眼球運動による実験的研究は未だ結果に到達せず，その一致

するか，どうかも今の段階ではわからない。

　　　　　　　　　　H．　！953年度の見通し

　来年度は，テスNこよる研究は，原則として実施しない方針であり，本年

度末軌道に乗ったCQntact－lens使用による四球運動の実験研究を推進する



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i4プ

ととに主眼をおく。本年度は，被験者数も貧困をきわめ，しかも，材料丈も

かなり｛馨ll限されていたが，来年度はその両者を豊冨にして，種・をの制約下に

おける知覚事象としての國語の読みを心身の有機的に遮関する揚の…分節面

たる生理的揚の構造一特に眼球運動一において把え，そこに各種文字配

列の機能上の優劣序列を発見したいと思う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（村　石）
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国語の歴吏的発達に関ナる調査研究

　本年度も引続いて，①音韻史資料の収集と，（2）古辞書索引の作成とを行っ

た。

　1．　音韻史資料の収集

　本年度は，名古屋市の井野川幸次氏の語った，平曲の「鱗」をテ■一・・プ。レ

コーダFに．よって録音した。

　2．古辞書索引の作成

本鞭は，慶長九躰三山」（古写本）と，膿故知新謝とをとりあ

げた。

　ここにいう「慶長九年本」とは，最近研究所が東京の書店から購入したも

ので，奥書によると，慶長九年に名舜という入が写したものである。イ獺か

らヲ都までだけの零本で，上田。橋本両博士の「古本節鳥山の研究」に述べ

ている胃頭の語による分類の印度本であり，内容から見ると「i難空本」（宮

内庁書陵都蔵）にひじょうに近い関係のあるものと思われる。

　来年度以降に，　2δ年度に調査した「天正／8年本」と「易林本」，26年度

の「饅頭屋本」とr黒本本」，来年農計函している「伊京集」とあわせて，語

彙の仮名索引，漢字索引を作成する予定である。

　この出品は，岩淵悦太郎ど広浜丈雄が担淺した。　　　　　（広　浜）

　　　　　　辞典の編集方法に関する調査

　継続の国語辞典3種（大日本国語辞典。大言海。諦災）の収録語嚢別一覧

の作成を完成した。しかし，これを整理して利燭できる段階にまではなって

いない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（広　浜）
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国語関係文献の調査

　言語・国語に関する学問の水準を知り，学界の動向や世論の動きをとらえ

るために，前年度に引き続き，文献調査を行っているが，．本意度は次のよう

な仕纂をした。担当噺は有賀憲E，／，｛である。

　　　　　　　　　　　A．　刊行書の調査

　言語学・国語学・国語問題・国語教育・雷譜技術・国語資料。辞典等の刊

行書について調べ，1952年（1月～駕月）の刊行書285点を収めた炭録を

四竹印写した。．

　　　　　　　　　　　：B．　雑誌論文の調査

噛己の轡型について，［縣論文を調査し分類別・染麟別・筆者別の3

種類のカード儒録を作った。　うち分類別にした2078点の「雑誌所載圏語関

係丈献目録（3）1962年分」を謄写印刷した。これで1951年10月に謄写印

捌にした畑60年分と195ユ年分とを合せて乗定稿ながら3偲ク咽録ができた

わけである。

（A）　アジア需譲赫究　　新しい敏室　　｝朝　　英文学懸想　　　　　　ORBIS

解釈と鍔賞　　改造　　学苑　　学多1曽月鞍　　カナノヒカリ　　カリキニしラム　　漢

文学　　教育　　教育技術　　教育研究　　教覆手帖　　教育統計

経済研究　　　　　1諜欝研究　欝語ξ｝三活　；語学数霧　鼠学院雑誌　駐藪

語　　　　　　　　　　　　函語教室　　鰯語研究（受媛国語研究会）　　聴i語研

究（園学院大学1慰；1｝研究会）　　欝：語・国文　　屡語・園文研究　　礪講と隔文学

囲語方欝　　躍交学　　躍文挙研究　　隔：文学致　　心　　コトパの科学　　ことば

の教育　　譜文　　サンデー毎擬　　実践麟語　　児童心理　　僧濃教鞭

社会学評諭　　週干雇朝ヨ　　自1露霞民　　栄友　　1＝1＝｝版ニュース　　主婦之友　　女

子大文学（大阪女子大丈学会）　　二菊園教育資料　　新聞学評諭　　巽31：聞研究　　人

交研兜　　i嫉聞放送広告　　繍il湖譲研究　　　　　　　　青年心：z；！IF，　．　　　測
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定と評儀　中央公論　中学時代　中学教育資料　策方学報　読瀦淑

読書梢談　　日本　　溝本の速記　　臼：取交化　　臼本文学　　臼本文学論究　　ニ

ューエイジ　　ニュースレター　　ぼんせ　　びぷろす　　婦人生活　　：文化　　文

挙　　交学界　　文学観究　　交学論藻　　文イヒ二二研究　　開化と教育　　交芸研

究　　文芸春秋　　三二と思想　　文研月報　　文＝王1・と能率　　法敬：　放送文化

マネジメント　万葉　　民踊伝承・　民闘放送　　民族学研究　　文部事報　　交

部統計速報　　リーーダースダイジェスト

ROmgi　llo　Nippon　　　6－3教藍ミ

（B）愛知県教育文化研究所薩多ピ紀要

紀要　　茨城県教育研究所茨城教冑時報

時報　　宇都富大学学芸挙部研究論集

所報　　大分県教育竹野所報吾

爾山大学澄モ文学部学聯己要

物論叢

京都女子大学紀要

京都大学入丈科学研究所「入文学報」

女子大学学術紀要

報告（人文科学教育学部）

教育研究所紀要　　國立教育研究所所報

告「入交」　　埼玉大学紀要

部概究報告

研究論集（八文，自然）

研究会会報　　東京外国語大学論集

凍窟文理科大学儀語国交学会紀要

統計数理研究所粗野

凍北大学文学部研究r野駒

入交・祉会科学研究報告

会会報

録　　広島女子短期大学演究紀要

力謳査の二伸書」

大学研究年報

生活の実態」

部概究論叢　　田口工学文学会誌

究報告　　横浜市立大学紀要

一人文科学一

立命館大学　　　ROMAZIsEKAI

　　　　　　　　　　大分大学学芸学部舩究紀要

　　　　　　　　お茶の水女子大挙人文科学紀要

鹿児島大挙教育学部教育研究所紀要

　　　　京都大学入交科学蘇究所紀要

　　　　熊本大挙教育挙部紀要

　　　　　　　　御戸外：大論叢

　　　　　　　　　　　　　　羅立薗会同謎1；：飾公報

　　　　　　　　　滋賀県教育委澱会「教育時報」

　島根大挙入女科学論集（国賊科学教育学関係）

　　　　　　　聖心女子大学論叢　　天理大学学報

　　　　　　　　　　　　東京学芸大学研究報轡

　　　　　　　　　　　統計局硫究焚報

　　　　　岡志1三1二：女子大挙学術研究勾三門

　　　　　　　徳島讐、生育月報

　　　　　　　奈良単芸大学紀要

臼ホ学術振興会科学試ll灸鋳究報轡集録

　　　　　　　　　　　福井大挙学芸学部紀要

　　　　北海道学芸プ標学芸

　　宮城学院女子大挙研究論文集

　　山形県菓高校夜学同社会科学研究部粟島民俗誌

　　　　　　　　　　　寓梨：大学学芸挙都紀要

　　　　　　　　　山谷大学論集

　　岬・稲田大学教育挙部学術研ダピ

愛知女子短期大学紀要　　tL・ij，見学園陽語科

　茨城大学文理学部紀要　　印AY，lj庁研究所

愛媛県教育研究所紀要　　変媛県教育研究

　　　　　　　　　　大谷：大学大谷学報

　　　　　　　　　　小野田高等学校研

　　　九州大挙九州文化研究所li£要

　　　　　寒都大学人文科学貸下所報

京都大学人文科学研究所調査報轡　　熊本

　　　熊本大学法文論叢　　高知大学研究

　　　圏学院大学圏語研究会会報　　国立

　西京大学学術報

　静岡大学文理学

信州大四教育学部

　市制大学中国語

東京女子大学論集

　　　　統計数理碕究所講究録

　　　　東大東洋文化研究所紀要

　徳島大挙学芸学都紀要　　長崎大学

　　瞬暗響学会会誌　　日割甲声学

　　　F－1本学術振当会総合概究報告集

　　　　　　　福島県教育委ゑ絵「学

北海這大挙教霧学部学報　　三重県立

　　山形県東劇／競賜妻目中学校「雷語

　　　　　　　　　i！潟大学教冑学

　　　　　　　山梨火回学芸学都研

　　田歌爾大挙学芸学部「学芸研多／j

　　国立國語研究FJ〒年報
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　　　　　　　　　　　C。　新聞記事の調査

　箭年度に引き続き，諸新謝から，関係記事を切抜き，その整理にi当るとと

もに，分類別およびB付順のカード醗録を作った。分類別にしたものは，滴

年壮立様一・応謄写印刷にし，「国語関係新聞記事目録（3）1952年分」を作成

，した。調撫した新聞と収録した翫事の点数は下のとおりである。

（1）東京騰版（H刊）　朝H　毎N　読売　東京日円　東京タイムズ
　　　　　　（夕刊）　　朝ff　　毎ly　　i読涜　　li調峯　　舞ミ京

（2）地方闘鍍　　大阪在住の肉田勝一氏から関係記購のあるごとに，恵送された京阪

　　　　　　　地方の諸紙　1朝日（大阪）　毎臼（大阪）　新大阪など。

（3）　4寺努朱嚢量聞　（寄呉曽）　　　　読需＝．　　図話；：　　　教育　　　　全［翌1士雪燈IZ　　　学園　（労（大）　など

1952脅三　（1月～12月）　蓬3J抜き一868、農ミ。

図書の収集と整理

　前年度に引き続き，研究活動を助けるために，研究書。参考書・調査資料

文献の類を広く集め，整理し，管理した。拙轟者は村尾力・芳賀清一郎であ

る。

　研究書・参考書類は，雷語学・国語学・国語麟字問題・国語教育関係を中

心として，社会学。心理学。教育学。民俗学・丈学・統計学そのイ11ilの関係諸

科学のおもな丈献，各種辞典・年鑑。書誌類のおもなものをもれなく集める

ようにつとめた。旧刊のものは，すでに鳶1∫年上までにかなりの程度まで集め

られたが，本年度はさらにそれを充足するとともに，新刊のものについても

なるべくもらさぬように努力した。

　調査資料丈献としては，やはり前年度からの方針に従って，明治初期から

現代にかけての各種形態のものを収集することに心がけるとともに，歴史的

研究のための資料として，各蒔代の宵丈献にも及んだ。
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　寄贈図書は龍年度と大差なく，当研究所書庵の充実に大きな役割を干して

いるQ

　次に本年度備え付けた図書の数を示す。

　　単行本　　　購入　　　986研

　　　　　　　寄贈　　1264冊（P～i，　教奉斗1ぎi・1119晋仔）

　　雑　誌　　　購入　　　，44種（640冊）

　　　　　　　寄艮勇　　　　　107種（687冊｝）

　　薪　聞　　　購入　　　17種　　一

　　　　　　　窃贈　　　　5種

　書鷹の本年度末現在蔵書数（単行本だけ）は16787冊である。

　　寄贈者各

ω　単　行　本

　愛知：女子短期大学

　岩井隆盛氏

　石垣福雄氏

　市絹信義氏

　茨城大挙図書館

　井之口有一氏

　上蟹　勇氏

　牛山初男氏

　遠藤嘉基氏

　岡山火学附属図毒魚：1

　香川県教育委員会

　加藤　諄氏

　金沢交庫

覧
一の書

図たれさ贈寄に隻向益720禾刀口

名國

も省は合場じ縁と考贈寄　O名者著編は内）（

　　　　　　　　二輯一僧侶書状簾上一」

岐皐県教育委誌会

京都大飛入文科学研究所

南学院大学

国立国会図害：館支部上野図書館

　　　　　　　　年1月至昭和24年3月増加上野図書館和漢書欝名顕録一理認之

「愛知女子短期大挙古俳認旧録」

「金沢地方の童謡選集」・（金沢市小学教育研究会読方研究部）

「濁音イヒ菱見象」

「小学校隔語科の新しい教育」

「茨城大学図書館増加図マ雲唱録」

「滋賀県言語の調査と対策一一方語調査編一一」

「万場の方醤」「村のことば」（都丸十九一）

「語法上より見たる凍繭方言の境界線について」

「訓点盗料と訓点語の覆1究」r類講矯本文法一古拶購輩釈篇…」

　「池田家：文庫仮潤録」

「畷和27年度香川県小・中学校学力鹸査成績についての考察」

「北擁向方言圏紀行」

「金沢文庫古文書箆一輯一武将害状篇一」「金沢文庫古文蜜第

「作文の話」

　　　「東洋史観究文献類目一自lla和21年至昭和25年一」

「古典の新研究」

　　　　　「琉球文献匿録稿一昭和27ま｝三3月一一」　「自昭和18



斎藤義七郎氏

佐伯隆治氏

堺市教育研究所

佐藤　門門

志津田藤四郎氏

新村　flli氏

全國大学国語教育挙会

総理府統計局

田口　三：斯～氏

多々良鎮男氏

手塚邦一郎氏

等規顧：四辮；氏

東京火学史料編纂矧ア

東京天文台

富山市教育委鍍会

窟山県教育密1究所

日本放送協会

H本民聞放送連號

蛎地潤寒氏

編島県i数育委藁会

藤原与一氏

文教謬院

毎駕漸聞調査課
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部一」　「上野図霧館高州ズ蔓草関係図轡国二上」

「苦界纐乗合lil鵜　「奥州花巻方欝競」　「南部めくら暦」　「蔵の

巴鴨」　「出羽の方蕎」1場。2号（読売職偉冒所載）　「湯の垢」

「i工i形県ゴヲ欝資料」（肉形ii新聞脈｝戎）　r置賜方言集」（米沢高校

郷土二二クラブ）　「米沢地方の童謡」（米沢高校郷土研究クラ

ブ）

「播ダ・秤赤穂：肥州集」

「套覇語・算数謳査報告i雪一一昭和26年度一一’j

「福井県の雷語調査」

「漢字頻度調査に就いて」

「野庭敬語」　（鐵本放送協会）

　　懸§諮早教育」

「昭和25年圏勢調査網野」第2巻・鋳3巻その1・2箆7巻そ

の16・19・22・30・31
‘‘

`QUAN’r工TATIU8　STUDY　OF　rHE　PERCEPTIBILiTY

OI？　SOVND　WA－NING　IN　MODIFYING　SOUND　CHAR－

Ac’rERIs’］）lcs”

「栃木県方冨の概観」

「栃木県壌谷罵喜連i牌∫方欝集」

「讃語アクセント論鍛」

　「7i〈　i：｛本史料」嬉五｛ll駈三十閤・第六編之二十九・鋳七編之三

十・第十一編之八・第十一畜llき之九　　「大絹木古文書」家わけ箆

十七之二・銭苫十八・野晒外源闘係文＝；：1；・之二十蕊　「ゴく臼木古記

録」御堂i蝿白言己k・麟ジ1二白石臼記一｛：

「礁科年算｛一一昭琴L28年一…」

「富山布児童欝語1競査」

「小学校中学校li川州料学習μ慧容の構成と指導系統」

「難語欝いかえ集」　「スポット。アナウンスの理解度と効果の

研究」　「北海道鎚名の呼ひご方」

ヂ商業放送講座」

「話しことばの教盲」

「学力調i査の報告濤＝」

「ことばの撚庚」

「わたくしたちのことばと文法一口語文輩二一」（遠藤嘉回外）

「東大寿」　（小林艘）

x
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薗隙育徳会

三宅武郎氏

民旋i鉾研究所

武蔵野；書院

虫明吉次郎氏

明治神霞祉務所

交部省

ローマ字教育会

r建治三年記」（繭閏本）

「基礎撲本語」

「民俗学研究」第三輯：

「校註　十ノく夜｝ヨ記」　（永積安明）　　「要註　　日野永代蔵・世

開胸算胴」　（大藪虎亮）　　「改訂　謡曲狂言野選」　（吉川久）

「横i註　源氏物語：一一三罷鍵一」　（秋1．亙．1凄）　　「校註　源氏物語一一

浮舟一一」　（竹下数馬）　　「昭瀦；1交；護三　堤中納語一物語」（松尾聴）

r隆諮科教育課権の基準」　（繭レLl県教禽山彙会）

「明治天皇・昭憲整理墳側集」

ACO｛JSTICS　LABORATORY

AMERICAN　D王AL£CT　SOC駕孚Y

JO疑ANNES　RA琵D8R

SEVER　1）OP

　「話しことばの性絡・話しことばの表現一一翻語シリーズ6一一」

　「騨語岡題をこう考える一国語シリーズ7一」　「現代かなつ

か、・の．意義一国語シリーーズ8－J　　「入門期におけるgr一マ字

文の挙習才旨導一国語シリーズCJ・一一」　「文部省刊行物制作優覧」

　「教脊用田楽潜門」楽典編。第2編　　「中学校高等学校学習指

導要領」理科編・社会科編。惣圃工作編・外1覇語科編　　r小学＝

校学習指導要領一理科編一一」　　「小学校に二おける家庭生活指導

の手びき」　　r学校弓道指導の手びき」　「鐵語群讃会の記録」

　「これがらの敬語「　「児童生ヒ徒の漢字を書く能力とその基準」

　「高等学校定時制課親体育ま濤導の手びき」　　「学縫七十年史」

　「隔語審議会報・轡型＿揖！僚：124年6月｛ゾ27年4月一」「算数実験」

学校の研究報告」　　「幼稚園のための指導暫一音楽リズム灘レ」

　「身体虚弱児童生徒の健∫泰指導の手びき」　　r中学校高等学校

職業指導の手びき一実籔編一一」　　iwu小学校の合奏］　　「愚挙校

学習指導霊一理科編山上・一一」

「イソップの話」　　「春を待つどんぐり」　　「竹取物語」

　　　　　　　・・P王磁L王厳1翼AR欝S　TO　S1）EECH　ANALYSIS　

（ROMA｝gT　JAKOBSON）

　　　　　　　　　　　t‘T｝IE　ARGOT　OF　［1）ffE　RACETRACK

No．　16”　（DAVJD　W．　MAURER）

　　　“LA｝，MIGUAGE”　（LINGUISTIC　SOCI£．　T’Y　OF　AMER－

ICA）　“．NINTH　SUPPLEMENT　TO　A　MANUAL　OF

THE　WRI［1］tlNGS　liNf　MIDDLE　ENGLISH”　（BEATRICE

DAW　BRON7VN）
t‘kA　DIALECTOLOGIE”　PREMIERE　PARTIE　．　SECONDE

PARTIE
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　　SUMMER　INSTITUTE　OF　LINGUiSTICS　“BIBLIOGRAPff［Y　OF　TE｛E

　　　　　　　　　　　　　SUMM鷺R　INST工TUτE　OF　LINGUISTICS　1951…・9”
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「国文学」7弩～9・感
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巻2発｝～13．．羅｝●　7巻ユ彫・

6巻1号　　「ノ」、三三教育毒麦争｝サ」
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6巻1号
13号。5巻1砦
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2襟2号～12号63轡1号
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　　　　　　　「i’1＝瞠一利家：音楽：体育一教育技多1乳1

「小一教育按出」6

　5巻2号～13－FJ吟

　　　　　　　　　「小

「小五教育按術」　6

　5巻2孝多～13・号。

　　　　　4巻2場～

　　　　　　　　2巻
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》｝（都大学国文学会　「雑面国文」211号～222塔

京都大挙人文科学研究所　　「紀要」6号～8号

　　　　　　　　　2号．7号。8号

「所．報」　29箸｝～33蓬｝　　「言周査幸侵告L」

蕩て者lg女子プ（学　　　　 「京孝郭女子ブ（学悉曇要」　1・5…｝～5号

近畿方譜学会　　　「近畿方謝12号～15号

神戸市外国語大学　「紳戸外大論叢」2巻5号・3巻1号～2号

語学教育研究所　　「語学教育」216恐～22晦

国語学会　　　　　「【鶉語学」9輯～1！輯

飼立数育研究所　　　「食立教育研究所報」10号～15号

限挙院大学　　　　「国学院雑誌」53巻エ怒3堆

國挙院大学國文学会　　「嗣本文学巽甜究」第8冊一エ0冊

静岡火学文理学部　　「静岡大学交理学部研究報告｝人交科学一」1暑～3号

静闘大学教育挙部教育研究所　　「交化と教育」29号～39号

信濃教育会　　　　　　　　「イ言濃教育」　784号～795髪｝
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大修館　　　　　　　「［週語教室」11塔～20拶

秘教出版1〈．K　　　「新しい教室」7巻4号12号。8巻2暑・4号

中国語学研究会　　「中1語挙覆院会会報」9号～！2号

塚原鉄雄氏　　　　「ばんせ」21場～24号

天理穴学入文学会　　「天理大学挙報」7輯～9輯

1聾難戦て文理拝斗大学国語義義文愚垂会　　「　翻語」　1巻2筆｝～4号●2巻1手聾

東芽（堂　　　　　　「日本誌蝦鋸｝」638号～68跨　図書新聞」13鴨～18跨

　　　　　　　　　「1土1燈乏ニニ四一ス」　194弩・～229号

統計数理研究所　　　「図嚢」8号～11修　　「講究録」7巻9号～12暑・8巻1号～

　　　　　　　　　6号

徳酷県教育庁　　　「徳奮繰教育月報」29弓～31号・36号～37号

日本音響学会　　　●「鐵誤載響学会報」8巻1号～4号

日本教職最胆魂籍版部　「教育新聞」160犠～210潜

譲本露虫K・K　　　「教育手無」24号～291”i’r’”　　　　　　　　　　　　’　．
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北方民俗方言挙会　「北方民俗方欝挙会報」2号～8暑
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庶務報告

　　　　　　　　A．庁舎および経費

（D庁　　舎
　1948（昭租23傘）！2月創立当時がらひきつづき，宗教法人明治神宮所有

　の絵画館の一部を借用しているが，実験謹・研究室の設備をする余地がな

　いため研究上．支障が多い。

　なお，昭和26年12月からは，三鷹市下連雀91番地山本有三野所有の

建物を借用し，仮分室を設け，研究第2部が勤務している。

（2）経　　費

昭和27年度　総　額　　19，2（｝0．｛｝00円

　　　内訳　入件費　　　9，970，000円

　　　　　事業費　　　　　9，230，0〔｝o　円

会長

阿部割引
桑原武夫
高木貞二
東條　　操

服部四郎
松坂忠則

　　B．

安藤正次

（，　1？予算定員

評議員会
　　　　副会長

金田一京助

颯覇琴次
土岐…善麿

時枝誠記

古垣鉄郎
柳田　国男

C．人的構成

山崎匡輔
倉石武四郎

沢登暫一
壷居光知
中島健蔵
松方義証郎
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　教　官　　30　　纂務職員　　21

（2）維織および職員
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イi備
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非常勤



28．　3。　31復職

芳（都大学教授

広農大学助教授

金沢大学教擾

東北大学教授

28．　3．　31　辞｝職

28．　3．　31休職

25。5。1東京大学事務局器
材調達諜逮営掛長より配
置替

25．5．　1東京大挙器材調
達課へ転出

27．10．31辞職

27．　1エ。　1採月讐
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　　　　　　　　　　D．　内地留学生の受け入れ

　昨年度に引き続き，全国都道麿察墨隈の内地留学生を迎えて，各研究室で「

研究の便をはかっている。次にその氏名・研究題醗等を掲のごる。

氏 名

夫
治
直
夫
一
介

芳
敏
　
三
正
正

野
窩
肉
原
野
河

佐
本
内
松
川
小

福島外：藤雄

中　尾　温　雄

菊　地　吉　浩

．1．9，　c52．　4．15

　（昭27）

　　　t・）．　1

5．　16t’v17

5．　27　N28

　　5．　28

　　7．ユ1

　学　　　　　校

甲府市立認識小学校
教諭

今治市立花小学校教
諭

宇漁葛尉ゴ立北中学校
教論

山口市良城小学校教
諭

富崎市立大寓申学校
教諭

111口漿附武郡亀山小
学校長

愚臣県西礪波郡石動
小挙按教頭

鹿児鶴県公立小学校
教諭

北海道苫小牧市弥生
中学校教諭

E．　日

　研　　究　　題　　日　　　期　　　間

読むことを中心とした薗．昭27。4．1から

語学習群群法の研究　　　〃28．3，31まで

国語音韻と仮名遣の研究　昭27．4．1から
について　　　　　　　”27。10。10まで

蟹語教育史および国語教　昭27．4．1から
育学について　　　　　〃27。10．10まで

小学校における交法指導　昭27．4．10から
について　　　　　　　t’27，10．10まで

罵語教育における作文　　昭27．8．5から
（詩を含む）指導について　’，　27．　lu1。　26まで

小学較の挙習指導の立場
から教育漢字の指導　　　昭27．9．1から
学習基本語彙と語彙搬導　〃27．11．29まで
文法教育指導について

隆藷学習指導の技術につ　昭27．9．3から
N・て　　　　　　　　　”27．12．12まで

国語教育および言語調査　昭27．10．2から
について　　　　　　　’1　27．　11．6まで

　　　　　　　　　　　昭28．1．　10から
国語母宮と術語教育　　　　　　　　　　　’ノ28。3．　31まで

誌　　抄’

所員島崎稔高崎市立経済短期大学今転出のため辞職。

会計課姫宮沢幹郎東京大学專務局糊オ調達課へ転勤，同日後任

として東京大学箏務局器材調達課運営掛長黄木得二郎着任。

第8回丈部雀所轄機関並びに国立大学附置研究所長会議（日本

学術会議で）

第3回丈部雀所轄研究所庶務灘長連絡協議会（緯度観測所で）

各省直轄研究所長連絡懇談会（電気試験所田無分窒で）

第19回国立国語研究所評議員会

f



162

”t’．‘nt9

10．　1

ユ1．19

11．　9．1

！！．　9．7

ユ2．12

コー953．　2．27

　（昭28）

富山省所轄機関並びに圏立大学附置研究所事務協議会（東京大

学法文経36番教室で）

原圏語課長，祉会教育局視聴覚教育課長に配置替の後任として

白石大二氏が任命一された。

安藤評議員会会長死表。

三都省所轄研究所長会議（国立遺伝学研究所で）

各省直轄研究所長会議（鉄道技術研究所で）

第20回国立国語研究所評議員会

議　事

　1．安藤会長死去にともなう後任会長の選挙は，28年2月に

　　　評議員半数改任後に行い，それまでは山崎副会長が代行

　　　することが決議された。

　2．　研究の成果に関する腰間報告

第21圃國立国語研究灰評議員会

議　事

　1。評議員半数改任の経過報告ならびに欠員補充について

　　半数改任の評議員

　　　金濁一，倉石，颯田，土居，東條，松坂，柳田，脹部，

　　　波多野各評議員

　2．　会長選挙………柳爾評議員当選

　3．　副会長選挙……由崎副会長当選

　4・柳田会長，山単三会畏就任のあいさつ

　5．　評議員欠員補充，研究所庁舎28年度予算等についての懇

　　　談があった。

3．28　第2回国立国語研究所研究発表会

　　　ところ　　お茶の水女子大学講堂



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　163

　　　　1．　墓本語彙を考える　　　　水　谷　静　夫

　　　　2．地域社会と敬語　　　　　柴　田　　　武

　　　　3．　臨語学力の水準　　　　　輿　水　　　実

3．3璽三鷹仮分室を山本家へ返還，研究第盆部は新宿区立四谷第六小

　　　学校内に移転することとなる。
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